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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　　　　一




　ケーブルカーの駅を出ると、なだらかな山道の向こうに、大きな鳥居がそびえていた。

　ハイキングのような軽装の参拝客が、ちらほらと鳥居の奥へと歩いていく。境けい内だいは山の中にあって、場所によっては舗ほ装そうされていない山道もあるというから、本来は歩きやすい服装が妥だ当とうなのだろう。

（この格好だと、違い和わ感かんがあるなあ）

　出張中のサラリーマンよろしく、スーツ姿で旅行用のスーツケースをゴロゴロ引いているのは朝あさ比ひだけだ。まあしかし、自分は参拝客ではないのだから仕方がない。

　ここには客としてではなく、働くためにきたのだ。この神社が今日から、朝比の就職先だった。ちなみに神職なので、就職ではなく奉ほう職しよくという。

　朝比は鳥居の前まで来ると足を止め、斜ななめがけにしていた鞄かばんから境内の案内図を出した。目的地である社務所の位置を確かく認にんする。案内図ではほんのちょっとの距きよ離りに見えるが、なかなか広そうだ。

　鳥居の手前には土産みやげ物もの屋とお茶屋があって、どちらも平日なのによく人が入っている。

　朝比の家も神社だが、参拝客でにぎやかになるのは暮れと正月くらいだ。この神社のように大きくはないけれど、古くて歴史のある神社なのに、近所の人も滅めつ多たにお参りに来ないのは少し寂さみしい。

　それに比べてこの神社は、境内も広いし参拝客も沢たく山さんいて活気がある。お世辞にも交通の便がいいとは言えない場所にあって、平日でもこうして人が集まるというのはいいことだ。

（うん、いい所だ）

　緑深い山林の間から小鳥のさえずりが聞こえてきて、他ほかにもいろいろな動物がいそうだな、と考える。案内図を確認すると、また重いスーツケースを引きずりながら、

『大おお真ま名な神み神社』

　と、名前を頂く鳥居をくぐり抜ぬけた。










　二十八歳の朝比の職歴は、普ふ通つうの人に比べてちょっと変わっている。

　最初は実家の神社を継つぐべく、神職の資格が取れる大学に進学した。ところが在学中に実家は弟が継ぐことになり、資格は取ったものの一いつ般ぱん企き業ぎように就職した。スーパーやコンビニチェーンを展開する、大手のグループ会社だ。

　人事部で四年間働いて、仕事も楽しくなってきた頃ころだった。両親から実家を継ぐように言われたため、会社を辞やめて家に戻もどった。

　高校卒業後はほとんど戻っていなかった実家で、神職の勝手もわからない。そこで見習いから始めよう、ということになったあたりで再び、やっぱり弟が家業を継ぐことになった。

　兄弟で神社の仕事に従事する案もあったが、昨今の神社の台所事情は厳しい。どちらか片方は外に出て働かねばならず、朝比が出ることになった。

　普通に考えれば、弟が出るべきなのだろう。朝比だとて、わだかまりはある。けれどそれも仕方がないと、達観してもいる。昔からそうなのだ。

　朝比は養子だった。両親には長らく子供が生まれなかったため、神社を継ぐために遠とお縁えんから養子にもらわれたのである。

　実母はシングルマザーで、経済的な理由で養子に出したと聞いているが、詳くわしい話は知らない。養子に出たのは二歳の時で、その後は実母と一度も連れん絡らくを取っていなかった。

　朝比が四つの時に、弟が生まれた。朝比もそれなりに可愛かわいがってもらったが、両親は年を取ってから生まれた弟を、ことさら溺でき愛あいした。両親にとって、弟の望むことが最優先された。

　弟が神社を継ぎたいと言えば、朝比は別の仕事を探さざるを得なかった。さらに弟が神道系の大学に入れず、思いつきで海外留学したい、と言い出せば、両親はすぐさま彼の望みを叶かなえてやった。

　留学先でうまく行かずに戻って来て、よく考えたけどやっぱり神社を継ぎたい、と言った時も、両親は怒おこらず、むしろよく言ってくれたと手放しで喜んでいた。朝比は家族の決定に従うしかなかった。

　だがさすがに、今回は朝比に対して後ろめたかったのだろう。弟が再び実家を継ぐことになると、両親はあれこれと手を尽つくし、朝比の新たな奉職先を探してくれた。それが『大真名神神社』だ。

　実家には振ふり回されたけれど、これも何かの縁だろう。

　そう思い、実家から新幹線で二時間、在来線で一時間、さらにケーブルカーで十五分の山深い職場に身を寄せることにしたのだった。

「やあ、お疲つかれ様さま。ここまで来るのも大変だったでしょう」

　社務所を訪ねると、就職の面接でも顔を合わせた禰ね宜ぎの高たか橋はしが出で迎むかえてくれた。詳しい年ねん齢れいはわからないが、四十代の半ばくらいだろうか。がっちりとした長ちよう軀くの持ち主で、中肉中背の朝比が首を反らせて見上げるほどだった。

「ついさっきまで、宮ぐう司じと権ごん宮ぐう司じがいたんだけど、ちょっと急用が入って出ているんだ。戻ってくるまで時間がかかるので、先に周りを案内しましょう」

　社務所には三十代半ばくらいの権禰宜がいた。あとは神職ではない職員が数名。高橋から紹しよう介かいされるまま、よろしくお願いしますと頭を下げる。戦前の社格制度の名残なごりで権宮司を置けるのは一部の神社に限られているが、ここもそうした「社格」を持つ神社なのだろう。

「あらやだ、すごいイケメンじゃないの」

　朝比の母親くらいの年代の女性職員が言って、コロコロと笑う。これに眼鏡の真ま面じ目めそうな権禰宜が、「イケメンていうより、美人さんですね」と真顔で返すので、気き恥はずかしくなった。

　顔がつるっとしていて男っぽくなく、色も白いから、たまに綺き麗れいとか美人とか女性的な形容をされることがある。

　けれども、そんなことを言われるわりに女性にはとんと縁がなくて、この年まで女性経験が一つもないというのが、朝比の密ひそかなコンプレックスだった。

「他にも授じゆ与よ所のアルバイトの子とか、うちに入ってくれてる造園会社の職人さんたちもいるんだけど、そちらはまたおいおい紹介するね。先に境内を案内するよ」

　返答に困っていると、高橋が苦く笑しようしながら助け船を出してくれた。二人に再度頭を下げ、へどもどしながら後に続いた。

「ぜんぶ回ると日が暮れちゃうから、まずは近場の主だった場所だけね」

　山全体が神社なのだ。社務所や宿しゆく泊はく施し設せつなど、多くの建物が拝はい殿でんの近くにあるが、山のあちこちに社殿や古こ跡せきが点在している。

　スーツケースを社務所に置かせてもらい、まずは目の前の拝殿に向かう。入いり母も屋や造づくりの立派な建物で、参拝者がひっきりなしにお参りに来ていた。

「こちらの神社では、本殿というものがないそうですね」

　朝比もお参りをさせてもらった後、事前に調べていたことを確認した。全国的に見ても、人々が神様にお参りする拝殿と、それとは別に神様が住むとされる本殿を構える神社が多い。

　だがここでは本殿というものを持たず、山の奥の禁足地に神様が住んでおり、拝殿から山の奥の神様にお参りする、というスタイルだった。

「そうそう。我々は『奥の院』て呼んでるんだけど、そこに神様が住んでるんだよ。この神社にはいくつか末社があるけど、そこの神様たちもみんな、普ふ段だんは『奥の院』にいるんだ」

　他にも、本殿を持たない神社で、神社のある山そのものがご神体となっているという例があるが、ここはそうではなくて、山の奥に神様たちの住居があるということらしい。

　高橋の口ぶりは、『奥の院』という場所に本当に神様たちが生活しているようだった。彼の信しん仰こう心の厚さを垣かい間ま見みるようで、自分も見習わなくてはいけないと思う。

「『奥の院』の入り口は『三ノ鳥居』って呼ばれてる。こっちはあとで、宮司たちと合流したら案内するよ。拝殿からはちょっと離はなれててね。今朝雨が降ったから、草ぞう履りだとちょっと足場が悪いんだ」

　そこまで言ってから、高橋は思い出したようにスーツ姿の朝比を見た。スーツに合わせ、足元は革かわ靴ぐつだ。

「あ、社務所に戻れば、スーツケースの中に運うん動どう靴ぐつと着き替がえがあります」

「なら良かった。悪いね、こちらでちゃんと案内すればよかったんだけど」

　今回の奉ほう職しよくの話は、バタバタと決まったものだった。朝比が来る前に勤めていた神職の職員が急に実家に戻らなければならなくなり、空いたところに朝比が入ったのだ。

　住居も、前任者がいた借り上げのアパートをそのまま使わせてもらうことになっているが、前の人がギリギリまで退去できなかったため、朝比の引っ越こしはまだ終わっていない。

　もっとも、洗せん濯たく機きや冷蔵庫などの大物家電はそのまま残してもらったので、あとは衣類や本を運ぶだけで、大した手間ではない。

　引っ越しが終わるまで、参拝客などが泊とまる境けい内だいの宿泊施設を使わせてもらうことになっている。麓ふもとの寮りようから神社への通勤は、早朝になるので自家用車が必要だ。引っ越しと並行して中古車を購こう入にゆうしなければならないのが一苦労だが、仕事に慣れるまでは宿泊施設でゆっくりしていいよ、と言われているので、甘えることにした。

「この先が『奥の院』に続く道ね。僕らが入れるのは、境界の『三ノ鳥居』まで」

　指で示された先には、両りよう脇わきに杉すぎの巨きよ木ぼくが連なる小道が見えた。曲がりくねって先はよく見えないが、境界の鳥居はかなり深い場所にありそうだ。大切な場所だから、きっと頻ひん繁ぱんにここを登って掃そう除じに行くのだろう。

　体力がつきそうだな、などと考えていた時、授与所の方から巫女みこ装束の女性が足早にやってきて、高橋を呼んだ。どうやら急ぎの用らしい。

「ちょっと行ってくるよ。悪いけど、先に社務所に戻っててくれるかな」

　高橋が申し訳なさそうに言うので、大だい丈じよう夫ぶですと微笑ほほえんだ。

「もう一度、この辺りを見て回ってから社務所に戻ります」

　じゃあ後で、と高橋は急いで授与所へ向かう。なかなか忙いそがしそうだ。

（でも、みんないい人たちばかりみたいだな）

　宮司と権宮司にも面接で会ったが、みんな大らかだし社務所の雰ふん囲い気きも良かった。規模が大きいわりに職員はそれほど多くないのはどこも同じだろうが、実家の神社とは活気が違ちがう。あそこはいつもどこかピリピリとしていて、余よ裕ゆうがなかった。

　台所事情が苦しいからというのもあるが、それだけではない気がする。サラリーマンを辞めて実家に戻ってから、どんなに頑がん張ばって掃除をしても、境内の空気はどこか淀よどんでいて、荒すさんだ気配すらあった。参拝客の足が遠のいたのも、そんな荒あれた雰囲気のせいではないかと思っている。

（大丈夫なのかな……）

　実家のことを考えると気が沈しずむ。気にしているのは朝比だけで、父親などは、そんなに神経質に掃除をする必要はないと呆あきれていた。実家は弟が継つぐと決まったのだし、考えても仕方がないのだが、今も気がかりだった。

　つらつらと考え事をしつつ、境内をぐるりと歩く。緑に囲まれているせいか、空気が清すが々すがしい。山の上とあって、平地ではやや汗あせばむ晩春でもひんやりしている。のんびり歩いていると、沈んだ気持ちがゆっくりと上向いていく。

　そろそろ社務所に戻もどろうかと、歩く方向を変えた時、境内を白い人ひと影かげが横切るのが見えた。

（あれ……？）

　祭事を行う祭殿の方角から現れたその人物は、真っ白な袴はかま装束の男性だった。そんな格好をしているからには神職者なのだろうが、面接の時に会った宮司でも権宮司でもない。

（神職の方は、さっき社務所で紹介された人たちが全部だって言ってたけど）

　他ほかにも神職者がいたのだろうか。他所よそから神職が手伝いにくるということも、ないではないが、しかし手伝いというには、その人物はあまりにも迫はく力りよくがあった。

（すごい、美形）

　さっきパートの女性が「イケメン」という言葉を使っていたが、そんな軽い形容をするのは恐おそれ多いと感じるような、雰囲気のある長身の美形だった。年とし恰かつ好こうはせいぜい三十代半ばといったところなのに、佇たたずまいは落ち着いていて、威い厳げんすら感じられる。

　袴装束は着慣れているようで、現代人とは思えないほどしっくりと馴な染じんでいた。

　あまりじろじろ見ては悪いと思いつつ、朝比はそちらに視線が向かうのを止められなかった。

　だが周りの参拝客は、あまりこの男性の美び貌ぼうには興味を惹ひかれないようだ。彼のすぐ間近を、若い女性が素す通どおりするのを見て、朝比は自分だけ見み惚とれているのが恥ずかしくなった。

　男性はこちらに近づいてくるが、朝比は彼を見ないように目を伏ふせて通り過ぎる。

　彼の横を通り過ぎた時だった。目の端はしにふさっとした動物の尻尾しつぽのようなものが映って、ぎくりとした。相手に気づかれないように、少し離れてからちらりと振ふり返る。あり得ないものを視し認にんして、まじまじと見つめてしまった。

　男が去っていく、その袴の尻しりの部分から、真っ黒な長い尾おがふさふさと飛び出しているのだ。

　しかも黒くろ髪かみのてっぺんに、横を通った時には気づかなかった三角の耳が二つ、にょきっと飛び出しているのが見えた。

（こ、コスプレ？）

　犬か狐きつねか、ものすごくリアルだけど、作り物だろう。だとすれば、あの立派な袴装束も納なつ得とくがいく。

　ああした白地の袴装束は、本来ならとても位の高い神職が身に着けるものだ。ちらりと見ただけだが、高位の神職が着る袴とも、また少し形式が違う。

　金糸と銀糸の刺し繡しゆうがふんだんにあしらわれた立派な白袴で、相当に手の込んだものだ。耳や尻尾といい、コスプレにしては凝こっているが、ものすごいマニアなのかもしれない。周りが驚おどろいていないから、ひょっとして常連なのかも。

　あとで高橋に話してみよう、と男性が来た方角へ向かっていると、今度は小さな子供が二人、ぽてぽてと小走りにこちらへ向かってきた。

「待ってください、社長ぉ～」

　幼よう稚ち園えん児じくらいだろうか。くりくりとした大きな目が可愛かわいらしい。しかも二人ともコスプレをしている。こちらは袈け裟さに篠すず懸かけを纏まとったいわゆる山やま伏ぶし装束だ。

（いや、天てん狗ぐなのかな）

　後ろに天使の羽のようなものが見えて、朝比はそう推察する。二人は先ほどの男性を追いかけているようだった。小さな子供なのに、「社長」と呼びかけているのがなんだかおかしい。

「社長～」

「もう、お前がぐずぐずするからだぞ」

「だって、宮ぐう司じさんがお饅まん頭じゆうくれたんだもん」

「俺はもらってない！」

「皆みなさんで召めし上がってくださいって……あれっ？」

　饅頭をもらったという子供が、着物の袂たもとを探さぐる。だが中にあったはずの饅頭がなかったのか、「あれ、あれ？」と焦あせった様子で袂に腕うでを入れたり、ひっくり返したりしていた。

「ここに入れておいたのに……」

　たちまち泣き出しそうになる。どこかに落としたのだろう。端はたで見ていた朝比も気の毒になって、饅頭がどこかに落ちていないかあたりを見回した。

　すると、子供たちが走ってきた道の途と中ちゆうに、小さな紙包みが落ちているのが見えた。走って行って拾う。紙包みには『和わ菓が子し　かねもと』というスタンプが押してあって、そういえば山の麓に、そんな名前の和菓子屋があったなと思い出した。

「君たち、落としたお饅頭ってこれじゃない？」

　大急ぎで戻り、子供たちに声をかけた。途と端たん、二人が驚いた顔でこちらを見る。急に知らない人から話しかけられて、びっくりしたのだろうか。

「宮司さんにもらったのって、これでしょう？」

　怖こわがらせないように、彼らの前にしゃがんで目線を合わせる。微笑んで小さな紙包みを差し出したのだが、二人は驚きよう愕がくの顔でこちらを見返すばかりだ。

「おじさん、ぼくらが見えるの？」

「おっ、おじさん？」　>>>♥

　見えるとはどういうことだろう、と思いつつ、それよりもおじさんと呼ばれたことがショックだった。小さい子にとっては、二十八歳は十分おじさんなのだろう。

　その時、先ほどの男性が子供たちの異変に気づいて戻ってきた。

「お前たち、どうした」

「しゃ、社長～、このおじさんが」

　一方が朝比を示す。男がこちらを見ると、視線がかち合った。ぺこりとお辞じ儀ぎをすると、子供たちと同じく驚きの様相で目を見開く。

「おじさんは可哀かわい想そうだろう。お前、私たちが見えるのか？」

　子供らと同じことを聞かれた。見える、とはどういう意味だろう。この辺りの方言で、別のニュアンスがあるのだろうか。

「えっと……あなた方の姿が見えるか、という意味なら見えますが。凝ったお召し物だなと思って、さっきから拝見していました。お子さんたちも可愛いですね」

　話のとっかかりに、と着物を褒ほめてみたのだが、男にはまじまじと見返されてしまった。

「お子さんじゃないもん」

「子供扱あつかいするな」

　両りよう脇わきから突とつ然ぜん、二人が抗こう議ぎをしてくる。小さい手の平でぺしぺしと腕を叩たたかれ、「ご、ごめんね」と慌あわてて謝った。

「こら、お前たち。いきなり乱暴するとは何事だ」

　そんな子供たちの様子に、男が怖い顔で一いつ喝かつした。二人はびくっとして攻こう撃げきを止やめる。「この者に謝れ」と言われ、素直に「ごめんなさい」と頭を下げる。

「ううん、こちらこそごめんね」

「どうやら我々が見えるようだが……お前、巫かんなぎの気配を纏まとっているな。神職の者か。そういえば近いうちに、中なか村むらの代わりの者が来ると言っていたが」

　確か前任者が中村という名前だった。よくわからないが、男はこの神社の人事を知っているらしい。

「はい。初めまして、伊い田だ朝比と申します。田た中なか宮司からお聞きになっているんでしょうか。今日からこちらに勤めさせていただくことになりました」

　男に頭を下げる。両脇の子らにも頭を下げると、二人は礼れい儀ぎ正しくぺこんとお辞儀をした。それから揃そろって顔を輝かがやかせ、男の足元にわらわらと纏わりつく。

「社長、逸いつ材ざいですよ！　うちの宮司さんだって、声しか聞こえないのに」

「巫の気が強いのかも。いい人材が入りました」

　小さいのに、何だかいっぱしの口をきく。男も子供たちの言うことに真ま面じ目めな顔でうなずき、じっと朝比を見つめた。

　目め尻じりの切れ上がった黒い双そう眸ぼうは美しく、正面から見み据すえられると意味もなくどぎまぎしてしまう。しかし、形のいい唇くちびるからおかしなセリフが聞こえてきて、耳を疑った。

「ああ。ここ二百年ほど、深刻な人材不足だったからな。よし、今日からお前を私の世話係にしよう」

　それを聞いた子供たちが「わーい」「やっと後こう輩はいができるー」などと歓かん声せいを上げる。朝比は困こん惑わくした。コスプレといい、もしかしてこの人は、妄もう想そう癖へきのある人なのだろうか。

「朝比と言ったか。慣れないうちは大変かもしれないが、やり甲が斐いのある仕事だ。少ないが職務手当も付くらしいぞ」

「えっと……お気持ちはありがたいのですが、私はこちらの神社で働くことになっているので」

　あまり刺し激げきしてはいけないのかな、とやんわり断ってみたのだが、

「ああ、好都合だったな。他所よそに勤めていたら、仕事を辞やめて引っ越こしまで時間がかかっていたところだ」

　どうしよう、話が通じない。周りで子供たちがはしゃいでいる。男はそれに「良かったな」と微笑ほほえみさえ浮うかべ、朝比はただ途と方ほうに暮れるしかなかった。










「いや良かった、良かった」

　宮司の田中が、さっきからそればかり繰くり返している。還かん暦れき間近だという彼は小こ柄がらなうえに全体のフォルムが丸っこくどこか国民的アニメの猫ねこ型ロボットを彷ほう彿ふつとさせる。眼鏡の奥で小さな目を細め、本当に嬉うれしそうだ。田中の隣となりで、ひょろっと背の高い権ごん宮ぐう司じの小こ出いでが「ですねえ」と、やはりさっきから同じ相あい槌づちを打っていた。

「しかしねえ、実際に伊田君が『奥勤め』になってしまうと、こっちも人手が薄うすくなっちゃいますよね」

　田中と小出から話を聞いた高橋は、いちおう懸け念ねんを示しているものの、顔は喜んでいる。困惑しているのは、朝比一人だけだ。

　コスプレ男に遭そう遇ぐうした後、田中と小出が慌てた様子で祭さい殿でんからやってきた。まるで何かに呼ばれたように真っ直すぐこちらにきて、男と朝比が一いつ緒しよにいるのを見て、ずいぶん驚おどろいていた。

「この者は巫の気が多いようだ。こちらが姿を見せなくても我々が見えている。聞けば、中村の代わりに我が神社で働くそうではないか。今日から私の世話係にするので、そのつもりで」

　妄想を語る男に、田中も小出も異論を挟はさまず、そればかりか丸ごと信じた様子で喜色を浮かべた。

「私の代でお世話係が見つかるとは光栄です。伊田君にそんな潜せん在ざい能力が備わっているとは、知りませんでしたが。言ってくれれば良かったのに」

　田中の最後の言葉は、朝比に向けられたものだ。言うもなにも、何のことやらわからない。

「しかし伊田君は今日着いたばかりですし、いきなりの奥勤めでは本人も戸と惑まどうでしょう。まだこちらのオリエンテーションも済んでませんし。取りあえず今日のところは下に泊とまって、明日あした改めて大真……いえ、社長のところで仕事の説明を聞いた方がいいのでは？」

　困惑しきりの朝比に気づいたのか、横から小出が口くち添ぞえしてくれて、取りあえずコスプレ男からは解放された。だが社務所に戻もどると田中は「今から緊きん急きゆう会議を行います」などと言って小出と高橋、それに朝比を伴ともない、社務所の中の会議室に入った。

　高橋は田中の口からコスプレ男のセリフをそのまま聞くと、「それはすごい」と同じような反応をし、それから「良かった」「ですねえ」と、朝比以外の全員に喜びの声が続いている。

「人手に関しては大だい丈じよう夫ぶ。社長の応対を伊田君にお願いする分、僕と小出君の手が空くから。清し水みず君はせっかく後こう輩はいができたのに、残念がるだろうけど」

　清水というのは、眼鏡の真面目そうな権ごん禰ね宜ぎだ。そういえば天てん狗ぐのコスプレをした子供たちも「やっと後輩ができる」などと言っていた。あのコスプレ男の世話係になるとか、正気なのだろうか。いやそもそも、彼らは何者なのか。

「伊田君、戸惑ってるみたいだけど。あの方たちが何者なのか、本当にわからない？」

　先ほどから無言の朝比に、田中が言って少しいたずらっぽい視線を向ける。

「わかりません。ただ、やけに凝こったコスプレの方たちだとしか……」

「コスプレ？」

　声を出したのは高橋だ。だが朝比を除く三人ともが不思議そうにしている。

「だって、神職でもないのに白い袴はかま装束ですし、そもそもあれって犬ですか？　黒い動物の耳と尻尾しつぽを付けていて。あの小さい子二人だって、天狗の格好をして……」

　朝比の言葉の途中から、三人の表情が次し第だいに驚きの色を帯びていく。最後に、いっせいに顔を見合わせた。

「どういうことです？」

「小さい子二人っていうのは、いつも社長に付いているあのお二人のことですよね」

　高橋と小出が言い、田中が「そうか」と合が点てんがいったように、ぽんと手を打った。

「伊田君には、本当のお姿が見えてるんだね」

「本当の、とは」

「僕たちには、といってもそれぞれ見えているものを擦すり合わせたことはないんだけど……少なくとも僕は、あの方に耳や尻尾が付いているのを見たことがない。それに袴装束でもなく、いつも高そうなスーツをびしっと決めてらっしゃるよ」

　そんな、と朝比は口の中で呟つぶやいた。

「私にもそういう風に見えてるね。それから社長に付いてるお二人についても、君と同じくらいの年とし恰かつ好こうでやっぱりスーツを着用してる」

「……私の目がおかしくなったんでしょうか」

　己おのれの正気を疑って青ざめる朝比に、田中は「いやいや」と笑って手を振ふった。

「だって、そういう風に見えてるんでしょ。ならそうなんだよ」

　当たり前みたいに言う田中に、先ほどの男の言葉を思い出す。あの時、事態が吞のみ込めず呆ぼう然ぜんとしていた朝比に、彼が声をかけてきたのだ。

──何を驚いてる。今までだって、見えてたんだろう？

　他ほかの人には見えないものを。見えるはずのないものを。同時に、幼い頃ころの両親の言葉が記憶に蘇よみがえった。

──誰だれもいないのに人がいるだなんて、おかしなこと言わないで。あなただってうちの子なんだから、そんなことして人の気を引かなくていいのよ。

──そういうのは、テレビで覚えるのか？　うちはそこらの神社とは格が違ちがう。占うらない師しや霊れい能のう者しやみたいなインチキはしないんだ。お前も跡あと継つぎとして自覚を持ちなさい。それでも見えると言うなら、一度医者に診みてもらわないといかんな。

　自分以外に見えないなら、それはいないものなのだ。だから、神様なんてこの世にいない。

「まあ僕も含ふくめて最初はみんな、戸惑うんだよね。でも実際に、お姿を見ちゃうとさ、無視できないでしょ。まあ僕らも今どき、声を大にして『神様は絶対にいます』なんてことは言わないけど」

　田中が言う。あのコスプレ男は、見え方こそ微び妙みように違えど、田中たちの目にもちゃんと見える。気のせいではなく、彼らはいるのだ。

（じゃあ、あの人たちは本当に……）

「神、様？」

　朝比の呟きに、田中はにっこり微笑んで大きくうなずいた。

「普ふ段だんは社長って呼ぶように言われてるけどね。神社の長だから、社長。本当のお名前は大おお真ま名な神み様。この大真名神神社の主祭神だよ」
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『大真名神神社』は、社務所や拝殿が集まるいわゆる中央エリアを起点として、山頂方面に五つの山道がある。ちょうど、人の手に例えるとわかりやすい。手の平が「中央エリア」で、五本の指が山道だ。

　その中指に当たる、中央エリアから真っ直すぐ山頂へ向かう道は、小さな木の柵さくで遮さえぎられており、『関係者以外の立ち入りを禁じます』という小さな看板がある。

　神社の関係者のみ入れるその道を二十分ほどかけて登ると、今度は道を塞ふさぐようにして鳥居が立てられている。これは麓ふもとにある『一ノ鳥居』、ケーブルカーで登った先の『二ノ鳥居』に続き、『三ノ鳥居』と呼ばれている。鳥居にはしめ縄なわが下がり、足元には簡素な木の柵が設けられ、やっぱり『関係者以外の……』という看板が立っていた。

　ただ先ほどと違うのは、鳥居の手前に小さな犬……恐おそらく狛こま犬いぬが鎮ちん座ざしていることだろう。恐らく、と確信が持てないのは、狛犬なのに一頭しかいないのと、朝比のくるぶしくらいまでしかない、非常に小さなものだからだ。

「ここから先は、大真名神様の許可がないと入れないんだ。まあ、許可なく足を踏ふみ入れたとしても、ぐるぐる迷うだけなんだけどね」

　三ノ鳥居の前に立って、田中が楽しそうに言う。手には小さな犬の形をした土ど鈴れいを持っている。

（いや、狼おおかみなのかな）

　神社の縁えん起ぎによれば、大真名神とは狼の姿をした神様なのだそうだ。ならばあのコスプレ男……ではなく、大真名神の耳と尻尾は狼のそれということになる。

（神様の世話係、か）

　一日経たった今でも信じられない。

　昨日は緊急会議の後、奉ほう職しよくに必要な書類を書き、高橋から給きゆう与よや福利厚こう生せいの説明を受けたりして一日が終わった。予定通り宿しゆく泊はく施し設せつに泊まったが、これから先のことを考えるとよく眠ねむれなかった。

　神様はいる。すぐそばに、普ふ通つうにいる。それすらも吞のみ込みがたいのに、世話係になれとはどういうことだろう。

　釈しやく然ぜんとしないまま社務所に向かうと、すでに田中の姿があって、「じゃあ行きましょう」と、朝比を促うながした。職員のみんなに「頑がん張ばってください」と送り出され、今ここにいる。

「伊田君」

　いい神社に奉職できたと喜んでいたのに、この先自分はどうなるのか。目の前の鳥居を不安な思いで見上げていると、隣となりから田中に改まった声で呼びかけられた。

「は、はい」

　振り返ると、田中は相変わらず人の好よさそうな笑えみを浮うかべている。

「いきなりでびっくりしてるだろうし、不安だと思うけどね。これも神様へのご奉仕だと思って、取りあえずやってみてくれないかな。それで本当に辛つらくて続けられないなら、僕に言ってください。その時は最初の予定通り、下で通常のご奉仕をしてもらうから」

　朝比は思わず、この猫ねこ型ロボットに似た丸い宮ぐう司じの顔を見つめてしまった。もしも辛かったら、戻もどってきてもいい。帰れる場所があるのだ。そう思ったら、不安が和やわらいだ。

「は、はい」

　何度もうなずくと、田中も「うん」とうなずいた。それから、手にしていた狼の土鈴を左右に振る。それはちりんちりん、と可愛かわいい音を立てた。

『──はい、お待たせしました。奥の院社長室です』

　しばらくして、少しくぐもった、事務的な声がどこからともなく聞こえてきた。朝比はびくっとする。周りには田中と自分しかいない。どこから声がするのかとキョロキョロしている横で、田中が鳥居の手前の狛犬に近寄り、話しかけた。

「おはようございます、田中です。伊田君を連れて参りました」

『あっ、宮司さん。おはようございます。ただいま参りますので、少々お待ちください』

　パタパタという足音の後、音声がぷつっと消えた。またしばらくして、今度は鳥居の向こうから足音が聞こえてくる。鳥居の奥はなだらかな坂道になっており、山特有の朝あさ靄もやがかかっていて遠くまでは見み渡わたせない。だから二つの人ひと影かげが靄の向こうに見えたのは、突とつ然ぜんのことだった。

　靄が揺ゆらぎ、二人の青年が姿を現す。朝比よりも少し若い。どちらもダークスーツにきっちりとネクタイを締しめ、一方は快活そうな短たん髪ぱつで、もう一方はさらりとした直毛を耳の下まで伸のばしていた。

「伊田朝比です。今日からよろしくお願いします」

　深々と頭を下げると、二人も「よろしくお願いします」と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎを返した。

「では田中宮司、伊田さんをお預かりします」

　青年たちと田中が挨あい拶さつをして、田中が鳥居の前の木の柵を横にやり、朝比は奥へと促される。不意に、市場に売られていく牛のような気持ちになって、悲しくなった。

「伊田さんはまるきりの新人なので、どうか気にかけてやってください」

　鳥居を踏み越こえた途と端たん、背中から田中のそんな声が聞こえる。だが振り返ると、彼の姿はもう、朝靄でうっすらとぼやけていた。

「伊田君、しっかりね。また数日したら様子を見に来るからね」

「はい……っ」

　まだ顔を合わせて数回ばかりの、田中の声が頼たのもしかった。涙なみだぐみそうになって、すん、と鼻をすする。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ここの鳥居をくぐったらすぐ戻れるよ」

　呆あきれたような声がして、慌あわてて前を向き直る。目の前の光景にあれっ、と目を瞠みはった。

　スーツ姿の青年たちがいない。かわりに、昨日会った天てん狗ぐのコスプレの子供たちが二人、ぽてぽてと前を歩いていた。時々、チラチラとこちらを振ふり返って様子を窺うかがっている。

　朝比は昨日の、田中たちの言葉を思い出していた。田中たちの前では、大真名神もお付きの二人も、スーツをびしっと決めた人型なのだという。彼らは人に姿を見せる時、実際の姿とは異なった形を取るのだろうか。

「社長は優やさしいもん。俺たちだって後こう輩はいをいじめたりしないもんね」

「新人教育には熱心だよ！　他ほかのひとたちはちょっと……ちょっと変だけど。でも、みんないいひとたちなんだよ」

「本当だよ」

　慰なぐさめてくれているらしい。小さい子供の姿で必死に言い募つのる二人に、朝比は勝手に後ろ向きになっていた自分を恥はじた。

「うん。ありがとう」

　神様へのご奉仕だと田中も言っていた。ちょっと変わった部署に配属されたと思えばいいのかもしれない。

　気が楽になると、周りを見る余よ裕ゆうもできた。山頂へ続く緩ゆるやかな上り坂を歩いていたはずなのに、いつの間にか道は平らになっている。山道だったのが、よく踏み固められた幅はばの広い土の道に変わっていた。

　靄が晴れ、すぐ右側に背の低い真っ白な土ど塀べいがどこまでも続いていることに驚おどろく。左側には鬱うつ蒼そうとした木々が繁しげっており、その奥は見えない。

　とても山の中とは思えない、不思議な場所だった。山の斜しや面めんを切り開いたにしても、こんなに長く真っ直ぐな、傾かたむきのない道を作れるとは思えない。不意に、子供の頃ころに本で読んだ「隠かくれ里ざと」を思い出した。

「ここだよ」

　短髪の子が示した先に、朱しゆ塗ぬりの立派な門がそびえていた。大きくて目立つ門なのに、数歩前までは見えなかった。

　三人が前に立つと、ひとりでに門が開く。奥に広がる景色の美しさに、朝比は思わずハッと息を吞みこんだ。

　門から石いし畳だたみの通路が伸び、前庭を手入れの行き届いた木々や草花が彩いろどり、そのずっと向こうに立派な日本風のお屋や敷しきが建っていた。

「そういえば、自己紹しよう介かい忘れてた。ぼくは桔き梗きよう。こっちが蘇す芳おう」

　遠目にもわかる屋敷の大きさに圧あつ倒とうされていると、足元で声がした。

「俺たちは朝比君の先せん輩ぱいだから、わからないことがあったら何でも聞いてね」

　おかっぱ頭の桔梗の言葉を継ついで、髪かみの短い蘇芳が胸を反らせて言う。幼よう稚ち園えん児じにしか見えない彼らに「先輩」と言われても困こん惑わくするが、外見からでは本当の年ねん齢れいは判断できないのだろう。

「はい。先輩方、よろしくお願いします」

　そうは見えなくても先輩だ。朝比は格好で判断をするのをやめ、丁寧に言って頭を下げた。

「先輩、だって」

「くふふ」

　だが再び頭を上げると、二人は嬉うれしそうにヒソヒソ話していて、拍ひよう子し抜ぬけした。

「朝比君、こっちこっち」

「社長が待ってるよ」

　そうかと思うともう、屋敷の方へと駆かけ出している。何だかわからなくなって、深く考えるのをやめた。

　転がるように駆けていく二人を追いかけて歩くうちに、やがて屋敷の前まで辿たどりついた。御ご殿てんと呼ぶのが相応ふさわしいような、立派な和風建築だ。

「ここはオフィス。本ほん棟とうとも言うけど。住む場所はもっと奥ね」

「お、オフィス……」

　横文字がおよそ似つかわしくないが、とにかくここで、神様が仕事をするらしい。靴くつを脱ぬいで玄げん関かんを上がると、その先は幅の広い板張りの外廊ろう下かが伸びていた。内側はずらりと襖ふすまが並び、その奥に何があるのかはわからない。外廊下は雨戸や障子などの遮さえぎるものがなく、広い庭が一望できた。草木や色取り取りの花が咲さいていて、目に楽しい。ただよく見ると、桃ももの花が咲く一方で椿つばきも咲いていたり、藤ふじの蔓つる棚だなの隣となりにメロンがぶら下がっていたり、わりとごちゃごちゃしている。

「お庭、変でしょ。八や兎と様が好きな物を勝手に植えちゃうの。こないだもバナナの木が増えてたし」

「そのたびに玉たま季き様が怒おこっちゃって」

　八兎様、玉季様というのは誰だれのことだろう。朝比が尋たずねようとした時、廊下の曲がり角から人影が現れた。

「おう、チビッ子たち、社長のお遣つかいか？」

　桔梗と蘇芳に軽い口調で声をかけたのは、朝比と同じくらいの年とし恰かつ好こうのヤンキーっぽい男だった。朝比はその姿を見て目を見開く。

　顔は男前なのだが、髪はひよこのような黄色で、眉まゆに剃そりこみが入っている。黒地の着流しという和装姿だが、なぜか肩かたまで腕うでまくりしていた。まるきり、お祭りを見に来たヤンキーといった風ふ情ぜいである。

　それだけなら、朝比も驚かない。だが彼のひよこ頭のてっぺんには、長い兎の耳が二本、生えていた。

「あっ、八兎様」

「チビッ子じゃないですっ」

　桔梗と蘇芳が口々に言う。八兎というのは、先ほど話題に上っていた、バナナやメロンを勝手に植えた人物だ。

　そのうさ耳ヤンキーは、桔梗と蘇芳の後ろに控ひかえる朝比を見て、「おっ」と声を上げた。

「そっちの子が例のお世話係か。こんにちはー」

　八兎が気き易やすく手を振ったので、朝比もぺこりとお辞儀をした。

「初めまして。伊田朝比です。今日からよろしくお願いします」

「何この子、すげえ可愛かわいいじゃん。社長の世話じゃなくて、俺の下半身の世話をしてほしいな。あ、今から俺んち来る？」

　軽い調子でまくし立てる。朝比はどう答えてよいのかわからずへどもどしていると、桔梗と蘇芳が彼の足をポカポカと叩たたいた。

「八兎様、最低！」

「セクハラ禁止！」

「わかった、わかった。お前ら痛いてえよ」

　気さくなうさ耳ヤンキーは、じゃれつくチビッ子たちを軽くいなし、朝比にニカッと笑いかける。

「俺は八兎。この大真名神神社の摂せつ社しやを守ってる神だ。恋れん愛あい関係が得意なんで、何かあったら相談に乗るぜ」

　かなり軽けい薄はくだが、彼も大真名神神社の神だという。

　朝比は頭の中で神社の境けい内だい図を思い出した。確かここには大真名神を祀まつる他に、三つの摂社があった。手の平に見立てた境内の、人差し指と薬指、小指の先に社があるという。

　その小指の先の神社が、確か縁えん結むすびの神だと聞いている。

「あ、ありがとうございます」

「まあ神って言っても、そんな堅かた苦くるしい感じじゃないから、気軽に声かけてくれよ。俺以外にも摂社の神が二人、『奥の院』に住んでる。玉季っていう気取り屋の狐きつねと、巳み津つ波はってオカマの蛇へびな」

　何だかものすごく失礼な物言いだが、狐は薬指の先の稲荷いなり神社の神で、蛇は人差し指の方にある水神だろう。

「んじゃ、お前たち。社長が待ってんだろ。さっさと行きな」

　引きとめたのは自分なのに、と桔梗と蘇芳がブーブー文句を言ったが、八兎はじゃれつくチビッ子たちを手て馴なれた様子であしらっていた。

「じゃあ、朝比。またなー」

　ひらひらと手を振って庭へ下り、またどこかへ行ってしまった。

「朝比君、こっちこっち」

　慌あわただしく通り過ぎていく神様を呆ぼう然ぜんと見送っていると、桔梗と蘇芳がすでに先を歩き出していた。

「摂社の神様は、軽……気さくな方なのですね」

　うさ耳が付いていたり、普ふ通つうの人間ではないことはわかるが、意外にも俗ぞくっぽくて驚いた。朝比がためらいがちに言うと、前を歩いていた二人はハッとした顔で振ふり返る。

「そうなの。八兎様、見た目は柄がらが悪いけど、いいひとなの」

「玉季様や巳津波様もいいひとだよ。ちょっと変わってるけど」

「でも、みんな優やさしいの」

　朝比の心証を気にしているのかもしれない。必死の様子で神様たちを「いいひと」という彼らがおかしくて、朝比はくすっと笑った。

「はい。安心しました」

　朝比の言葉に、ホッとした様子のチビッ子たちはさらに奥に進んで行き、黒い狼おおかみが描かかれた襖絵の前で止まった。

「ここが社長室。襖の狼が目印」

「は、はい」

「社長、新入社員の朝比君を連れて参りました」

　中から昨日の男の声で、静かな応こたえがあった。桔梗と蘇芳が両りよう脇わきから恭うやうやしく襖を開ける。主祭神に謁えつ見けんするのだと思うと、今さらながら緊きん張ちようしてきた。

　開いた襖の奥は、三十畳じようほどある畳たたみ敷じきの広間になっていた。両脇には書しよ架かが並び、奥は絨じゆう毯たんを敷しいた上に飴あめ色いろの大きな洋机が置かれ、大真名神はそこで書類を読んでいた。

　和室に西洋風の調度が置かれ、室内は重じゆう厚こうで洒しや脱だつな設しつらえになっているのだが──。

（汚きたない……）

　部屋を見て、朝比は内心で呟かずにはいられなかった。これが本当に神様の、それも主祭神の執しつ務む室なのだろうか。違ちがうと思いたい。

　まず、物が多すぎる。書架から溢あふれた書物やら書類を綴つづった束が床ゆかを埋うめている。書架にある書物も乱雑で整せい頓とんされていない。

　床にはいくつもの座ざ布ぶ団とんと、小さな子供用の羽織や洋服などが無造作に床に放置されている。書き損じを丸めたらしい紙かみ屑くずがあちこちに散乱し、中にはお菓か子しの包み紙なども落ちていた。しかもそれらを部屋の端はしに寄せて誤ご魔ま化かそうとした跡あとがあり、四よ隅すみにゴミが溜たまっているのを見てゾッとした。

（汚お部屋だ）

　朝比はかなりの綺き麗れい好きだ。特に仕事場は整理整頓していないと気持ちが悪い。こんなゴミ溜めでこれから働くのかと思うと、一気に気分が急降下した。

　しかし大真名神をはじめ、桔梗も蘇芳も大して気にしていないようだ。チビたちは足袋たびを履はいた小さな足で、ざっざっとゴミを左右に搔かき分け部屋に入っていく。その足袋の裏が薄うすく汚よごれていくのを見てしまった朝比は、ほとんど爪つま先さき立ちになりながら、彼らが作った道を歩いた。

「桔梗も蘇芳も、ご苦労だったな。ここまですぐに来られたのか」

「案内しなくても、するっと来られました」

「するっと。いとも簡単に」

「そうか。やはり巫かんなぎの気が強いのだろうな。朝比、こちらへ」

　手招きされ、朝比が前に立つと大真名神も立ち上がって手を差し出した。

　改めて見ても、雰ふん囲い気きのある美形である。神社の縁えん起ぎによれば大真名神は狼だが、頭から出ている耳も、後ろでふさふさ揺ゆれる尻尾しつぽまで、混じりけのない黒色だった。男らしい美び貌ぼうと均整のとれた体たい軀くは二枚目の役者のようだが、常なる人とは違う、気け圧おされるような迫はく力りよくがある。

　朝比が気き後おくれしながらもおずおずとその手を握にぎると、大真名神は端たん麗れいな目元を優しく和なごませる。

「宮ぐう司じから聞いてもう知っているだろうが、私が大真名神だ。呼びにくいので、社長と呼んでくれ。今日からよろしく頼たのむ」

「は、はい」

　同じ男性の姿ながら、麗うるわしい顔で正面から見み据すえられ、朝比はぼうっと見み惚とれるところだった……この部屋が汚部屋でなければ。

　よろしく、と言った大真名神が、足元にあったお菓子の包み紙を足で横に寄せたのを見て、軽く引いた。それでも、昨日会ったばかりの神様に「汚い」などと言うわけにもいかず、顔を引き攣つらせながらよろしくお願いしますと挨あい拶さつをする。

「田中宮司から、神様のお世話係と伺うかがいました。しかし神職としても新米なもので、お世話係というものがどういうものか、わからないのです」

　田中に聞いてみたが、神様の補ほ佐さみたいなものかなあ、と曖あい昧まいだった。

『人間のお世話係はここ何代も不在なんだ。僕も前の宮司からの申し送りでしか知らなくて。僕と小出君とが月に一度、大真名神様とお会いすることになっているんだけど。そうやって人と神様が会う時の補助役、としか聞いていないんだ』

　普通の人には代行できない役目だとかで、田中もよく知らないのだという。詳くわしいことは神様に聞いてほしいと言われた。

「なるほど。神職の間でも情報が途と絶だえているのは仕方がない。何しろ前任の世話係がいたのは二百年ほど前だからな。だが案ずることはない。この桔梗と蘇芳もそれ以前からいて事情はよくわかっているし、私も慣れるまではできるだけフォローする。世話係というのはそうだな、私の秘書だと思ってくれればいい」

　以前の会社では人事部だったので、秘書が務まるのかわからないが、神様のお世話係という謎なぞの職種よりはまだ、身近に感じられる。

「まずは新人研修ですよ、社長」

「そうだな」

「じゃあ、お茶とお菓子を用意しなきゃ」

「うん、頼む」

　桔梗と蘇芳は口々に言い、大真名神が鷹おう揚ようにうなずく。まさかここで……と、朝比は嫌いやな予感がした。

　その予感は的中し、桔梗は急いで部屋のあちこちから座布団を四枚発はつ掘くつすると、部屋の中央に引きずってきた。朝比にもどうぞと座布団を勧すすめられ、恐おそる恐る膝ひざを折る。蘇芳も同じくいそいそと「前に宮司さんからもらったお茶菓子がこの辺に……」と、書架の隅を漁あさっていた。

「かねもとのお饅まん頭じゆうなら、昨日ぜんぶ食べたよ」

「そうじゃなくて、去年の年の瀬せにもらったやつ。確か、大福が二つとすあまが一つ、お客さんが来た時用に残しておいたんだけど」

　ちなみに今は晩春である。

「それだと全部で三つだ。私の分はないのか」

「えっと、お正月に土産みやげ物もの屋のおばちゃんがくれた、お供えのボンタンアメが……」

　もう耐たえきれなかった。無理だ。絶対に無理。ゾゾッと怖おぞ気けをふるって、朝比は叫さけび出すかわりに、気づけばすくっと立ち上がっていた。

「すみません。新人研修の前に、社長のお世話をさせてください。いえ、させていただきます」

　三人が怪け訝げんそうにこちらを見る。嫌だと言われてもやるつもりだ。

「失礼ながら、この部屋は汚すぎます。まず、掃そう除じをさせてください」

　途と端たんにチビたちから「えーっ」と不満の声が上がる。

「掃除なら昨日したのに」

　ブチブチと言う蘇芳を、ジロッと睨にらむ。

「どこが？　どこをどのように掃除したんですか？」

「え、どこって、その辺を丸く……」

　しどろもどろに、少しだけ床の見える辺りを示す。朝比は「それは掃除のうちに入りません」とぴしゃりと言い放った。

「後こう輩はいこわい」

「こわいよお」

「怖こわくありません。こんなところで仕事をするなんて不衛生です。五カ月前のすあまってなんですか！　ここは誰だれが何と言おうと絶対に、整理整頓させていただきます！」

　仁に王おう立ちで宣言する朝比の前で、三人は神しん妙みように「はい」とうなずくより他ほかなかった。










「その、この奥の院は、下界とは異なる空間なのだ。特にこの部屋は私が許した者以外は入れないようになっている。よって細さい菌きんも入れない。だからつまり、物が腐くさることはなくてだな」

　言い訳のように……いや実際、言い訳なのだが……気まずそうな顔で『奥の院』の説明をするのは大真名神である。手にした湯ゆ吞のみのお茶を一口飲んで「む、美味うまい」と唸うなった。

「このお茶はいつもより美味いな。やはり、淹いれる者が違うとこうも味が変わるのか」

「いえ、それは玉季様のお付きの方から分けていただいたんです。この部屋のお茶の葉が切れていたので」

　掃除の途と中ちゆうで茶ちや筒づつを発掘したが、茶色っぽいお茶の葉の残りかすが底に溜まっているだけだった。飲み物をもらいに、桔梗に厨くりやへ案内してもらうと、そこに居合わせた玉季の神しん使しが「では、うちの部屋のお茶をお分けしましょう」と言ってくれたのだ。

　名前は山やま吹ぶきといい、外見は十五、六歳ほどの礼れい儀ぎ正しい少年だった。狐きつねの耳と尻尾を持っていたが、もういい加減に慣れたので驚おどろかない。

『社長は素す晴ばらしい方なのですが、いわゆる「片づけられない男」なのです。桔梗さんも蘇芳さんも掃除は苦手というか、無む頓とん着ちやくなようで……』

　桔梗がお菓か子しを探しに別の部屋に行った隙すきに、山吹が耳打ちし、朝比に同情するような眼まな差ざしを向けた。どうやら社長室の汚部屋ぶりは奥の院でも有名らしい。

　しかも大真名神自身が「自分の部屋は自分で掃除すること」などと号令を出したせいで、誰も社長室を掃除できずにいたのだった。

　たまに用事があって社長室に行く時などは、みんなスリッパを持参するのだそうだ。着任早々に掃除をしているというと『良い方が来て下さいました』と、感激したように言われ、固く握あく手しゆされた。

「いくら物が腐らなくても、放置していいという道理はないと思います。食べ物を粗そ末まつにすることにもなりますし」

　桔梗と蘇芳が探していたお菓子は、掃除の後にようやく発見された。といっても、大福とボンタンアメはとっくに二人が食べてしまっていたようで、カピカピに固くなったすあまだけが、ぽつねんとお菓子の空き缶かんに残っていた。

　そのことを指し摘てきすると、大真名神は「う、まあそうだな」と弱々しく相あい槌づちを打った。

「う……ん」

　朝比の声に反応したのか、座ざ布ぶ団とんの上で重なり合うようにして眠ねむっていた桔梗と蘇芳が眉まゆをひそめて寝ね返がえりを打つ。

「分別ゴミ……」

「……重いよう」

　うなされているのか、嫌そうに寝言を言っている。そんな二人を見ていると、朝比はやり過ぎてしまったと申し訳ない気持ちになる。

　社長室は当初と比べれば、かなりすっきりした。ゴミは処分され、床ゆかに散乱していたものも取りあえずは種類ごとに分けてまとめてある。しかしまだまだ、一日では終わりそうにない。部屋が広い分、物も多いのだ。あちこち埃ほこりっぽいから、片づけが一通り終わったら、拭ふき掃除もしなくてはならない。

　桔梗と蘇芳、それに大真名神にも手伝ってもらったのだが、気づくと昼ご飯も食べずに掃除に没ぼつ頭とうしていて、蘇芳が「もうやだ。お腹なか空いたよう」と半ベソをかき始めた。そこでようやく朝比も、朝から働き詰づめだったことを思い出したのである。

　桔梗と厨に行き、『賄まかない方』という食べ物係から昼ご飯のおにぎりと、おやつをもらった。チビたちは本当に疲つかれていたらしく、言葉少なにしょんぼりご飯を食べたが、おやつに手を出す前に力ちから尽つき、座布団の上で眠ってしまった。

　大真名神はそんな二人を見て優やさしく笑い、部屋の隅にあった小さい羽織をかけてやった。朝比に「我々も一服しよう」と言い、こうしてお茶を飲んでいる次し第だいである。

「あの、申し訳ありませんでした」

　朝比も、山吹からもらったお茶を一口飲む。爽さわやかな後口の美味おいしいお茶だった。ホッと落ち着いて、それから自分のしたことが恥はずかしくなる。向かいの座布団に座る大真名神に頭を下げると、「なぜ謝る？」と怪訝な顔をされた。

「新人の身というか、人の身なのに、出過ぎた真似まねをしました。桔梗さんや蘇芳さんを疲れさせてしまって」

　朝比が言葉と共に視線を向けると、大真名神も二人を見る。

　チビたちは、ムニャムニャと言葉にならない寝言を呟つぶやいていた。寝顔だけ見ているとそこらにいる小さな子供のようで、そんな幼児たちを半ベソをかくまでこき使ったのかと思うと、罪悪感がこみ上げる。

「新人だとか人だとかは関係ないし、出過ぎた真似などということもない。まあ確かに、いきなりキレられた時はびっくりしたが」

　迫はく力りよくがあったな、と言われて、顔が熱くなった。

「すみません」

「謝ることはない。綺き麗れいにしてくれて、とても助かった。良い世話係が入ったよ」

　後ろでふさっと黒い尻尾しつぽが揺ゆれる。温かい声にじんわりした。

「その世話係というのは、本当に俺でも務まるのでしょうか。秘書のようなものだと言われましたが、俺に神様の秘書などできるのか、正直不安なのです」

　大真名神の優しい気配に、朝比は世話係に任命されてからずっと、気がかりに思っていたことを口にした。

　神職といっても資格を取っただけで、実務経験はほとんどない。自分が適任とは思えなかった。

「世話係は強い巫かんなぎの気を持った者でなくては務まらない。そもそも、この『奥の院』にも、通常ならば我々が腕うでを引いて手厚く案内しなければ立ち入れない。お前はただ、桔梗と蘇芳の後を付いてきただけで辿たどりつけただろう」

　鳥居をくぐってから屋や敷しきの門前まで、それほど時間もかからず辿りついた。意外と近くにあるのだなと思ったのだが、そうではなかったらしい。

「神と人とは異なる世界にいる。違ちがう世界の者同士が触ふれ合うには、それ相応の力が必要なのだ。私は月に一度、会議のために宮ぐう司じたちの前に姿を現しているが、普ふ通つうの神社ではこうしたことはやらない。神々の方も、人に姿を見せるのは疲れる作業だからな」

　確かに、神様と神主が定例会議をしている神社なんて、聞いたことがない。

「だが巫み子こというものはどういうわけか、こうした異界を行き来し、異界の者同士の意思疎そ通つうを円えん滑かつにする力がある。人に姿を見せるのにも、媒ばい介かいとしてお前がそばにいれば、私はそれほど力を使わずにすむ」

「私にその素養があるというのですか」

　確かに神の姿を見たし、『奥の院』にも来たけれど、にわかには信じられなかった。つい最近まで、普通のサラリーマンだったのに。

　大真名神の尻尾がふさりと揺れる。見上げると、どこか寂さみしげともいえる視線とかち合った。

「お前には強い巫の気がある。昨日お前と一いつ緒しよにいるところへ宮司たちが来たが、私は労せずして彼らに姿を見せ、会話をすることができた。恐おそらくお前は幼い頃ころから、人には見えないものが見えていたはずだ。だが目に映るものを信じてはこなかった。昨今ではそうした人間が多いようだ。時代というものなのかもしれないが。神職の家の者までもが我々を信じないのは、少し寂しい気がするな」

　朝比はハッとした。神などいないと、昨日まで思っていた。だって、自分以外の人には不思議な物は見えていないのだから。けれども大真名神は本当にいて、そして人々の中に信じる心が少なくなったことを、寂しく思っている。

「すみません」

　養子とはいえ神社の家の子で、神職として奉ほう職しよくするためにこの神社にやってきたのに。

「お前は謝ってばかりだな」

　大真名神はくすっとおかしそうに笑った。

「昔よりも神々と人との関かかわりが希き薄はくになった。お前が信じないのも無理はない。だがこうして我が神社にお前が来たのも何かの縁えんだろう。世話係とは、巫の素質をもって神のそばにいるばかりが仕事ではない。私が円滑に土地を守れるよう補ほ佐さをするのが、お前の役目だ。誠実なお前なら適任であると思う。人の世界とは勝手が違い戸と惑まどうこともあるだろうが、どうかできるだけ長く勤めてほしい」

　神様がみずから、朝比にここで働いてほしいと言っている。誰だれかからこんな風に求められたことがなかった朝比は感激した。

「ありがとうございます。至らない点があるかと思いますが、よろしくお願いします」

　この巡めぐり合わせを大切にして、自分にできることを頑がん張ばろう。張り切って頭を下げる。と、その声に座布団の上のチビたちがまた、びくっと身体からだを震ふるわせた。うーん、と唸うなりながら二人でコロコロと寝返りを打つ。

　大真名神と朝比は思わず顔を見合わせ、それから小さく吹ふき出した。
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　薄うつすらと障子の外が明るくなる頃、枕まくら元もとにある土ど鈴れいがリンリン、と小さく鳴る。狼おおかみを象かたどった、丸っこくて可愛かわいい土鈴で、大真名神からもらった目覚ましだった。

　朝比が布ふ団とんから起き上がり、土鈴の狼に「おはようございます」と告げるとぴたりと止やむ。

　起きないと、五分おきにリンリンと鳴り続ける。やったことがないのでわからないが、二度寝防止機能もあるらしい。以前は携けい帯たい電でん話わを目覚まし代わりに使っていたが、ここには電源がなく充じゆう電でんできない。目覚ましを買わなければ、と言ったら大真名神がこれをくれた。

　大真名神の世話係になり、半月ほどが経たった。

　朝比はこの奥の院で暮らしている。住み込みというか、社員寮りようが職場に併へい設せつしているというべきだろうか。

　朝比は最初に神社が用意した麓ふもとのアパートから通うつもりだった。しかし、通勤に時間がかかるという理由で、奥の院の一室を住居として与あたえられたのである。部屋はアパートの倍ほど広く、別の間に現代風のキッチンもあって、小さいが風ふ呂ろとトイレ、洗面所も付いている。和室だがここの障子や襖ふすまは不思議と音が漏もれず、プライベートもきちんと確保されていた。

「上司と一つ屋根の下、というのは今どきの者には気詰まりかもしれないが。神社の職員はみな、マイカー通勤なのだろう。中央から奥の院までは歩いてだいぶかかる。それにここに住めば、従業員も雇こ用よう主も住居費はゼロだからな」

　双そう方ほうコストがかからない、と言われてなるほどと思った。大真名神は妙みようなところで現実的である。そう言うと、「社長として常にコストを意識するのは当然だ」と言われた。

　仕事はわりと忙いそがしい。最初の三日はまるまる社長室の掃そう除じをした。初日にこき使われた桔梗と蘇芳は最初のうちはおよび腰ごしだったが、部屋が整せい頓とんされて畳たたみが綺麗になり、座布団も干されてふかふかになると、「綺麗で気持ちいいね」と喜んで上じよう機き嫌げんになった。それから二人は、掃除をよく手伝ってくれる。

「今朝も勤勉だね、朝比」

　出勤前に部屋の前の庭を掃除していると、廊ろう下かを歩いていた銀色の髪かみに碧へき眼がんの美形が声をかけてきた。

「玉季様、おはようございます。山吹さんも」

　摂せつ社しやの稲荷いなり神、玉季である。

　彼は豪ごう奢しやな刺し繡しゆうがほどこされた真っ黒な袴はかま装束だった。佇たたずまいは上品でゆったりしている。後ろには同じく袴姿の山吹が付き従っていて、全体的に貴人らしい雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

　二人の頭からは狐きつねの耳が生え、袴の後ろにはたっぷりした尻尾が揺れている。玉季の耳と尻尾は髪と同じ銀色だった。

　摂社の神様たちには、奥の院に着任してすぐ、挨あい拶さつに回った。最初の日に八兎が、玉季と巳津波を「気取り屋の狐と、オカマの蛇へび」と称しようしたが、玉季はこのように、品のある神様だ。

　ちなみに、巳津波は長ちよう髪はつのきらきらしい美形で、なぜかオネエ言葉を喋しやべっていた。みんな癖くせはあるが、優やさしい神様たちだ。

「おはようございます、玉季様、山吹さん。そちらは朝の収しゆう穫かくですか」

　山吹が籠かごを大事そうに抱かかえているのを見て、朝比が尋たずねた。

　玉季は奥の院の庭に家庭菜園を作り、野菜や果物を育てている。自ら育てなくても食材は潤じゆん沢たくにあるそうだが、作物を育てるのが趣しゆ味みなのだそうだ。それで朝になるとこうして、山吹と二人で収穫を楽しんでいる。

「うん。今朝は苺いちごが沢山採れたんだ。厨くりやに君たちの分を分けておくから、あとで取りに来たまえ。社長も苺が好きだから」

「ありがとうございます。先日の洋ナシも美味おいしかったです」

「……あれは、八兎が勝手に植えたんだよ。おかげで隣となりのスイカが上手うまく育たなくてね。作物の栽さい培ばいには計画性が大切だと、いつも言っているんだが」

　柔にゆう和わな美び貌ぼうに影かげが差したので、「すみません」と慌あわてた。朝比がここに来た時も、桔梗たちから言われていたが、八兎は玉季の趣味のスペースに、好き勝手に野菜や果物を植えてしまうらしい。

　土地は沢山あるのだから、自分の菜園スペースを作ればいいのに、世話をするのが面めん倒どうだからと言って、玉季の家庭菜園に植えていく。しかも玉季がそれを見つけるたびに怒おこるのを、楽しんでいる節すらあるようだ。

「朝比が謝ることはない。それもこれもあいつが……」

「そういえば朝比さん。今日は宮ぐう司じさんたちと、定例会議の日でしたよね。玉季様、お伝えしていただくことがあるのでは」

　玉季を取り巻く空気が物ぶつ騒そうになっていくのに、山吹が慌てて話を変えた。

「ああ、そうだった。先日、稲荷社に稲荷寿ず司しを供えてもらったのだよ。あれは美味しかった。私は稲荷寿司にはちょっとうるさくてね。とはいえ、普ふ段だんはいただいたお供えの味にとやかく言うことはないのだが。今回はあまりに美味しかったので、一言お礼を言いたかった。宮司にありがとうと伝えておいてくれ」

「はい。そう言っていただいたら、田中宮司たちも喜ぶと思います」

　今日は朝比が着任して初めて、田中たちと会議を行う日だ。神様と人とのコミュニケーションを円えん滑かつにするのが世話係の役割だそうで、ならば玉季の言葉を伝えるのも仕事のうちだろう。少しは役に立てるかもしれないと、朝比ははりきった。

　玉季たちと別れた後、掃除を済ませ、自分の部屋で朝食を摂とる。頼たのんだ時間にきっちりと、賄まかない方が食事を部屋に届けてくれるのだ。

　奥の院は食材が豊富で自じ炊すいもできるのだが、厨の賄い方にあらかじめ頼んでおけば三食出してもらえるので、朝比はもっぱらこの「社食」を利用していた。全体的に薄うす味あじだが、素材の味がしっかりしていてとても美味しい。

　食事を終えて社長室へ出勤する。住居部分は「オフィス」とは別べつ棟むねになっているが、渡わたり廊下で繫つながっているので、通勤時間は徒歩数分といったところだ。

　狼の襖絵を開けると、部屋にはまだ誰もいない。朝比がいつも一番のりだ。毎朝、ざっと部屋の掃除をして厨からたっぷり水を運び、お湯を沸わかしておくのが朝比の日課だった。部屋を整頓して厨でお茶の葉やコーヒー豆をもらったので、一通りの飲み物は出せる。

　社長室には給湯設備が整っていて、好きな時にすぐお湯が沸かせるので便利だった。給湯設備といってもガスや電気式ではなく、茶ちや釜がまに水を入れるとなぜかお湯になる、というものだ。

　朝比の住居部分の台所にも、同じ茶釜がある。水以外の液体も沸かしてくれるので重宝するのだが、煮に炊たきに使おうと塩気のあるものを入れると「しょっぱい！」と甲かん高だかい声で怒られる。何が良くてどれが駄だ目めなのか、毎回、恐おそる恐る試ためしていた。

　設備がいろいろと不思議だったり、仕事も忙しいけれど、奥の院の住人はみんな優しくて親切だ。奥の院ばかりではない。田中宮司や高橋たちも、着任早々に特とく殊しゆな部署へ配属された朝比を気にかけてくれて、何度か朝比の様子を見に、三ノ鳥居まで訪ねてきてくれた。

「こんなに楽しくていいのかなあ」

　初日の不安が噓うそのように毎日が楽しく充じゆう実じつしていて、その幸せが少し怖こわかった。

──今まで、楽しい時間はあまり長くは続かなかったから。

「おはようございまーす」

　心の片かた隅すみにある不安を払ふつ拭しよくするように、二人分の幼い声と、軽かろやかな足音が聞こえてきた。襖が開き、わらわらと転げるように桔梗と蘇芳が飛び込んできた。二人から遅おくれること数秒、大真名神が入ってくる。

「おはようございます」

「今日も早いな、朝比」

　豊かな黒い尾おをふさりと揺ゆらし、労ねぎらいを込めた優しい眼まな差ざしをくれる。彼が見ていてくれるのだと思うと、いつも心が浮うき立つのだった。

「若じやく輩はい者ですからね。今朝はコーヒーにしますか、社務所の職員からお土産みやげにいただいた、紅茶もありますが」

「あっ僕、コーヒーがいい」

　はい、と桔梗が手を挙げる。「苦くて飲めないくせに」と蘇芳がすかさず揶や揄ゆした。

「ミルク入りなら飲めるもん。甘くて美味しいの」

　桔梗は、朝比が作ったカフェオレがいたく気に入ったようだ。とはいえコーヒーはほんのちょっぴりで、あとは牛乳と砂糖をたっぷり入れている。蘇芳は苦手意識があるのか、まだカフェオレを飲んだことがない。

　この二人も山吹のように、大真名神の神使だ。実は二人とも、山吹よりも年が上らしい。山吹曰いわく、「やればできる方たちなのです。そうは見えないけど、潜せん在ざい能力はすごいのです」とのことだが、どうすごいのかはまだよくわからない。

　子供扱あつかいすると本気で怒られるので気をつけてください、とも言われた。そういえば最初に会った時にぺしぺしぶたれたが、あれが本気の怒いかりだったようだ。

　しかしきゃわきゃわと朝比に懐なつく姿は可愛かわいくて、彼らを見ていると、すごくてもすごくなくてもいいや、という気分になるのだった。

「蘇芳さん、抹まつ茶ちやオレはどうですか。蘇芳さんの好きな抹茶アイスと似た味ですよ」

　提案すると、蘇芳はぱあっと顔を輝かがやかせ「それにする」と、強くうなずいた。

「では私は、紅茶を淹いれてもらおう」

「はい。なんでも、薔ば薇らの香かおりを付けた紅茶だそうですよ」

「ほう、珍めずらしいな」

　大真名神の黒くたっぷりとした尾が、ふさっふさっと揺れる。

「じゃあぼく、お仕事の準備する」

「俺も」

　朝比が朝のお茶を淹れている間、二人はいそいそと硯すずりを出して墨すみを磨すったり、書簡を並べたりして、朝の仕事の準備に取り掛かかっている。

「朝比が来てから、お前たちも仕事がしやすくなったな」

「綺き麗れいだし、何がどこにあるかすぐわかりますもん」

　以前は墨を磨るにも、硯を発はつ掘くつするところから始まったという。汚きたなすぎたからでは、と思うが、三人が喜んでくれているので、朝比も嬉うれしかった。

　桔梗と蘇芳にカフェオレと抹茶オレ、大真名神と自分に紅茶を淹れて、四人で朝の一いつ杯ぱいを飲んで一息つく。ゆったりとした朝のこの一時が、朝比は好きだった。今日も一日頑がん張ばろうという気持ちになる。

　一服した後、大真名神が書き物をしたり、参拝客の願い事を書きつけたものを改めたりして、午前中が終わる。賄い方に運んでもらった昼食を四人で食べ、午後からは田中たちに会いに、奥の院を出た。

「そういえば、賄い方の方たちにまだお会いしたことがありません」

　今日の漬つけ物ものが特に美味しかったので、お礼を言いたかったのだが、賄い方はいつも知らないうちに来て食事だけ置いていくので、どんな人たちなのか会ったことがない。

　厨くりやに行っても、ぴたりと閉められた板戸の奥に欲しい物を言うか、書き付けを置いておくと、また気づかぬうちに目の前に出されていたり、部屋に運ばれていたりする。

「賄い方を始め、庭師などの裏方はみな、小こ鬼おにたちだ。彼らは照れ屋でな。私にも滅めつ多たに顔を見せたがらない。何か言いたいことがあったら、書き付けて置いておくといい。彼らは恥はずかしがるくせに寂さみしがりやで、他人と繫がりを持つのが好きなんだ。ネットオタクみたいなものだな」

「そ、そうなんでしょうか……」

　大真名神は相変わらず見事な袴はかま装束だが、その口からたまに俗ぞくっぽい単語が出るのでびっくりする。彼は世せ俗ぞくのことをかなり勉強しているようで、むしろネットの噂うわさや芸能ゴシップといった分野は朝比の方が疎うとくて、逆に彼から情報をもらっていた。

「うん……。やっぱり、朝比といると楽だな」

　三ノ鳥居をすんなりと抜ぬけたところで、大真名神が足を止めて言った。前をパタパタ走っていた桔梗と蘇芳が、「社長、絶好調です！」ときゃいきゃい騒さわいでいる。

「朝比が一いつ緒しよにいるからだろう。この分だと、宮司たちと話すのにも私の力は大していらないようだ」

　朝比自身には変化がないので、力を遣つかうということがどういうことなのか、よくわからない。実感がなかったが、大真名神の身体からだが楽なら嬉しい。

　坂道を下って境けい内だいの中央に向かうと、今日も拝はい殿でんの付近は参拝客で賑にぎわっている。だが大真名神の姿を見ると、チラチラと好こう奇きの目を向けてきた。

「もしかして、社長が見えてるんですか」

「ああ。いつもは祭さい殿でんで宮ぐう司じたちと会う時にだけ、姿を見せるんだが。今日はお前がいて、さして苦もなく人の世と交われるからな。とはいえ、本来の姿ではない。今風の装いをしなくては、目立ってしまうからな」

　田中たちが言っていた、スーツ姿なのだろう。普ふ通つうの服装をしても、大真名神の美び貌ぼうは際きわ立だって目立っているのだが、それは致いたし方ない。

　祭殿に入ると田中と小出が待っていて、大真名神たちを恭うやうやしく迎むかえた。朝比には「もうすっかり慣れたみたいだね」と笑え顔がおを向けてくれる。

　このひと月に何度か、引っ越こしなどもあって社務所の人たちとも顔を合わせていたが、最初に悲ひ愴そう感を漂ただよわせていたせいか、田中は特に、会うたびに仕事はどうか、向こうの暮らしは慣れたかと心配してくれていた。

「朝比は奥の院でも良く働いてくれている。彼がいるおかげで、こうして人前に出ることもたやすいのだ」

　大真名神が言い、世話係の素養である巫かんなぎの気について説明すると、田中と小出は、なるほどと感心していた。

　祭殿の奥に行き、会議を行う。それは田中たちが参拝客の増減、境内の状じよう況きようなどの現状を細かく報告し、大真名神がアドバイスを伝えるというものだった。小一時間ほどで会議が終わり、次の日取りを決める。

　会議が終わると、田中が桔梗と蘇芳に甘い物をお土産として持たせていた。

「いつもありがとうございます」

「田中宮司や小出権ごん宮ぐう司じからいただくお供えは、いつも我々の力になります」

　二人とも、澄すまし顔で丁てい寧ねいにお礼を言っている。田中たちには立派な青年の姿に見えているのだろう。だが端はたから見ていても、甘味と聞いた途と端たんに二人はうずうずしていて、田中たちもそれがわかっているようだ。

「そういえば稲荷いなり神様も、この間いただいたお供えの稲荷寿ず司しが、とても美味おいしかったと仰おつしやってました。お口に合ったようで、ぜひお礼を伝えてほしいと」

　玉季からの伝言を伝えると、田中も小出も感激していた。

「嬉しいねえ。見返りを求めて仕事をしているわけではないけれど、すごく励はげみになるよ。稲荷寿司をくれた氏うじ子このお婆ばあさんにも、よくよく伝えておくね」

　朝比も玉季に、田中たちが喜んでいたと伝えようと思った。しかし、ほっこりした気分で大真名神たちと祭殿を後にしようとした時、後ろから田中に「ちょっといいかな」と、小声で呼び止められた。

　大真名神をちらりと見ると、相手もこちらを見ていて、行ってこいとうなずいた。

「我々は先に戻もどっている。なに、戻りは行きよりも力を使わないから楽なのだ。ゆっくりしてくるといい。お前ならば、案内がなくとも屋や敷しきに戻れるはずだ」

　田中はそれに、「少しだけ伊田君をお借りします」と頭を下げ、彼らを見送ると、「社長も伊田君が気に入ったみたいだね」と朝比ににっこり微笑ほほえんだ。だが、その笑顔がふと曇くもる。

「あの、何か問題があるんでしょうか。やはり社務所の人手が足りませんか」

　奥の院ではうまくやっているつもりだったけれど、社務所では欠員が出た分、人手が足りていないのだろうか。

　不安になって尋たずねると、田中は慌あわてて「いやいや」と首を振ふった。

「伊田君が大真名神様のお世話をしてくれているおかげで、こちらも安心して仕事ができてるんだよ。まだ始まったばかりだけど、これからもうちにいてほしい」

「はい、そのつもりです」

　力強く答えると、田中はうんうん、とうなずいてから、困った顔になった。その横で小出が苦く笑しようする。

「田中宮司。はっきり話してあげないと、伊田君も不安になりますよ」

「ごめん。実は君のご実家から昨日、連れん絡らくがあったんだ。君と連絡がつかないというから、電波の届かない山奥に出張中だと言っておいた。そうしたら急用だというので、かわりに私が話を聞くことになってね」

　実家と聞き、ぎくりとした。奥の院には携けい帯たいの電波は届かない上、電源もない。頻ひん繁ぱんに連絡を取り合う友達もいないから気にしていなかったが、それで社務所に連絡をしてきたのだろう。

「お父さんが、うちを辞やめて、やっぱり君に戻って来てほしいと仰るんだ。試用期間だから大だい丈じよう夫ぶだろうと。事情を聞いてもはっきりとは答えてくれなかったんだけど、どうも神社を継つぐはずの弟さんが家出をしてしまったみたいで。お父さんもたぶん、動どう揺ようされてるんだろうね」

　事情が事情だけに、田中も言いにくそうにする。朝比は絶句した。いくら動揺しているからといって、勤め始めたばかりの職場にいきなり電話をかけて、戻ってこいだなんて、非常識にもほどがある。

「うちとしては、君にいてもらわないと困るからって、突つっぱねたんだけど。明後日あさつてには出張から戻る設定になってるから、一度ご実家に連絡してみてくれるかな」

「はい。……父が、非常識なことを言って申し訳ありません」

　恥ずかしいし、間に立たせた田中に申し訳なかった。うつむいて唇くちびるを嚙かむと、田中は笑って「大丈夫だよ」と肩かたを叩たたいた。

「色々と事情があるかもしれないけど、うちは伊田君にいてほしいんだ」

「何かあったら、遠えん慮りよしないで我々に相談してね」

　田中と小出から口々に言われ、実家には自分から連絡すると約束して別れた。二人の言葉が嬉うれしかったが、父と話さなければならないのが憂ゆう鬱うつだった。

　思い悩なやみながら奥の院まで戻る。大真名神の言った通り、三ノ鳥居を抜けて歩くとすぐに、屋敷に着くことができた。

「ただいま戻りました」

　社長室へ行くと、桔梗と蘇芳が元気よく駆かけ寄ってきた。奥の洋机では大真名神が「おかえり」と穏おだやかに迎えてくれる。

「朝比君、宮司さんがくれたお菓か子し、すごく美味しいんだよ」

「かねもとの新作なんだって。朝比君の分もあるよ。食べてみなよ」

　興奮したように言い、ぐいぐいとお菓子の包みを押し付けてくる。新作が美味しくて感動したらしい。朝比が苦笑していると、大真名神が「こら」とたしなめた。

「菓子くらいでそんなに興奮するな。……朝比？　どうした、元気がないな。何かあったのか」

　大真名神がふと、朝比の顔を覗のぞき込むように見て眉まゆ根ねを寄せる。

「宮司の話は、何か深刻な問題だったのか？」

「いえ、違ちがいます。ただの実家の話で。すみません、大丈夫です。あ、お茶を淹いれますね」

　普ふ段だん通りにしていたつもりだったが、憂鬱な気持ちが顔に出ていたらしい。取り繕つくろうように言って、席を立つ。

　お湯を沸わかそうと茶ちや釜がまの蓋ふたを開けたが、手を滑すべらせた。板場の上に、ゴンと音を立てて蓋が落ちる。「痛いっ」と茶釜から甲かん高だかい悲鳴が上がった。

「あ、す、すみません！」

　朝比は慌てて蓋を拾った。幸い壊こわれたところはなかったが、強くぶつけたらしい。乱暴な、と茶釜はぶつぶつ文句を言っていた。

「大丈夫？　茶釜はデリケートなの」

「怒おこると、生ぬるいお湯しか沸かしてくれなくなるんだよ」

「すみません……」

　痛かっただろう。蓋をさすると、ぴたりと文句が止やんだ。

「どちらにも、怪け我ががなければいい。だが朝比は、疲つかれているようだな」

　大真名神が慰なぐさめるように言う。疲れているわけではなかったから、慌てて首を振った。

「え、いえ。大丈夫です。少しぼんやりしただけで」

　茶釜に謝ってお湯を沸かしてもらおうと思ったが、大真名神は「いや、疲れているのだ」ときっぱり断言した。

「ここに来てひと月ほどか。休日も引っ越しなどでほとんど休めていない。余よ暇かを取らなければ、疲ひ労ろうが溜たまるのも当然だ」

「いえ、そんなことは」

「朝比君は働きすぎなの」

「社畜になっちゃうよー」

　否定しようとすると、桔梗と蘇芳がすかさず声を上げた。大真名神がそれに、うんうんと大きくうなずく。

「今日はデスクワークはやめた。朝比、私に付き合え。桔梗、蘇芳。後を頼たのんだぞ」

「ええっ？」

　有う無むを言わせぬ口調で大真名神が立ち上がり、社長室を出て行く。朝比も後を追った。桔梗と蘇芳は、大真名神の行き先がわかっているのか、「お土産みやげ、お土産」とはしゃいで見送った。

　大真名神は玄げん関かんへ向かい、屋敷を出る。三ノ鳥居とは反対の方角へ歩き始めた。

「どちらに行かれるのですか。何も持たないで出てきてしまいましたが」

「手ぶらで大丈夫だ。タオルも浴衣ゆかたも、全部向こうにあるからな」

「え、タオル？」

　驚おどろいた声に応こたえるように、振り返った大真名神は楽しげに笑った。

「温泉に行く」

　ぶん、と大真名神の後ろで尻尾しつぽが大きく揺ゆれた。










　朝比は勝手に、ジブリ映画のような温泉街を想像していたのだが、辿たどりついた場所にはまったく違う光景が広がっていた。

「さ、寒い……」

　季節は春も終わりのはずだったのに、いつの間にか道には薄うすく雪が積もっていた。さくさくと足あし跡あとのないまっさらな雪道を踏ふみしめて、しんと底冷えのする空気に身を震ふるわせた時、目の前に古い茅かや葺ぶきの旅籠はたごが現れた。

　中には誰だれもいなかった。大真名神は構わず中に入っていく。人気がなく寂さみしく寒い廊ろう下かを進むと、「湯」の暖簾のれんが見えた。女湯か男湯かはわからない。大真名神が暖簾をくぐるので、朝比も後に続いた。どちらにせよ人の気配はなかったし、とにかく寒くて、何でもいいから温まりたかったのだ。

　脱だつ衣い所にも人ひと影かげはない。寒さはもう足あし踏ぶみしたくなるほどで、朝比は思わず救いを求めるように大真名神を見た。

「すぐそこが、露ろ天てん風ぶ呂ろになっている」

　言うなり、大真名神はするりともろ肌はだを脱ぬいだ。隆りゆう々りゆうとした美しい裸ら体たいが目の前に現れて、妙みようにどぎまぎしてしまう。

　温泉ということは当然、二人で入るのだ。つまりは裸はだかの付き合い……なんてことを考えて、一人で動揺している朝比だった。

「もたもたしていると、風邪かぜを引いてしまうぞ」

「あ、あっ。そうですよね。すみません。先に入っててください」

「いや、私は風邪を引かないが。まあいい。先に行ってる」

　大真名神は朝比の狼ろう狽ばいに怪け訝げんな顔をしながらも、さっさと脱衣所の奥へ行ってしまった。

　彼がいなくなると同時に、寒さを思い出す。朝比は急いで服を脱ぎ、タオルを巻いて脱衣所を出た。

　外はいつの間にか暗くなっていたが、明かりもないのに辺りはぼんやりと明るかった。息を吐はけば白く、薄うす闇やみの中で白い雪が音もなく降り続いている。

「朝比、こっちだ」

　声の方を向くと、雪の向こうにもうもうと湯気が立ち昇のぼり、乳白色の湯の露天風呂があった。広い風呂にあるのは、大真名神の姿だけだ。

「すごい」

「寒いだろう、早く入れ」

　外は鼻先が凍こおるような寒さで、かけ湯をしてそっと湯の中に身体からだを滑り込ませた。

　最初はかじかんだ肌にお湯がぴりぴりしたが、すぐに馴な染じんだ。思わず「はあっ」とため息が漏もれる。凍こごえていた身体が弛し緩かんする。滞とどこおっていた血が一気に巡めぐるのを感じ、お湯の中でぐんと腕うでを伸のばした。

「気持ちいい」

　薄闇の中では、雪が降り続いている。けれど湯の中は暖かく、ホッと幸せを感じた。凍えるような寒さを味わった後だから、なおさら気持ちいい。

　うっとりして、ふと隣となりを見ると、大真名神が自分の尻尾を胸むな元もとで抱かかえていた。かなりぎゅっと握にぎっていて、痛くないのかなと疑問に思った。

　じっと見ていると、視線に気づいた大真名神がさらにぎゅっと強く握る。

「毛は抜ぬけないからな」

「えっ、毛？」

　何を言ったのかわからず、聞き返してしまった。大真名神は大事そうに尻尾を抱える。濡ぬれた黒い尾おはぺしょりと体積が減って、収穫された海苔のりみたいになっていた。

「お湯に浸つかっても、毛が抜けることはないのだ。私は犬ではない。神だからな」

　被ひ毛もうが抜けて、お湯を汚よごすことはないのだと言いたいらしい。急にむきになって、どうしたというのだろう。

　怪訝に思って首を傾かしげると、大真名神は「いや」と気まずそうに目を逸そらした。

「いつも、巳津波や八兎と来ると、俺や玉季は尻尾の毛が抜けるから、お湯に浸けるなと言われるのだ。八兎のやつなど、自分だって尻尾に毛が生えてるくせに、巳津波に追つい随ずいしてこの時とばかりにからかってくる」

　どうやら巳津波は神経質な神様らしく、みんなで一いつ緒しよに温泉に入ると、注意されるらしい。八兎は神経質というより、恐おそらく大真名神や玉季を、からかって楽しんでいるのだろう。

　そういう経験があるから、朝比に気を遣つかって尻尾を握っていたのだ。威い厳げんのある神様なのに、何だか可愛かわいくて、朝比は思わず、ぷっと吹ふき出してしまった。

「笑うな」

「すみません。でも……っく、神様なのに……」

　堪こらえようとすると、余計に笑いが止まらない。あはは、と声を上げて笑ってしまった。大真名神は「ふん」と尻尾を抱えたまま、不ふ貞て腐くされてそっぽを向く。

「元気が出たなら、何よりだな」

　その言葉に、ハッとなった。大真名神は朝比を元気づけるために、ここに連れてきてくれたのだ。

　心がふわりと温かくなった。

「毛が抜けるなんて、気にしてませんでしたよ。社長の尻尾は好きです。立派な尻尾を見ると、いつも元気が出るんです」

　それはあながち方便ではない。もふっとした尻尾の存在は、朝比にとって桔梗や蘇芳と同じくらい、心の癒いやしになっていた。

　朝比が言うと、大真名神はがっちりと抱だきしめていた尻尾をゆるゆると離はなした。ふうっと気持ち良さそうに息をつく。その音に、朝比の身体もゆったり弛緩した。

「……ここも、奥の院なのでしょうか」

　どれくらいお湯に浸かっていただろう。優やさしい沈ちん黙もくの中、朝比はふと声を出した。

　屋や敷しきからさほど歩いていないのに、何の気配も感じられない。大真名神はお湯で顔を拭ぬぐいながら、「ああ」と応えた。気持ちがいいのか、黒い耳がぷるぷるっと震える。

「奥の院の秘湯だ。我が社の福利厚こう生せい施し設せつ……保養所といったところだな」

「福利厚生……」

「誰でも疲つかれたり、心に澱おりが溜まることがあるからな。ここは何も考えず、のんびりするための場所だ」

　寒さに凍えた後に入る雪見湯は、なるほど頭が空っぽになるほど心地ここちいい。

　周りの木々は雪ゆき化げ粧しようがほどこされ、美しく幻げん想そう的な風景を作り出している。そんな中でゆったりと風呂に浸かっていると、憂ゆう鬱うつで縮こまった心が少しずつほどけていくようだった。

「……実家の父から、連れん絡らくがあったそうなんです」

　朝比はぽつんと打ち明けた。桔梗も蘇芳もいない、二人だけの静かな空間で、大真名神の気配を普ふ段だんよりも近くに感じる。大真名神は無言のまま、目顔で先を促うながした。　>>>♥

「俺に帰って来てほしいそうです。後を継つぐはずだった弟が、また意見を翻ひるがえしたらしくて。もう、何度もこんなことばかり繰くり返してるんです。神社を継ぐために養子に入って、でも弟ができて、その弟が継ぎたいって言って」

　やっぱりやめたと言って引き戻もどされ、やっぱり継ぐよ、と外に放ほうり出される。

「それでお前は、戻りたいのか？　やはり実家の方がいいか」

　朝比は強く首を横に振ふった。

「ここにいたいです。育ててもらった恩はありますが、それでももう、あそこには戻りたくない」

「ならば取り合うことはない。きっぱり断れ。そんな身勝手な話、うちの宮ぐう司じも了りよう承しようしないだろう」

　だが、父が話を聞いてくれるだろうか。プライドの高い人だが、カッとすると周りが見えなくなることがある。この神社の人たちに迷めい惑わくをかけないか、心配だった。

「迷惑なことなどあるものか。もしも親が連れ戻しに来ても、神社総出で追い返してやる。我々も、せっかく現れた世話係がいなくなったら困るのだ。お前はこの神社の神が守る。安心しろ」

「あ……」

　神様が守ってくれる。当の本人がそう言うのだ。これほど心強いことがあるだろうか。

「俺、父にちゃんと断ります」

　自分には味方がいる。大真名神だけではなく、田中や小出も力になってくれるはずだ。

　今までずっと、実家に言われるまま流されてきたけれど、今回はきっぱりと断ろう。大真名神の一言で、そんな勇気が湧わいてきた。

「ありがとうございます。元気が出ました。俺には、神様が付いててくださるんですものね」

　ぐっと拳こぶしを握って笑えみを浮うかべると、大真名神も微笑ほほえむ。

「うん。憂うれい顔も麗うるわしいが、お前はやはり、元気に笑っている方がいいな」

　その優しい微笑みこそが麗しくて、朝比はまた胸が妙にドキドキと高鳴るのを感じた。

「わかりました。社長って、たらしなんですね」

　優しくて力強くて、さらっと殺し文句を言ったりする。天然の人たらしなのだ。だからこんなに、ドキドキしてしまうのだろう。きっとそうだ。

「たらしとは何だ。ひと聞きの悪い」

　大真名神は怒おこった声を出したが、声こわ音ねとは裏腹に表情は楽しそうだった。

　ゆっくり湯に浸かって、朝比がのぼせる手前で大真名神に「そろそろ上がるぞ」と、促された。火ほ照てった身体に冷たい空気が心地好よい。このまま屋敷に帰るのかと思ったが、脱だつ衣い所にある浴衣ゆかたに着き替がえ、廊ろう下かの奥へ誘さそわれた。

　来た時とは違ちがい、屋内は廊下までぽかぽかと暖かい。奥は座ざ敷しきになっていて、人気もないのにいつの間にか豪ごう華かなお膳ぜんが並んでいた。

「今日はここに泊とまるぞ。明日、朝あさ餉げを食べてゆっくり帰ろう」

　勧すすめられるまま料理に舌した鼓つづみを打ち、酒を飲んだ。朝比はあまり酒は得意ではないのだが、出された酒は香かおりも爽さわやかで口当たりもよく、つい杯さかずきを重ねてしまった。

　大真名神は酒好きなようで、料理をつまみながらよく飲んでいた。かなりの量を杯に注いだはずだが、徳とつく利りの酒はいっこうになくならない。

「お前の実家は、仕事運や出世にご利益があると評判の神社だったかな」

　美味うまい物で腹が満たされたところで、大真名神がふと朝比の家のことを口にした。

「はい。もとは火ひ伏ぶせの神様ですが、いつの頃ころからかそう言われていたようです」

　祖父の代には毎年、地元の名士などが奉ほう納のうやら祈き願がんに訪おとずれたという。戦前には政府が神社の格を定める社格制度があり、そうした制度において実家は、近きん隣りんでは最も格の高い神社なのだと父が言っていた。

　けれど近年では参拝客も減り、境けい内だいは荒あれている。父は時代の流れだと言う。

　もちろんそういう面もあるのだろうが、社格だのと言うわりに、父が熱心なのは地元の寄り合いの飲み会ばかりだ。幼い頃から社格を説かれてきた朝比は、そうした父の態度にどうにも割り切れない思いがあった。

「実家にいると、神様にご奉ほう仕しすることが何なのか、よくわからなくなります」

　酒の酔よいに任せて、ずっと胸の内に溜ためていた実家への思いを声に出してしまった。朝比の吐と露ろを酒を飲みながら聞いていた大真名神は、最後の言葉を受けて「ふむ」と唸うなった。

「それはそうだろう。あそこにはもう、祀まつるべき神はいないのだから」

「──え？」

　驚おどろいて大真名神を見た。神社には普ふ通つう、神がいるのではないのか。

「いない、とは」

「言葉通りだ。先ほど思い出したが、あそこの火伏せの神とは多少の面識があった。最後に会ったのはお前が生まれる前だと思うが。もうあの神社にはいたくないと言っていたな。神主たちは神に仕えず、金と権力にばかり頭を下げてうんざりしていると。お前は、実家で神の姿を見たことはあったか」

「それは──」

　思い返してみる。いつの頃からか、自分にしか見えないものは存在しないものだと言い聞かせ、やがて無意識に視界の外に押しやるようになった。

　だがそれ以前は、街角の小さな稲荷いなりの陰かげや道に立つ地蔵尊の傍かたわらに、普通とは違う人ひと影かげや得体の知れないものの姿を目にしていた。

　なのに実家では、亡なくなったはずの祖父の姿を目にしたことがあるくらいで、それ以外の不思議なものは見ていない。

「ではお前があの家に来た頃にはもう、神は家移りしていたのだ。あそこはもう空っぽで、誰だれもいない」

　だから実家の神社は、自然と参拝客も減り、あんな風に寂さみしく荒れていったのだ。

「愚ぐ弟ていに振り回されたが、結果的にお前が家を出てここに来たのは幸運だった。巫み子ことしての資質を持って生まれたお前が、神のいない社やしろを祀ることほど虚むなしいことはないだろう」

　以前は神の存在を信じていなかった。だが大真名神と出会った今、空っぽの神社に一生仕えることを想像して虚しくなる。

　朝比にとって、この神社に辿たどり着いたことは本当に幸運だった。

「でも今後、父や弟はどうなるんでしょう」

　朝比は奉職先に恵めぐまれたが、荒すさむ一方の実家で今後、家族はどうなるのか。振り回されはしたが、ここまで育ててもらったし、共に過ごした家族だ。心配だった。

　だがそんな朝比に、大真名神は面おも白しろがるような視線を向けた。

「お前をさんざん振り回した者たちだ。恨うらむ気持ちはないのか？　『ざまあみろ』とは思わないか」

「それは……少しもないと言ったら噓うそになります。気分屋の弟にも、弟を甘やかすばかりの両親にも腹が立つ。でもやっぱり、不幸になってほしいとは思えません」

　言うと、大真名神はくくっと楽しげに笑った。

「お前の清せい廉れんで優しい気が我々には心地ここちよい。だから桔梗や蘇芳もお前に懐なつくのだ。本当に、良い人材に出会えた。お前の実家に感謝しなくてはな」

　最後は皮肉だろうが、それでも朝比には嬉うれしかった。養子として肩かた身みの狭せまい思いをしてきたのも、家族に振り回されて悲しかったのも、今こうして大真名神と出会い、彼に仕えるためだったのだ。そう考えたら、心の底の鬱うつ屈くつした思いも溶とけていく。

「そろそろ寝ねるか」

　お腹なかいっぱい美味おいしい料理を食べて、お酒を飲んでいたら、いつの間にか酔いが回ってぼんやりしていたらしい。大真名神に声をかけられて、ハッと目を瞬まばたいた。

「ちょっと、酔ったみたいです。飲み過ぎてしまいました」

「私もだ。良い酒だった」

　少し上気した美び貌ぼうからは何の表情も窺うかがえなかったが、後ろで黒い尻尾しつぽが機き嫌げんよくふさふさと揺ゆれている。

　次の間に床とこが設しつらえられているというので、何気なく襖ふすまを開けて隣となりに移動した。広い座敷の真ん中に、普通の布ふ団とんの倍ほどある大ぶりな布団が一組だけ、ぽつんと敷しかれていた。ただし、枕まくらは二つある。布団の柄がらが、派手な朱しゆ色いろなのも気になった。

「えっと」

　これはどういう状じよう況きようなのだろう。酔っていて頭が働かない。大真名神も朝比の肩かた越ごしに部屋を覗のぞいて「ふん」と鼻を鳴らした。

「妙みような気を利きかせおって。遊里でもあるまいに」

　そう、妙に艶なまめかしいのだ。保養のために温泉に来たはずなのに、これでは大真名神と同どう衾きんしろと言わんばかりだ。

「あ、あの、俺は畳たたみで大だい丈じよう夫ぶです。何なら廊下でも」

　酒も料理も至いたれり尽つくせりだったのに、どうして寝しん室しつだけこんな風なのだろう。わたわたと焦あせって廊下に出ようとする朝比に、「落ち着け」と大真名神がなだめる。

「布団は大きいのだから、二人で寝られるだろう」

「えっ、えっ」

　確かに大きさから言えば、何ら不足はないけれど。大真名神と同じ布団で眠ねむるなんて恐おそれ多い。うろたえる朝比に、大真名神はニヤッと人を食った笑みを浮かべた。

「そう焦らずとも、同じ布団に寝たからといって、すぐに手を出したりはしないぞ」

「えっ、手っ？」

「もっとも、お前が出してほしいというなら別だがな」

　さらにうろたえる朝比を見て、大真名神は楽しそうにニヤニヤと笑っている。からかわれているのだ。

「出してほしいなんて、言ってません」

　顔を真っ赤にしながら、朝比は相手を軽く睨にらんだ。大真名神はなおも笑う。

「それは残念。だがそうカチコチに意識されては、こっちも寝にくいな」

「べ、別に意識なんか」

　焦る朝比をなだめ、「まあ見ていろ」と言うが早いか、煙けむりのように形を変えた。

「しゃ、社長？」

　大真名神は瞬く間に美しい美び丈じよう夫ふから、黒い狼おおかみの姿へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　巨きよ大だいな狼だった。全長は元の大真名神と同じくらいあるだろう。黒い艶つややかな毛皮を持つ狼が、ごろんと赤い布団の上で横になる。尻尾がパタパタと誘さそうように揺れていた。

『この姿ならば、お前も安心して眠れるだろう』

　毛皮が暖かいしな、と狼の姿をした大真名神が言う。

「確かに……」

　もふもふしていて暖かそうだ。人型の大真名神と寝るのは落ち着かない。手を出すとか出されるとかいう問題ではなく、彼が美丈夫すぎるのだ。しかも、浴衣ゆかた姿が妙に艶めかしい。よって、この姿はありがたかった。

「ありがとうございます。じゃあ、失礼して」

　恐る恐る、巨大な狼の隣に横になる。浴衣の裾すそが開はだけ、素す足あしにもふっとしたものが触ふれた。

「わ、すべすべで柔やわらかい」

　もっとごわごわしていると思っていたのに、大真名神の毛並みは滑なめらかでふんわりと柔らかかった。温ぬくもりと毛並みの触さわり心地ごこちにうっとりする。

『ふ、そうだろう』

　狼の姿で表情はよくわからなかったが、大真名神が自じ慢まんげに言うのが聞こえた。朝比を抱だき込むように身を寄せてきたので、こちらも遠えん慮りよなく、柔らかな被ひ毛もうに顔を埋うずめる。

（すごい、幸せ……）

　ぬくぬくもふもふした布団の中で、朝比は悩なやみを忘れ、すとんと心地よい眠りに落ちた。
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　梅雨つゆになると、奥の院にも毎日のようにしとしとと雨が降るようになった。庭の一角には紫陽花あじさいが咲さき乱れ、梔子くちなしの香かおりが漂ただよう。

　通勤時間徒歩数分で雨の日も憂ゆう鬱うつにはならないけれど、ひとたび三ノ鳥居を出ると、ぬかるんだ山道に足を取られ、社務所に出向くのもなかなか大変だった。一往復するだけで、長なが靴ぐつやズボンの裾がドロドロになる。

　その日、朝比は出勤前の朝一番に、社務所へお遣つかいに行った。田中から預かった包みを大事に抱かかえながら、奥の院への道を戻もどる。

　山の上もだいぶ蒸むし暑くなった。そろそろ朝も半はん袖そででいい頃ころだろう。季節が移るのを感じながら、朝比は自分がもうずいぶん前からここにいる気がしている。

　実際はまだ、着任して二カ月しか経たっていないのだ。大真名神と温泉に行ったのは、ほんの一月前。なのにもう、何年も経ったような気さえするのは、自分の心のあり方が、着任前と大きく違ちがっているからだろうか。

　実家の父から戻って来いと連れん絡らくがあったあの後、実はまた、ひと悶もん着ちやくあった。

　大真名神と温泉に行った、その数日後のことだ。

　温泉で大真名神に元気づけられ、朝比はそれまで無条件に流されていた父に向き直り、きちんと自分の意見を言おうという気になった。温泉から帰った翌日、父に電話で、帰らないと伝えたのだ。

　今まで育ててもらったことは感謝しているが、今度ばかりは承服しかねる。今まで反はん抗こうしてこなかった朝比が、それでも懸けん命めいに自分の言葉で父に思いを伝えた。

　きっぱりと実家に帰ることを断って、ひとまず電話を切った。朝比としては、意思を表明して問題を解決したつもりだったが、甘かったらしい。

　それからさらに数日後、父は突とつ然ぜん、大真名神神社にやってきた。事前に何の連絡もなく、田中から、父が社務所に来ていると連絡を受けた時には驚おどろいた。

　大真名神に事情を話し、社務所の応接室に駆かけ付けると、父が田中と小出に詰つめ寄っているところだった。

「どうして辞やめられないんだ。辞める自由があるはずだろう」

　気色ばんだ様子に、田中たちも困っている。朝比は恥はずかしくてたまらなかった。

　たまたま大真名神神社に欠員が出ていたとはいえ、今回の朝比の奉ほう職しよくについては、父が伝つ手てを頼たよって自ら探したのだ。こちらからお願いしますと採用してもらっておいて、こんな言い方はないだろう。

　父は昔からこういうところがある。いつも外聞を気にしているくせに、自分の思い通りにならないと癇かん癪しやくを起こすのだ。こういう気質を、弟も受け継ついでいた。

「朝比。やっと来たのか。家に帰るぞ」

　朝比が応接室に入るなり、父は傲ごう然ぜんとした態度であごをしゃくった。還かん暦れきを越こえた小こ柄がらな父より、もう自分の方が力は強いのに、子供の頃からの習い性しようで、彼に睨まれると身体からだが縮こまってしまう。

　それでも、今度という今度は、流されたくなかった。今まで、家族に見放されたくない一心で、彼らの言うことをすべて吞のんできた。家を放ほうり出されたら行く場所がないという、幼い頃に擦すりこまれた不安が、朝比を萎い縮しゆくさせていたのだ。

　だがもう、朝比は大人だ。一人でも生きていける。三十を手前にしてようやくそう割り切れたのは、ここに居場所ができたからだろう。

「電話で話した通りです。俺は帰りません。ここでずっと働きたいんです」

　勇気を出して言葉にした。だが途と端たんに、父は「何だその言い草は」と吐はき捨てる。朝比はそれでも、怯ひるみそうになる自分を奮い立たせ、父を睨んだ。

「俺はずっと、養子の立場だからと自分を殺して我が慢まんをしてきました。後を継げと言われれば進学先を変えたし、やっぱり継ぐなと言われたら一いつ般ぱん企き業ぎように就職した。戻って来いと言われて会社を辞めて、また放り出されて、ようやくここに辿たどりついたんです。もう、あなた方にはうんざりだ。家には帰りません。縁えんを切ると言うなら、それでも結構です」

　きっぱりと言った朝比に、父は一いつ瞬しゆん、気け圧おされた様子だった。だがすぐに、その表情は怒いかりに歪ゆがんだ。顔を真っ赤にして、憎にくしみを込めた目で朝比を睨み返す。

「養子だなんだと、こんなところで言うことじゃないだろう。みっともない。お前が戻らなかったら、家が潰つぶれると言っているんだ。私たちが路頭に迷うんだぞ。親が野の垂たれ死んでもいいと言うんだな。そんな性根の奴やつが、神職なぞ務まるか」

「……な」

　一方的にまくし立てられ、怯んでしまった。父の言うことは間ま違ちがっている。なのに、うまく切り返せない。

　奥の院から社務所に来るまで、父に対面したらああ言おう、こう言われたら切り返そうと、考えてきた。だが実際に会った父は、こちらが考えつかない理論で責め立ててくる。父にも腹が立ったが、うまく立ち回れない自分にもイライラした。

「そんな言い方はないでしょう」

　それまで黙だまってことを見守っていた小出が、たまりかねたように口を開いた。なおも何か言いかけようとするのを、田中が脇わきから止める。

「伊田さん。朝比君はすでに、うちにはなくてはならない存在ですし、本人が辞めたくないと言っている以上、お返しすることはできません。それより家を継がれるご次男ともう一度、よくお話しされてはいかがでしょう」

　いつものおっとりとした口調のまま、田中が諭さとす。しかし父は、むしろそれが癇かんに障さわったようだ。

「あんたには関係ない。これはうちの問題だ。他人は口出しせんでいただきたい」

　吐き捨てるような物言いに、朝比は我慢できなかった。

「いい加減にしてください！」

　叫さけぶと、応接室のドアを開け放った。

「お父さん、もう帰ってください。非常識にもほどがある」

「親に向かってなんだ、その言い方は」

　朝比が初めて強く拒きよ絶ぜつするのに、父は一瞬怯んだが、すぐにまた怒りを露あらわに睨み返した。

「俺は、あなたのような親を持って恥ずかしいです」

「何だと、貴様」

　気色ばんだ父が、朝比に摑つかみかかろうとして席を立つ。子供の頃、怒おこられて殴なぐられた記き憶おくを思い出して、身が竦すくんだ。

　田中と小出が「伊田さん」と、咎とがめるような声を上げて腰こしを浮うかせた。しかし父は構わず朝比に近づき、朝比の胸むな倉ぐらに手を伸のばした……その時だった。

「力ずくとは感心しないな」

　静かな声がして、目の前に壁かべが立ち塞ふさがった。いや、壁だと思ったのは広い背中で、大真名神が父と朝比の間に立っていたのだった。

　煙けむりのように現れた大真名神に、一同は驚いて言葉を失った。父は何が起こったのかわからず、呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

「社長……」

　朝比が思わず呟つぶやくと、大真名神はこちらを振ふり返った。

「実家のことは、私が出しゃばることではないと傍ぼう観かんしていたのだが。どうも話の通じる相手ではなさそうだな」

　呆あきれたような口調で言う、大真名神はいつもの袴はかま装束ではなかった。ダークスーツに身を包み、耳も尻尾しつぽもない。まるきり人間のようだ。

「な、なんだお前は」

　我に返った父が、今度は大真名神に食ってかかる。

「私か？　私は朝比の直属の上司だ。お前のことも、実家の神社のことも聞いている。どうせ神など不在の神社だ。潰れたところでどうということもあるまい。諦あきらめて帰るがいい」

　不意に現れた若い男が、この場の誰だれより偉えらそうに諭し始める。父はぽかんと口を開けて聞いていたが、言われていることを理解したのか、急にわなわなと震ふるえ始めた。

「若造のくせに、偉そうに。なんだこの無礼な男は！　こいつもここの職員か？」

　喚わめき散らす父に、田中たちも何と答えたものか、困ったような顔をしていた。ここの神様です、とは言いにくいのだろう。大真名神はしかし、仕方のない奴だな、というふうに大きくため息をつく。

「無礼というなら、お前がこの場で一番無礼だぞ。どう喚いても朝比は渡わたさん。それにこれはもう、俺のものだ」

　大真名神が真ま面じ目めな顔で「俺のもの」というのに、朝比は内心でどきりとした。きっと、深い意味はないのだろう。だが大真名神の不ふ遜そんな独どく占せんは、今の朝比の心に甘美に響ひびいた。

「わ、わけのわからんことを」

　大真名神の迫はく力りよくに気圧されて、父はジリジリと後ろに下がっていく。それでもどうにかプライドを保とうとしているようだった。

「おい朝比、こいつは一体──」

　朝比に喚きかけた時、大真名神の手がスッと伸び、人差し指の先が父の額を軽く突ついた。

「お前の場所に帰るがいい。朝比がお前を許して望まぬ限り、我が領域に立ち入ることはまかりならん」

　静かだが、心の底に沈しずむような、不思議な声こわ音ねだった。　>>>♥

　父は何か言いかけて、それから口をつぐんだ。また開きかけ、声が出ないかのようにパクパクと口だけを動かす。焦あせったような、不可解そうな表情とは裏腹に、彼は大真名神の言う通り、足を踏ふみ出し応接室のドアへと歩き出した。

　そのまま一言も発さないまま、まるで何かに操あやつられたかのように部屋の外へ出て行く。父親の姿が消えた途端、応接室のドアがパタン、とひとりでに閉まった。

「一件落着だ」

　残された朝比たちが啞あ然ぜんとする中、大真名神はさらりとそう言った。

「今後、あの者は朝比が許さない限り、一ノ鳥居の中に足を踏み入れることはできない。もうここに来ることもないから、安心しろ。宮ぐう司じたちも、ご苦労だったな」

　何か、不思議な力が働いたことはわかったが、狐きつねにつままれたようだった。田中たちもぽかんとしている。

　大真名神は彼らにも労ねぎらいの言葉をかけると、「朝比、帰るぞ」と部屋を出て行った。朝比も田中たちに挨あい拶さつをして、大真名神に続く。

　父は本当に、それきりだった。あれから今日に至るまで、何の音おと沙さ汰たもない。

　メールや電話は禁じていない、と大真名神が言っていたので、もしかしてまた何か言ってくるかもしれないと数日の間は心配していたが、一カ月を過ぎた今も静かなままだ。

「父親はここには来られないが、お前に制約はない。好きな時に帰ればいい。だが帰りたくないならば、ずっとここにいればいい。ここがお前の居場所だ」

　父と対たい峙じした後、奥の院に戻もどると、大真名神にそう言われた。後日、田中も同じようなことを言ってくれた。

　実家はもう、自分の帰る場所ではないと思う。父が許さないだろうし、朝比自身も帰りたいと思わなかった。

　そのことは少し寂さみしいが、不安はなかった。大真名神の言うとおり、朝比にはもうちゃんと帰る場所があるのだ。

　居場所を与あたえてくれた大真名神に感謝している。彼の役に立ちたいと思い、あれからますます張り切って仕事をしていた。










　朝一番のお遣つかいを終えて社務所から奥の院に戻り、真っ直すぐ社長室に向かうと、そこには桔梗と蘇芳だけが出勤していた。

「あれ、社長はまだ来られてないんですか」

　いつもなら、このくらいの時間にチビ二人と一いつ緒しよに出勤している。

「社長、寝ね坊ぼうなの」

「朝比君、起こしてきて」

「珍めずらしいですね。でも、俺が行っていいんでしょうか」

　朝比が住む住居棟とうのさらに奥が、大真名神や桔梗と蘇芳の住まいになっている。だが彼らのプライベート部分には、今まで足を踏み入れたことがなかった。自分が行っていいのだろうか。

「いいの」

「朝比君、社長のお世話係だもん」

　ためらっていると二人からそう言われ、なるほどその通りだと腰を上げた。

　本棟から住居棟へ続く渡り廊ろう下かを進む。廊下は途と中ちゆうで二ふた股またに分かれていて、本棟から向かって右側へ進むと、大真名神をはじめ、社長室の面々が住まう棟むねになる。左側はさらにその先で幾いくつにも分かれており、摂せつ社しやの神々の住まいになっているらしい。山吹に遊びに来てくださいと言われたが、一人で行くと迷いそうなので、まだそちらには行ったことがなかった。

　自分の部屋の前を通り過ぎ、さらに廊下を奥へ進む。桔梗と蘇芳の花が描かかれた襖ふすまの部屋を通り過ぎ、突き当たりにある狼おおかみの襖絵が、大真名神の住居だった。

「おはようございます、社長。朝比です」

　襖の向こうにそっと声をかける。しばらく待ってみたが応こたえはない。何度か声を上げたが、やはり反応がなかった。いないのか、それとも声をかけたくらいでは起きないのか。

「社長、失礼します。入りますよ」

　迷ったが、廊下で声をかけてもらちが明かない。襖を開けて部屋の中に入った。

　さすが社長の住居……いや、主祭神の寝しん所じよとあって、部屋は広い。宴えん会かい場かと見まがうような畳たたみの大広間の奥にさらに部屋があった。御み簾すがかかったその向こうから、微かすかに寝息が聞こえる。

（しかし、汚きたない部屋だな）

　もしかしたらと思っていたが、寝所もやっぱり汚かった。脱ぬいだら脱ぎっぱなし、本も出しっぱなし。なまじ部屋が広いぶん、散らかり方も半はん端ぱではない。乾かわいた茶ちや渋しぶがこびりついた茶器が畳の隅すみに転がっているのを見つけ、ゾゾッと怖おぞ気けをふるった。

　床ゆかに散乱した物の中に、墨すみで半紙に書き付けたものがいくつかあった。

『掃そう除じはこまめに・今月の風紀当番（山吹）より』

『使用済みの茶器、酒器を部屋に溜ためこむべからず。備品が足りず困っています・賄まかない方一同』

『ごみは分別して出してください！　今までに何度も注意をしています！　屋や敷しき方より』

（社長……）

　朝比は思わずため息をついた。どれも怒いかりのこもった力強い字だ。山吹や裏方の小こ鬼おにたちが、堪たえかねて苦情を送ってきたらしい。仕事中の大真名神は素す敵てきなのに、どうして片づけだけはできないのだろう。今度、この部屋も掃除をさせてもらおうと朝比は決意した。

「起きてください。今日は午後から役員会議ですよ」

　入りますと断って、御簾を上げた。中に入って少し目を見開く。大真名神が狼の姿で眠ねむっていたからだ。

（あの時みたいだ）

　彼のこの姿を見るのは、先月、保養所の温泉で一緒に寝て以来だった。あの時は、朝比が目覚める前に大真名神が起きていて、人型に戻っていた。少し崩くずれた浴衣ゆかた姿の大真名神に起こされて、ものすごく恥はずかしかったのだ。

　あの美び丈じよう夫ふと同じ布ふ団とんに寝たのだと、思い出すたびにドキドキしてしまう。同じ男性の姿を取っているのに時々、ふとしたことで妙みように胸が高鳴るのはどうしてだろう。

「社長、起きてください」

　上司に妙な気分になっている自分が恥ずかしく、申し訳ない。軽くかぶりを振ふると、伏ふせて眠る巨きよ大だいな狼に声をかけた。大きく盛り上がった肩かたをそっと揺ゆする。

（あれ……？）

　手の平に触ふれた被ひ毛もうに、違い和わ感かんを覚えた。何だか、毛がパサついている。一月前に彼の毛皮に包くるまった時は、もっとふかふかのつやつやだったのに。

（もしかして、具合が悪いんだろうか）

　神様が病気なんて聞いたことがないが、いつも真ま面じ目めに仕事をする大真名神が、今朝に限って寝坊をしている。怠たい惰だなのではなく、体調が悪いのではないか。

「社長、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　よく眠っているように見えるけれど、これだけ朝比が声をかけても起きない。誰だれか呼んだ方がいいのだろうか。毛皮を撫なでながら不ふ安あんに駆かられた時、大真名神が獣けものの声で低く唸うなった。まぶたが動いて、ゆっくりと開かれる。

「社長」

　覗のぞき込むと、黒い狼の目がぼんやりと朝比を見つめた。何度か瞬まばたきしてようやく、

「朝比か」

　と気づいたようだった。

「はい。いつもの時間にいらっしゃらないので、起こしに来ました。大丈夫ですか」

　やはり様子がおかしい。動作がもったりとしていて、だるそうだった。大真名神は「ん」と返事をして、また目を閉じる。

「具合が悪いんですね。桔梗さんたちを呼んできましょう」

「いや、大丈夫だ。この時季特有のものでな。もう少ししたら起きる。それより、お前の手が気持ちいい。しばらく撫でてくれないか」

　朝比が言われた通りに撫でると、大真名神は気持ちが良さそうに目を細めた。朝比はしばらく頭を撫でたり、両手で首筋をわしわしと搔かいたりした。

「ありがとう。気分が良くなった」

　やがて、ふうっと大きく息をつく。ゆっくりと身を起こすと、温泉で狼の姿になった時と同じように、煙けむりのように人型に変化した。

　恐おそらく寝間着なのだろう、出勤時の袴はかま装束ではなく薄うすい着物姿で、襟えりも裾すそもしどけなく開はだけている。分厚い胸むな板いたが露あらわになり、朝比はこんな時に目を奪うばわれる自分を恥じた。

「うっかり寝過ごしてしまった。今日は役員会議だったな」

　立ち上がった大真名神の身体からだが、ぐらりと傾かしいだ。朝比は慌あわてて支える。

「無理をなさらないでください。具合が悪いなら横になって」

　大真名神はどうしてしまったのだろう。だが彼は、青ざめた顔で「大丈夫だ」と泣き出しそうになる朝比をなだめる。

「病ではない。梅雨つゆ時はどうしても参拝客が減る。人々の祈いのる心が我々神の糧かてとなるのだが、参拝客が減るために、この時季はいつも貧血気味になるのだ」

「それで、田中宮ぐう司じが」

　今朝、社務所に行ったのは田中宮司に呼び出されたからだ。氏うじ子こからの奉ほう納のうだというお酒を沢たく山さん持たされた。毎年、この時季になると古くからの氏子が納めてくれるのだと。

「すぐ、お酒を持ってきます」

　信しん仰こうの厚い氏子が持って来てくれた酒だ。あれを飲めば体調が良くなるかもしれない。慌てて社長室へ取って返そうとする朝比を、大真名神が止める。

「向こうへ行って飲もう。役員会議の準備をしなければならないしな」

　いつもと変わらず穏おだやかだけど、顔色は悪い。無理をしているのだとわかった。心配でたまらない朝比に、「そんな顔をするな」と大真名神は笑う。

　身み支じ度たくを手伝ってくれと言われ、袴装束に着き替がえるのを手伝った。

「かつてはこの山そのものが、信仰の対象だった。この土地の人々は季節を問わず、それぞれの家から信仰を寄せてくれていたのだ」

　だから以前は、大真名神がこんな風に体調を崩すこともなかった。けれど時代の移ろいと共に信仰は薄れ、氏子も減って、神社に来る参拝客の信仰心が主な糧となっている。

「しかし、たとえ少なくなっても、人が神を思う気持ちはなくなるものではない。私が消えるわけではないから、安心しろ」

　自分が辛つらいのに、朝比の気持ちを気き遣づかってくれる。

　胸の奥が切なくなって、朝比はぐっとこぶしを握にぎった。自分も大真名神の役に立ちたい。

　不安な気持ちを振り払はらう。できるだけ大真名神の仕事が減るように、それから午前中の間、いつも以上に動き回って大真名神の補ほ佐さに徹てつした。

　幸い、氏子からもらった酒を飲んだ甲か斐いもあって、昼の休きゆう憩けいに入る頃ころにはもう、大真名神の顔色もだいぶ回復した。

　とはいえ、油断は禁物である。特に今日は午後から役員会議があり、準備に忙いそがしい。

　奥の院では月に一度、役員会議が開かれる。大真名神をはじめ、摂せつ社しやの三人の神も集まって神社の懸けん案あん事じ項こうを挙げたり、今後の方針などを決めるのだ。それぞれの神使も助手として参加する。

　朝比はお世話係なのだが、神使の桔梗や蘇芳と並び、手伝いのために参加するように言われていた。

　朝比が役員会議に出るのはこれで二度目だ。本ほん棟とうの「会議室」と呼ばれる大広間に一同が集まり、適当に丸く円を描えがいて座る。朝比は主に、賄い方が運んできたお茶やお菓か子しを、それぞれの席に配る係だった。

「えーっと。次の議題は、近年増加傾けい向こうにある『萌もえ絵馬』『痛絵馬』の対処方法について」

「なんだその、モエエマ、イタエマというのは」

「資料を見て下さい。写真は、アニメやゲームのキャラクターです。ただ絵が描かれてるだけだったり、二次元キャラの幸運を願われたりするケースが増えてるのよ。オタクの心理がわからないから、私らもどっち方面に力を使っていいのかわからなくて」

　水神の巳津波が配った資料の説明をする。

「祈き願がんていうより奉納だと思って、ありがたく受け取っておけばいいんじゃねえの。今期も萌えられてありがとう、みたいな」

「萌え……？　君たちすまない。私にはその、フィーリングがよく理解できないんだがね」

　八兎の意見に、玉季は今一つピンと来ない様子で、資料を眺ながめて不可解そうな顔をしていた。

　会議が進む間、朝比は後ろで時々お茶を淹いれ替かえたり、資料を配るのを手伝ったりしながら、神様も大変だなあとつくづく感心した。

「最後に、信仰減少の問題についてだが。今年も閑かん散さん期きになるとやはり力の減少が著いちじるしい。一枚目のグラフを見てほしい」

　資料の折れ線グラフは、百数十年前から右に大きく下降している。この三十年はほぼ横ばいだが、今朝の大真名神を見れば決して楽観視はできない。このままジリジリと下がり続け、信仰という糧を極限まで失った時、大真名神はどうなってしまうのだろう。

　議題について、一同がいくつかの解決案を出していた。社務所の職員たちも毎年、この季節にツアーを誘ゆう致ちしたり、企き画かくを立ててはいるようだ。その甲斐あって近年は下げ止まっているのだが、上じよう昇しように向かうほどの成果は出ていない。

　今日は結局、解決案のうちの一つを次回に検討することが決まっただけだった。

　神様たちはそれぞれの執しつ務む室に戻もどり、朝比と神使たちで片づけをする。片づけを終え、朝比も社長室に戻ろうとした時、「朝比クン」と小さな声で呼ばれた。

　見ると庭に巳津波がいて、手招きしている。その後ろには玉季と八兎の姿もあった。大真名神の姿はない。

「どうかしましたか」

　何だろうと訝いぶかりながら庭に下りる。三人とも、いつになく深刻な顔をしていた。

「社長の様子はどうかね。さっきも顔色があまり良くなかったが」

　玉季が声をわずかにひそめて尋たずねる。

「ご存知なんですね」

「もう、毎年のことだからね」

　今朝のことを話すと、三人は沈ちん鬱うつな表情になった。

「やっぱりか。今年はチビたちが元気だったから、俺たちも安心してたんだけどな」

「桔梗さんたちも、具合が悪くなるんですか」

　今日は特に変わった様子はなかったが、神使たちにも影えい響きようがあるのだろうか。尋ねると、三人は苦い顔で肯こう定ていした。

「我々も、供く物もつや信仰からもらう気の力で生きている。神使や鬼おにたちは、それぞれ仕える神から力をもらう。人間のように、食しよく糧りよう不足ですぐに死ぬことはないが、それでも供給が断たたれれば少しずつ弱っていき、いつかは消しよう滅めつしてしまうのだよ」

　消滅、という言葉に朝比は青ざめる。巳津波が「今は大だい丈じよう夫ぶよ」と、慌ててなだめた。

「そもそも、私たちがこうして一つの神社にいるのも、互たがいの力やそれぞれの持つ信仰心を一つにして、共存しようとしたからなの」

　神を祀まつり崇あがめる者が少なくなっていく中で、互いの力で高め補い合い、より多くの恩おん恵けいを土地に与あたえることで、自分たちもまた土地の者たちからの信仰を得られるようになる。

「人間社会で言ったら、銀行が合がつ併ぺいするみたいなものかしらね。社長は早くから、こういう時代がくることをわかっていたんでしょう。それで、もとは近きん隣りんにいて、別々に祀られていた私たちに声をかけてくれたの。おかげで私たちも力が衰おとろえることなく、祈る人たちに応こたえることができる。でも信仰から得た力を、社長は自分以外の者に優先的に与えているのよ」

　そう語る巳津波の声は、どこか憂うれいを帯びている。

　供給が少なくなるこの時季、奥の院の他ほかの者が元気でいられる代わりに、大真名神は煽あおりを受けて不調となるのだ。

「桔梗と蘇芳もだ。自分たちは社長の神使だから一いち蓮れん托たく生しようだとか言って、後回しにしようとする。チビどもがぐったりしてるのに、俺たちがぴんぴんしてるのは辛いんだよ。毎年やめてくれって言ってるんだけどな。社長も聞きやしねえ」

　チビっ子たちがお腹なかを空すかせている横で、ご飯を食べるようなものだ。それは供給を受ける方も辛いだろう。

　思い返してみれば、桔梗と蘇芳もここ数日、いつもより大人しかった気がする。桔梗が昼休みの後にうとうとしていて、大真名神から「眠ねむいなら自分の部屋で寝ねなさい」と注意されていた。本人は眠くないと言い張っていたが、あれは具合が悪かったのではないだろうか。

「すみません。今日、大真名神様に聞かされるまで、何も知らなくて。体調が悪いのにも気づきませんでした」

　お世話係なのに、少しも気づかなかった。もっと気にかけていればよかった。

　参拝客の出足が戻ってくるのは、早くても梅雨つゆが明けてからだろう。その間ずっと、大真名神たちはあんな風に具合が悪いまま過ごすのだろうか。後こう悔かいと不安が押し寄せた。

「君が謝ることはない。社長も、君に心配をかけたくないから言わなかったんだろう」

「そうだよ。だいたいお前は新人なんだ。知らないのは当たり前だろ」

　玉季と八兎が口々に慰なぐさめてくれる。

「何か、俺にできることはないんでしょうか」

　朝比が尋ねると、三人は互いの意思を確かく認にんするかのように、顔を見合わせた。やがて巳津波が「そうね」と思案げな素そ振ぶりで口を開く。

「朝比クンは、社長が無理しないように気をつけてあげて。あのひと、体調が悪くても仕事しちゃうから。今日はもう、仕事は休ませたほうがいいわ」

「そんで朝比。お前、温泉に誘さそってやってくれよ。行ったことあるんだろ、社長と二人で」

「は、はい」

「ふむ。そうだな。八兎もたまにはいいことを言う。せっかく世話係がいるのだ。ここらでそろそろ……」

「おい」

　玉季が言いかけるのを、隣となりの八兎が肘ひじでつついて止めた。いつもの玉季なら、八兎にそんなことをされたら怒おこるところなのに、今日に限っては「すまん」と素す直なおに口をつぐんだ。

「あの、何か？」

　怪け訝げんに思って聞き返すと、玉季はごほん、とわざとらしく咳せきばらいをしてみせた。

「いやいや。社長が君に話していないことを、我々が先に言ってはいけないな」

「お前な。そういう言い方すると、余計に胡う散さん臭くさくて気になるだろ」

「この私が胡散臭いだと？」

　八兎がうんざりした顔で言う。ムッとして玉季が言い返すのを、巳津波が「まあまあ」となだめた。

「取りあえず、今日のところは朝比クン、社長を温泉に連れて行って、養生させてくれないかしら」

　くれぐれもよろしく、と三人に言われ、朝比は社長室に戻った。

　大真名神は奥の洋机で書き物をしていた。やはり顔色が悪い。さらに、いつもチビたちで賑にぎやかな社長室が、今はしんと静まり返っていた。部屋を見回したが、二人の姿はない。

「ああ。二人は今日は早退させた。少し……体調が悪いらしくてな」

　朝比の視線に気づき、大真名神が言う。やはりあの三人が言う通り、桔梗と蘇芳も煽りをくらっていたのだ。朝は何でもないふりをしていたけれど、小さな身体からだで無理をしていたのだろう。胸が痛んだ。

「社長も、顔色が悪いです。お願いですから今日はもう、仕事は終わりにしてください。俺と温泉に行きましょう」

「温泉？」

　大真名神は青ざめた顔のまま聞き返したが、すぐに「ああ」と何かに気づいた様子でうなずいた。

「会議室からの帰りが遅おそいと思ったが。八兎あたりから、何か言われたのか？」

　それで朝比は、先ほど三人に教えてもらったことを伝えた。

「八兎様だけじゃありません。玉季様も巳津波様も、社長を温泉に連れて行って、養生させてくれって言ってました。お湯に浸つかれば、少しは休息になるんじゃないでしょうか」

　大真名神に無理をさせたくない。必死で言い募つのる朝比に、大真名神も折れたようだった。嘆たん息そくしながら、手にしていた書類を置く。

「みんなを心配させているんだな。桔梗と蘇芳にも無理をさせられないか」

「そうですよ」

　わかってくれた。ぱっと顔を輝かがやかせると、大真名神はくすっと笑って朝比を見た。

「世話係としてお前に頼たのみたいことがある。一いつ緒しよに温泉に行ってくれるか？」

　そう尋ねる大真名神の顔が、どこか艶なまめいて見えてどきっとする。そんなよこしまな自分を恥はじながら、朝比は「もちろんです」と、大きくうなずいた。










　二度目の温泉地は、最初に来た時のように降りしきる雪はなく、初春のような少し肌はだ寒ざむい気候だった。

　大真名神と一緒にゆっくり湯に浸かっていると、まだ日の落ちる時間ではないのに夜になった。

　湯から上がると奥の座ざ敷しきに豪ごう華かな料理が並べられている。食事をする頃ころには、大真名神の顔色はだいぶ良くなったものの、まだ気だるげだった。酒もあまり飲んでいない。

　閑かん散さん期きの間、ずっとこうなのだろうか。食事の間も心配でチラチラと窺うかがう朝比に、大真名神は苦く笑しようした。

「そんなに不安そうな顔をするな。今日は宮ぐう司じから酒ももらったし、こうして羽も伸のばしている。それに時季を過ぎれば元に戻もどる」

「もし、今よりもさらに人々の信しん仰こうが失われたら。社長たちはどうなってしまうんですか」

　世の中は神を信じなくなっている。朝比だってここに来るまで、自分の目で見えるものを否定し続けてきたのだ。

「むずかしい問題だな」

　大真名神は穏おだやかに、けれど沈しずんだ眼まな差ざしで遠くを見つめた。

「糧かてがなくなれば、我々は力を失う。力がなければ土地を守れない。周囲は荒こう廃はいするだろう。すると人がいなくなり、さらに信仰は失われる。信じる者がいなくなった時、我々は少しずつ小さくなっていき、いつか消える」

「そんな」

　消えるというのは、死んでしまうのと同じことだ。

「そう簡単には消えんさ。人が信じる心は、決してなくなったりはしない」

「でも、会議のグラフにあったじゃないですか。人々の信仰は確実に減っています。あんなにみんな努力をしているのに。社長はこの先、どんどん辛つらくなる」

「えらく悲観的だな」

　大真名神は笑ったが、朝比には笑えなかった。土地やそこに息づくものを守るために働く神様が、辛い思いをしている。

　それに、大真名神が苦しそうにしているのを眺ながめることしかできないのが、ひどくもどかしい。

「俺は、もっと社長の役に立ちたいです。世話係の俺に、何かできることはないんでしょうか」

「お前はもう、十分役に立っているがな。人前に出るのも力を使わずに済むようになったし、何より社長室が綺き麗れいになった」

「そんなの。奥の院を出るのは月に一度ですし。それに、掃そう除じくらい誰だれにでもできます」

「俺はできない。たまに我に返って部屋の汚きたなさに慄おののくんだが、目先の仕事を片付けていると、どうでもよくなるんだ。散らかりすぎて、片付けも大仕事だったしな」

「こまめにしないからです。そうじゃなくて。俺、真ま面じ目めに言ってるのに」

　何だかはぐらかされている気がする。不ふ貞て腐くされると、大真名神は柔やわらかく笑った。それから手を伸ばし、朝比の頭を撫なでる。温かい手の平に、びくんと身体が跳はねた。

「嫌いやか？」

「まったく嫌じゃないです」

　ドキドキはするけれど。

「なら、セクハラにはならんな」

　愉ゆ快かいそうに言いながら、朝比の頭を撫で続ける。その手は優やさしくて、気持ちがよかった。うっとりと愛あい撫ぶを受けていると、「朝比」とそっと呼ばれる。

「お前に頼みたいことがある。先達てと同じように、今夜も奥で共に眠ねむりたいのだが、いいだろうか」

　先月、赤く艶めかしい布ふ団とんで二人、一緒に眠った。ちょっとドキドキしたけれど、ぬくぬくして幸せな眠りに就ついた。

「もちろんです」

　力強くうなずくと、大真名神は優しく微笑ほほえんだ。

「では寝ねるか」

　と奥の座敷を開ける。今日も今日とて、艶めかしい赤い布団が敷しかれていた。妖あやしい雰ふん囲い気きを醸かもし出す部屋に入ると、やはり気き恥はずかしい。そわそわと布団に入ったが、今日の大真名神は狼おおかみの姿にはならず、湯上がりの浴衣ゆかた姿のままだった。

「もう少しこっちに来てくれ」

　恥ずかしがって布団の端はしの方で寝ようとする朝比を、大真名神は笑って引き寄せる。

「身体が触ふれ合っていると、お前の気が流れてきて心地ここちいいのだ」

「気？」

「巫かんなぎの気だ。これは神々には大きな糧になる。世話係は巫の気が強いから、この時季には非常に助かる」

　初めて聞く話だ。世話係の素養については聞かされたが、それが神様の糧になるとは知らなかった。昼に玉季が言いかけていたのは、このことだろうか。

「それは、信仰で得られる力の代だい替たいになるということでしょうか」

「代替というか、より滋じ養ようのある力だな。ハイカロリーな総合栄養食といったところだろうか。ただ信仰の力と違ちがって、身体が触れ合わなければ気を摂せつ取しゆできないのが難点だが」

「それで、くっついて寝ると」

「その通りだ」

　鷹おう揚ようにうなずいて、布団の上からぽんぽん、と朝比の身体をあやすように叩たたく。気持ち良かったが、うっとりしている場合ではない。

　朝比は布団を跳ねのけ、がばっと起き上がった。

「そういうことは、早く言ってくださいよ！」

　つまり、朝比がぴったりくっついていれば、大真名神の栄養不足は解消されるのだ。

「俺にできること、あるじゃないですか。どうして言ってくれないんです。巫の力をあげすぎたら、死んじゃったりするんですか。死ぬのは嫌ですけど、献けん血けつみたいに問題ない程度に取るなら大だい丈じよう夫ぶですよね」

　勢い込んでまくし立てると、大真名神が笑って「まあ落ち着け」と朝比の肩かたを撫でた。

「別に生気を吸い取るわけではないから、お前の身体に支障はない。だがその取り方に問題があってな」

　言いながら、大真名神がわずかに上体を起こした。何だろう、と見上げる朝比の顔に、男らしい美び貌ぼうが近づいてくる。唇くちびるに軽くキスをして、再び離はなれていった。

　突とつ然ぜん何が起こったのかわからず、朝比はぽかん、と口を開ける。大真名神が薄うすく笑った。

「こうした方が気を取りこみやすい」

「あ、そ、そうなんですか」

　淡たん々たんと言われ、間ま抜ぬけな返事しかできない。

「ここから先、嫌なら遠えん慮りよせず、早めに言ってくれ。飢うえた鼻先に馳ち走そうを置かれるようなものなのだ。さすがに私の自制心も限界があるからな」

「え？」

　呆ぼう然ぜんと聞き返した朝比に、大真名神は再び唇を押し付けた。今度は唇を割って舌が入ってくる。

　舌先を吸われ、じん、と身体からだの奥が疼うずいた。その疼きが何かを考える前に、唇が離れる。大真名神はじっと朝比を見つめた後、今度は首筋にキスをした。同時に、浴衣の襟えりからするりと手が滑すべり込んでくる。

　大きな柔らかい手だった。その指先が、朝比の胸の突とつ起きを探さぐり当てて捻ひねる。ぞくりと肌はだが粟あわ立だち、声が漏もれ出そうになった。だが再び唇を塞ふさがれ、舌を吸われて陶とう然ぜんとなる。

　大真名神はあちこちに口づけを落としながら、朝比の身体を両の手の平でまさぐった。愛撫は巧たくみで、朝比の身体はあっという間に蕩とろけてしまった。

「大丈夫か」

　囁ささやかれて、「へ？」と間抜けな声を出してしまう。快楽に蕩けた頭で考えて、ようやく「嫌ではないか」という意味だと理解した。

「これで気が取りこめるのですか」

「ああ。巫の者の体液をこの身に入れるのが、最も手っ取り早い。まあ、血を啜すするわけにはいかないが」

　大真名神はそこで、ふっと小さく笑った。

「お前は、私がそうしてほしいと言えば、どんなことでも聞いてくれるだろう。だがそれは、私の望むことではない。それに、いくら気を取りこむためとはいえ、まだ女も知らないお前に、こういうことをするのはためらわれた。それで黙だまっていたのだ」

「え、女を知らないって。ど、どうして」

　朝比がまだ童どう貞ていだということを、なぜ大真名神が知っているのだ。

「ん？　どうしてというか。お前の放つ気でな、何となくわかるのだ」

　朝比は自分の顔が熱くなるのを感じた。「うう」と低く呻うめいて顔をそむけると、大真名神がおかしそうに笑う。

「それで、続きをしても大丈夫そうか」

「え、続き……？」

　まだこれ以上、することがあるのか。きょとんとすると、大真名神は黙って布団の中に手をもぐり込ませた。朝比の身体の中心を軽く握にぎりこむ。

「……っ」

「口を合わせるより、こちらの精をもらう方が力になる」

　手の平がやんわりとその部分を揉もんだ。先ほどの愛撫で、そこは硬かたく育ちかけている。

「それって」

　まさか、と回答を求めるように大真名神に目で縋すがる。相手は布団を剝はぐと身体をずらし、これから何をするのかわからせるように、朝比と視線を合わせたまま、下腹部に顔を寄せた。

「あ……」

　理解した途と端たん、腰こしがずんと重くなるのを感じた。そんな朝比の反応を見て、大真名神はさらに顔を寄せ、布の上から軽く一物を食はむ。

「んぅっ」

　大した刺し激げきではないのに、これからのことを想像して、身体が反応してしまう。

　感かん触しよくを楽しむように食んだ後、大真名神は朝比の浴衣の裾すそをめくった。下着を押し上げて、自分のそれが勃ぼつ起きしているのが見える。

「恥はずかしければ、目をつぶっていろ」

　目が合うと、からかうように言われた。色事に初心うぶな奴やつだと思っているのだろう。朝比は目元を赤らめながら大真名神を睨にらむ。

「目をつぶってる方が恥ずかしいです」

　それに大真名神はくすりと笑い、朝比の下着をめくった。中から現れた陽根をまじまじと見つめるから、「そんなに、まじまじと見ないでください」と抗こう議ぎした。

「いや、綺き麗れいなものだと思ってな。先が桃もも色いろで、熟うれた果実のようだ」

「そ、そういうことも言わないでください！」

　恥ずかしい、恥ずかしい。羞しゆう恥ち心しんで頭の中がぐるぐるする。ぎゅっと目をつぶった時だった。

「ひぅっ」

　唐とう突とつに、欲よく望ぼうの先せん端たんが熱く濡ぬれたものに飲みこまれた。さらに強く吸われ、舌先が裏筋を刺激する。性的な経験のない朝比には、強すぎる刺激だった。

「あ、そんなにしたら……出ちゃいますっ」

「たっぷり出すといい」

「そこで喋しやべらないで……あ、あ」　>>>♥

　じゅぷじゅぷと卑ひ猥わいな音を立て、口こう淫いんが一気に激しくなる。今にも射精しそうだ。必死でこらえようとしたが、数分ももたなかった。

「ああっ」

　快楽の波に逆らえず、朝比は大真名神の口の中に精を放っていた。大真名神はそれを受け止め、大きく嚥えん下かする。鈴すず口ぐちを強く吸い、残った精を絞しぼり取った。

「そ、それ、や……」

　達したばかりの敏びん感かんなそこを刺激され、むず痒がゆさに身み悶もだえする。舐ねぶられたそこは、まだ芯しんが残っているような気がした。

「うん。美味うまいな」

　顔を離した美び丈じよう夫ふが、濡れた唇を拭ぬぐいながらそんなことを言った。かあっと顔が熱くなる。

「そういうこと、言わないでくださいってば！」

「気持ち良かったか」

「だから、そういう……まあ、すごくかなり、とんでもなく気持ち良かったですけど」

　本音を口にすると、クスクス笑われた。だがちらりと窺うかがい見た大真名神は、優やさしい目をしている。

「それは良かった」

　ぽつりと紡つむがれた言葉に、胸がきゅうっと疼いた。

（まったくこのひとは、本当に……）

　自分の具合が悪いくせに、朝比のことを考えて遠慮していたのだ。神様なのだから、もっと強ごう引いんでもいいはずなのに。

「社長こそ。俺にこんなことするの、お嫌いやじゃなかったですか」

　朝比は大真名神にとって、ただの部下だ。気を得るために切せつ羽ぱ詰つまっていたとはいえ、性的な行こう為いをすることに抵てい抗こうはないのだろうか。興奮が冷めると、そんなことを考えてしまう。

　もじもじと尋たずねる朝比を、大真名神は目を細めて見つめた。

「いいや、少しも」

　やがて小さくかぶりを振ふる。身体を起こし、横たわる朝比の髪かみを優しく撫なでた。

「お前の艶なまめいた姿を見るのは、なかなかの眼福だ」

　甘い声は、朝比の心をじわじわとくすぐる。

「おかげで体調もかなりよくなった」

　言葉の通り、大真名神の顔には赤みが差し、目にも力がこもっていた。

「あの、それなら……嫌でないのなら」

「ん？」

「また……してください。何度でも」

　言って、恥ずかしさにきゅっと目をつぶった。まぶたの向こうで薄く笑う気配がする。

「では、言葉に甘えようか」

　むき出しの性器に、熱い息がかかる。目を開けると、色気の滲にじむ視線がこちらを見み据すえていた。

「もう一度、いいか」

　先ほどの快感を思い出す。それだけで、朝比の性器は硬くなった。

「はい……」

　軽く膝ひざを立て、誘さそうように浴衣ゆかたの裾を持ち上げる。再び熱い粘ねん膜まくに飲みこまれるのを、朝比は歓かん喜きに震ふるえながら見つめていた。







　　　　五




　昼食の後、社長室前の縁えん側がわでぼんやりしていると、桔梗と蘇芳が自分たちの部屋からパタパタと、廊ろう下かを駆かけてやってきた。

「あっ、社長。またゴロゴロしてる」

「食べてすぐ寝ねると、牛になっちゃいますよ」

　大真名神は縁側に座る朝比の膝を枕まくらにして、横になっていた。小言を言う二人に、狼おおかみの耳がぴくん、と動いて片目が開いた。

「ゴロゴロなどしていないし、牛にもならん。食事の後に一休みすると、午後の仕事の効率が良くなるのだ」

　耳がぴくぴくと動く。触さわってほしいのだなと思い、朝比は頭を撫でた。大真名神は気持ちよさそうに目を閉じる。

「じゃあぼくも、ゴロゴロする」

　桔梗が言って朝比の背中にぴたっとくっついた。

「あ、ずるい」

　蘇芳が負けじと腕うでにしがみつき、二人で押しくらまんじゅうのように、ぎゅうぎゅうと身体からだを寄せた。

「こらお前たち、やめなさい。朝比が困っているだろう」

「社長だってくっついてるくせに」

「私は社長だからいいのだ」

　しれっと大真名神が答え、二人はずるい、ずるいと文句を言う。本気で怒おこっているのではなく、大真名神にじゃれついているようだ。

　近ちか頃ごろはこんな光景をよく見るようになった。梅雨つゆはもう終わりに差し掛かかり、季節はそろそろ夏に移ろうとしている。

　保養所に行ってから、朝比は大真名神の部屋で寝るようになった。毎日ではないけれど、仕事の終わりに大真名神から、「一いつ緒しよに食事をしないか」と誘われる。それが合図のようになっていた。

　二人で大真名神の部屋で食事を摂とり、大真名神に口淫され、同じ布ふ団とんで眠ねむる。

　交わりは何度経験しても恥ずかしいけれど、幸せでもあった。部屋に寄るだけでなく、日中もこうして膝枕をねだられたり、何かとくっつくことが多い。一緒にいる時間が増え、以前よりも大真名神を身近に感じるようになった。

　それは朝比が世話係で、大真名神が巫かんなぎの気を必要としているからだ、ということはわかっている。大真名神が朝比に特別な感情を抱いだいているわけではないことも。

　こうして膝枕をして、彼の寝顔を見ていても、胸がきゅっと締しめ付けられるように切なくなる。近くにいる時間が増えれば増えるほど、それは強くなった。

　同時に、これまで気にならなかったことが気になり始めた。

「ん？　何だ、朝比。ため息をついて。心配ごとか」

　その気がかりについて考え事をしていたら、いつの間にか、ため息をついていたらしい。

「あ、いえ」

　朝比は慌あわてて背筋を伸のばした。気になることはあるけれど、あまり口にしたくない。特に今は、背中と腕にチビッ子が張りついている。ここで話題にすることではなかった。

「ただ、社長の寝しん室しつの納なん戸どを、そろそろ整理していただきたいと思いまして」

　迷った末に誤ご魔ま化かしたが、大真名神は「む」と低く唸うなった。

「あの汚お部屋はあらかた掃そう除じしましたけど、納戸だけは俺に手をつけさせないじゃないですか。自分でやるというから待っていたのに、いっこうに整理をする様子がない」

　大真名神の部屋で寝ね泊とまりするようになって、真っ先にやったのが部屋の掃除だった。あんな部屋で寝たくない。

　大真名神もさすがに、自分の部屋の掃除をすべて人にさせるのは気が引けたらしく、朝比が泊まらない日に少しだけ片づけていた。やる時はやるのだなと感心したのだが、どうも納戸の中にまとめて突つっ込んだらしいのだ。

　それから納戸の整理は自分でやると言い出して、けれど今に至るまで実現していない。

「いや、今夜やろうと思っていてだな」

　困っているのか、耳がぺしょりと下を向いている。朝比は思わず笑ってしまった。

「じゃあ、俺も手伝いますから、今夜一緒に片づけましょうよ。俺に見られて困るものがあれば、別ですけど」

「別に困るものはない。そうか。それなら手伝ってもらおうかな」

　パタン、と尻尾しつぽが揺ゆれる。それでも澄すました顔をしているのが、可愛かわいいなと思ってしまう。

「朝比君は社長に甘いよね」

「ね」

　桔梗と蘇芳が横からぽそぽそ囁ささやき合うのに、大真名神が「お前たちにだって甘いだろう」とむすっと返す。

　そんな三人のやり取りを、朝比はほっこりしながら眺ながめていた。

　昼休みを挟はさんでちゃんと仕事をし、夕方になると朝比は大真名神に付いて彼の寝所に向かった。ようやく納戸の掃除をしたが、一日では終わりそうにない。ほどほどで諦あきらめ、食事と風ふ呂ろを済ませて寝ね床どこに入った。

　これはいつものことだが、図はからずも今夜は朝比の方から誘ったような形になったので、そわそわする。すぐにまぶたを閉じてしまった大真名神を横目で見ながら、もしかして、今日は必要なかっただろうか、などと考えた。

「何か、心配ごとでもあるのか」

　目を閉じたまま、不意に大真名神が口を開いた。

「昼間、ため息をついていただろう。何か気がかりがあるんじゃないのか」

「あ……」

　朝比の何気ない所作を覚えていてくれたのだ。尋たずねるべきか迷っていたが、思い切って聞いてみることにした。

「かつては、お世話係は何人もいたのでしょうか」

　最初に会った時、大真名神は二百年ほど人材不足だったと言っていた。しかし、それ以前は巫の気を多く持つ者が頻ひん繁ぱんに出現していたのだろう。

「同じ時期に何人も、ということは滅めつ多たにないが、それなりにいたな。そもそもかつて世話係というのは、代々この神社の宮ぐう司じのことだったのだ。彼らは強い巫の力を持ち、それゆえに我々に仕えてきた。子が受け継つぐこともあったが、子に資質がない場合は他所よそから力のある者を迎むかえ入れることもあった」

　しかし時代とともに、強い力を持つ者は減り、神々の姿が見えない者を宮司に迎え入れなければならなくなった。そうでなくては、神主不在で神社そのものがなくなってしまう。

「今の宮司はそのままでは声しか聞こえないが、それすらも稀け有うだ。お前のような存在は、もう滅多には出てこないのだろうな。巫の力は血によって受け継がれることが多いが。お前の産みの親には、そうした力はなかったのか」

「さあ、どうでしょう。実の母と別れたのは、俺が幼い頃ですし。父親は、俺が母のお腹なかにいる時に亡なくなったとかで、よく知りません。ただ母は養父の遠とお縁えんだったそうです。もとは分家筋だったと」

　母には身寄りがなかったという。なのに夫を亡くし、父方の実家とも折り合いが悪かったため、一人で朝比を産んで育てた。

　養子に出された当時は、母が病気で困こん窮きゆうしていたそうで、とても朝比を養育できる状態ではなかったそうだ。施し設せつに入れるか悩なやんでいたところへ、養子の話をもらった。朝比が小学校に上がる前に、母は病気で亡くなったと聞かされたが、葬そう式しきには行かせてもらえなかった。

「分家か。あるいは巫の力は、そちらに受け継がれていたのかもしれんな。巫の力を無視して長子に家を継がせた結果、本家には力のある者がいなくなった、という話はよく聞く」

「母も、神様が見えたのでしょうか」

「どうだろうな。代々必ず、力のある者が生まれるとは限らないからな」

　実母は亡くなってしまったから、今となっては聞くことはできない。

「ともかく、お前と出会えて幸運だったということだ」

　寂さみしい顔をしていたのだろうか。大真名神が優やさしい声で言い、朝比の髪かみを撫なでた。

「それで、お前の心配ごとはなんだ」

　髪を撫でていた指先が、くすぐるように頰ほほを撫でた。その甘い仕草が恋こい人びとにするようで、どきっとする。

（いや、恋人って……）

　自分の発想に一人で赤くなる。最近、いつもこうなのだ。

　大真名神が朝比に触ふれるのはただ、気を得るためだとわかっているのに、ドキドキしたり、妙みように彼を意識してしまったり。

　あげくの果てには、大真名神の過去が気になり始めたり。

「他ほかの……代々のお世話係の方とも、こういうことをされたんですよね」

　口にして、すぐに後こう悔かいした。これではまるで、過去の世話係に嫉しつ妬としているみたいだ。

（いや、嫉妬なのか）

　認めたくなかったけれど、自分はいつの間にか、大真名神にただならぬ思いを抱いている。

　ようやく自分の気持ちに気づいて、朝比は顔をうつむけた。身の程ほど知らずにもほどがある。大真名神は神様で、自分はただの世話係に過ぎないというのに。

「なるほどな」

　隣となりから、どこか楽しそうな声が聞こえた。長い指が頰を滑すべり、うつむいていた朝比のあごを捉とらえて顔を上げさせた。

　切れ長の黒い双そう眸ぼうと視線がかち合う。胸の高鳴りが激しくなり、大真名神に聞こえてしまうのではないかと不安になった。

「以前、俺と他の者がどうしていたのか、気になるか」

「あ、いえ俺は」

「私が同どう衾きんした世話係は、過去にもそう多くはない。こうして精を得ることも」

　言いながら、布ふ団とんの中で大真名神は朝比の股こ間かんをやんわりと撫でる。

「……っ」

　息を詰つめると、目の前の美び貌ぼうが妖あやしい笑えみを浮うかべた。唇くちびるを舐なめる赤い舌先が行こう為いを思い出させ、腰こしが重くなった。

「昔は人々の信しん仰こうから得られる力だけで、十分に賄まかなえたからな。戦いくさなどで人が減り、やむを得ない時は何度かあった。皆かい無むだったとは言わないが、当たり前のことではなかったし、お前ほど近くにいた人間はいなかった」

　目を細めて甘く微笑ほほえむ。それを聞いて、朝比は喜びを感じずにはいられなかった。

　朝比から精を取らねばならないこの状じよう況きようは、決して喜んでいいことではない。なのに、自分だけが特別のような気がして、心こころ躍おどらせずにはいられなかった。

（俺って、浅ましい）

　神に仕える者として、過去に世話係だった人たちも、大真名神を思う気持ちは変わらないだろうに、どこかで優ゆう越えつに浸ひたっている。

　そんな自分が恥はずかしく、けれどどうにもならない心がもどかしかった。

「お前ほど、私の身を案じて尽つくしてくれる人間はいない。思えば、ここに来た時からお前は一いつ生しよう懸けん命めいだったな。そのひたむきさが、渇かわいた心に心地ここち好よく沁しみるのだ」

　大真名神の言葉や優しさが、朝比をまたいたずらに喜ばせる。こんな風に、自分が特別だと考えてはいけないと思いながら、嬉うれしさに身体からだが胸が震ふるえた。

　夜具が剝はがれ、大真名神が覆おおいかぶさるようにして、朝比に口づける。それも何度も。まるで恋人のように髪を撫で、口づけや愛あい撫ぶを繰くり返し、やがてその愛撫が中心に辿たどりつく。

　ただ精を取ればいいはずなのに、大真名神の行為は甘く優しい。

（……好き）

　大真名神の愛撫に自らも応こたえながら、朝比は心の中でひっそりと呟つぶやいた。
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　夏になった。奥の院でもセミの声を聞くようになり、玉季の菜園では大きなスイカがいくつも実っている。半はん袖そでがちょうどいい気候だ。夜具も薄うす物ものに替かわり、食しよく卓たくに夏の食材が上るようになった。

　しかし暑さにぐったりするようなことはない。エアコンなどは見当たらないが、屋や敷しきの管理を担当する小こ鬼おにたちが、うまく調節しているのだろう。

　仕事で奥の院を出ることもあったが、神社の境けい内だいは緑が深く、木こ陰かげはかなり涼すずしい。

「けどやっぱり、山の下は暑いな」

　ケーブルカーを降りると、途と端たんにむわっと熱気が押し寄せてきた。駅の外はじりじりと焼けつくような日差しが降り注いでいて、朝比はふうっとため息をつく。

　久しぶりに神社の外に出た。ほぼ三カ月ぶりだ。夏休みで連休を取っているため、たまにはと思い立って山を下りたのだった。

　奥の院の社内規定では、七月から九月の間に五日間、好きな日に夏休みを取っていいことになっている。有休は入社から半年経たたないともらえないそうだが、夏季休きゆう暇かはすぐに取れるらしい。

　といっても、日ひ頃ごろの仕事もさほどきついわけではなく、無む趣しゆ味みな朝比は休日を持て余すことが多かった。

　あれほど汚きたなかった社長室や大真名神の寝しん所じよも綺き麗れいになり、掃そう除じをする場所もない。そのうち玉季に教えてもらって、自分でも菜園など作ってみようかと思うが、今のところは本を読んだり、念入りに掃除をすることくらいしか、することがなかった。大真名神に、テレビが見たければ整えてやると言われたが、以前からほとんど見ないので断った。

　しかし、休日に出勤すると大真名神に怒おこられる。以前の会社でも仕事ばかりしていたから、暇ひまになるとすることがない。どうしようと途と方ほうに暮れた時、大真名神が見み兼かねて提案したのだった。

「もうずっと、街に出ていないだろう。買い物などしてきたらどうだ。麓ふもとには図書館もあるから、新しい本を借りてくればいい」

　ケーブルカーで山を下り、そこから歩いて三十分ほどの距きよ離りに在来線の駅がある。その駅に至るまでの道に、商店などが並んでいた。在来線の駅前には大型のショッピングモールや、図書館もある。

　朝比は駅前まで行き、店などを見て回ることにした。ケーブルカー駅からすぐのバス停に、ちょうど着いたバスを見つけて乗りこむ。車を使えば在来線駅まではすぐだった。

「社長の言うことを聞いて、良かったかも」

　三カ月ぶりの街は新しん鮮せんだった。商店を回った後、ショッピングモールに入り、フードコートで昼食のハンバーガーを食べる。

　奥の院ではジャンクフードなど出ないから、妙に懐なつかしかった。ポテトと、今まで滅めつ多たに飲まなかった甘いバニラシェイクを堪たん能のうし、洋服や雑貨を見て回る。

「みんなにお土産みやげを買って行こうかなあ」

　郊こう外がいのモールなのだが、今の朝比は完全にお上りさんだった。桔梗と蘇芳におもちゃを買い、大真名神のために収納雑貨を買った。ほかのみんなには、帰りに『かねもと』の和わ菓が子しを買って帰ることにする。

　自分のためには本を数冊と、普ふ段だん着ぎのシャツを買った。買い物をする前にＡＴＭで金を下ろしたが、三カ月分の給料の他にボーナスも入金されていて、結構な額になっていた。給料も最初に提示されていたものより多い。世話係の手当てがつくと聞かされていたが、それだろう。

「奥の院では、お金を使うこともないもんな」

　住居費も食費もかからない。何となく給料をもらうのが申し訳ないとすら思える。だが取りあえず、今日は買い物を楽しんだ。

　ショッピングモールから図書館に移動する頃ころには、両手は荷物でいっぱいになっていた。気になる小説を限度の冊数まで借りて、さらに荷物が多くなる。

　汗あせをかきながら帰りのバスに乗り、終点のケーブルカー駅から一つ手前の、『かねもと』近くのバス停で降りた。

　しかし両手に余る荷物を抱かかえ、ステップを下りたところで、荷物の一つをうっかり道路に落としてしまった。慌あわてて拾おうとしたのを、後からバスを降りた客がさっと前に出て拾い上げてくれた。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　細身のスーツに真ま面じ目めそうな眼鏡をかけた、いかにもサラリーマンらしい男性だった。男は朝比の両手にある荷物を見て、「いっぱいありますね」と微笑む。感じのいい笑顔で、朝比もつられて微笑んだ。

「はい。久々の休暇で街まで出たので、つい買いこんでしまって」

　ありがとうございました、ともう一度頭を下げ、数十メートル先にある『かねもと』に向かった。しかし、後から男性も付いてくる。何気なく振ふり返ると、またにこっと爽さわやかに微笑まれた。

「私もそこの和菓子屋まで行くんです。荷物、持ちますよ」

「あ、いえ。申し訳ないですから」

　こちらが固辞するのを、大だい丈じよう夫ぶですよと半分持ってくれた。やや強ごう引いんだが、それが押し付けがましくない。

「『かねもと』か。評判がいいらしいですね。イートインできるので、せっかく仕事で近くまで来たついでに、ちょっとサボってお茶しようと思いまして」

　言って、いたずらっぽく笑う。

「中で食べられるんですね」

　宮ぐう司じの田中などからもらって、よくここの和菓子は食べるけれど、実際に店に入るのは初めてだ。

「あの、よろしければ、ご一いつ緒しよさせてもらえませんか。荷物を運んでいただいたお礼に、和菓子をご馳ち走そうします」

　甘味屋に入ることなど滅多にない。ここで出会ったのも何かの縁えんだと、思い切って声をかけてみた。男は慌てて「いやいやご馳走なんて」と首を振った。

「でも、ご一緒させていただくのはありがたいですね。こういう場所にサラリーマンが一人で入るっていうのは、何となく気き恥はずかしいもので」

　同じ年頃の男性として、それは理解できる。それでは、と二人で店に入った。『かねもと』は繁はん盛じようしていたが、喫きつ茶さスペースの客は少なく、すんなりと奥に通される。ショーケースの和菓子はもちろん、喫茶でしか味わえないメニューもあって、あれこれ迷ってしまった。

　注文した後、男は「摩ま見み」と名乗った。とある社の人事部で働いているのだという。

「すみません、今名めい刺しを切らしているんです。摩見というのは、名前じゃなくて苗みよう字じです。職場はここから、少し離はなれた場所なんですが。最近はなかなか、マッチングする人材がいなくてね。あちこち飛び回ってますよ」

　朝比もかつては人事部だった。そう言うと、話は盛り上がった。甘味を食べながら、互たがいに人事部の苦労話などをして、すっかり意気投合した。

「今は転職して、社長室で秘書のようなことをしてるんです」

「それはいいですね。秘書も人事の仕事と同じ、縁の下の力持ちですから」

　以前の仕事も嫌いやで辞やめたわけではなかったから、そういう風に言ってもらえるのは嬉うれしい。それでつい、今の仕事の話もしてしまった。

　朝比にしてみれば、他愛もない話だ。寮りようから通勤時間が徒歩数分だとか、社食が美味おいしいとか。社長が仕事場も部屋も片づけられず、掃除に苦労したことだとか。

　だが話しているうちに、段々と摩見の様子がおかしくなっていくことに気づいた。最初は相あい槌づちを打っていたのに、最後には黙だまって眉まゆをひそめている。

「あの……？」

「伊田さん、それはまずいですね。その職場、ブラックですよ」

「えっ」

　どこが、という気持ちだった。仕事は過か酷こくでもなんでもない。やり甲が斐いもある。休みだってちゃんとあるし、残業もない。　>>>♥

「でも残業はゼロと言いながら、終業後も社長とずっと一緒なんですよね。秘書業務というのは、雇こ用よう側もつい甘えて仕事以外のことでも、秘書に頼たよりがちになってしまうものなんです。休日に外に出るのが三カ月ぶりなんて、異常ですよ。それだけ仕事のことしか考えられなくなっている、ということです」

　唐とう突とつにまくし立てられて、ショックを受けた。それから次し第だいに腹が立ってくる。

「うちは、ブラックなんかじゃありません。掃除や社長の身の回りのお世話は、俺がやりたいからやってるんです」

「それが危険なんです」

　畳たたみかけるように、摩見が言った。

「先ほど少しお話をうかがっただけでも、あなたが社長を尊敬しているのがわかります。心しん酔すいしていると言ってもいい。なまじ職場の方たちとの関係がうまくいっていると、自分がブラック企き業ぎようにいると気づかないケースがあるんです。今の伊田さんはとても危険だ。このまま行くと自分を承しよう認にんしてもらいたいがために、社長からどんな無茶なことを言われても、聞いてしまうでしょう。たとえそれが、自分の身を危険にさらすことであっても」

　朝比は音を立てて席を立った。初対面の人に、どうしてここまで言われなければならないのか。ひどく不ふ愉ゆ快かいだった。

「うちの社長は、俺のためにならないことを要求する人ではありません。失礼します」

　ガサガサと荷物を提さげ、二人分のお茶代を置いて店を出た。

「待ってください、伊田さん」

　だが摩見はしつこく店の外まで付いてくる。走って去りたかったが、荷物が重くて逃にげられなかった。

「聞いてください。私はあなたが心配なんです」

「いい加減にしてください。何なんですか、あなた。宗教の勧かん誘ゆうか何かですか。私、すでに信じる神がいますんで、無む駄だですよ」

「わかってますよ、伊田朝比さん」

「え？」

　思わず足が止まった。お互いに苗字を名乗ったが、名前までは教えていなかったからだ。

（何なんだ、この人）

　不ふ安あんに駆かられて相手を窺うかがい見ると、摩見は眼鏡のブリッジを押し上げた。

「すみません。あなたのことは最初から、存じ上げておりました。あなたの上司、社長が大真名神様であることも」

　なぜ、大真名神の存在を知っているのか。

「あなたは、いったい……」

「驚おどろかせてしまったらすみません。私は、ここから数里離れた場所にある神社の神使です」

「人間じゃ、ない？」

　摩見は「はい」と微笑ほほえんだ。

「私はもともと妖あやかしでして、人の姿に化けるのが得意なのです。それで方々へ飛び回って、うちで働いてくれる人材を探したりするわけです」

　人事部というのは、噓うそではないんですよと言う。

「大真名神神社に、すごい素質のある人材が入った、という話は噂うわさで聞いてました。何だかんだいって、狭せまい業界ですからね。大真名神様はきっと、あなたの存在を見み逃のがさない。すぐに奥に連れて行かれてしまうだろうと、うちの主人が心配していたんです。そうしたら案の定、あなたは『世話係』というんでしたっけ？　そんな役職に就けられて、彼らの領域に連れ去られてしまった。ことは一刻を争うと、上司の命を受けて私が様子を見にきたのです」

「まるで拉ら致ち監かん禁きんされているような言い方ですが。私は望んで社長に仕えているんです」

　最初こそ強引だったが、今は幸運に感謝している。どうしてそんな風に言われなければならないのか。だがムッとする朝比に、摩見は気の毒そうな目をした。

「ああやはり、何も聞かされていないんですね。うちの上司の言った通りだ。何も知らされないまま、あなたは毎日のように大真名神様から気を搾さく取しゆされている」

「な、搾取って……」

「毎年、梅雨つゆの閑かん散さん期きになると大真名神様の力が弱まりますが、今年は繁はん忙ぼう期きにも増して力が充じゆう実じつしている。あなたのおかげでしょう。大真名神様が、夜ごとあなたから精液を絞しぼり取って、その身に入れているからだ」

「せ……って、ちょっと」

　こんな往来で、大きな声で言わないでほしい。近くに人がいないか見回したが、幸いにも通行人はいなかった。しかし摩見は気にした風もない。

「あなたは大真名神様から、気を取るためだと言って性的な行こう為いを強しいられている」

「そういう言い方はやめてください。それに、強いられてるわけじゃありません。自分で納なつ得とくしてしてるんです」

　内心では喜んでいる。しかしそんなことを、この胡う散さん臭くさい男に言うわけにはいかない。

「なるほど。大真名神様は、大変な美び丈じよう夫ふだと評判ですからね。同じ男でも、色っぽく迫せまられたら思わずふらっとしてしまうかもしれません。それに、三人の力ある神々を束ねているのですから、頼れる上司でもあるのでしょう。たとえば、プライベートな相談にも乗ってくれたり、欲しい言葉を欲しい時にくれたり」

　プライベートな相談、と聞いて、朝比は実家のことを思い浮うかべた。確かに、あの件から大真名神を慕したうようになった。居場所のなかった自分に、帰る場所を作ってくれた。でもだから、何だというのだろう。

「最初は、何気ないスキンシップから始まったのでは？　たとえば、さりげなく触さわったり、くっついたり。あとは……一いつ緒しよに出かけて少しずつ親密になったり」

　脳のう裏りに、初めて保養所に行った情景が思い浮かぶ。摩見はそれを、眼鏡の向こうからじっと見つめていた。

「段々と、距きよ離りが近いことに無む頓とん着ちやくになってくる。そんな時に、気を得るためだなどと言われたら？　真ま面じ目めなあなたのことだ、お役に立てるならと、その身を差し出してしまうでしょう」

　摩見はまるで、見てきたように言う。段々と気味が悪くなった。

「他人のあなたから、どう思われても結構です。俺は自分の意思で社長に仕えているんです」

　失礼します、と言って、荷物をガサガサと持ち直しながら踵きびすを返した。背中から、「待ってください」と摩見の声が聞こえたが、構わずケーブルカーの駅へ向かう。

「どうか聞いてください。あなたの命にかかわるんです」

　切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ねに、思わず足が止まってしまった。

「大真名神様は、もしかしたら私や主人が思っているような方ではないかもしれない。でも、今のあなたの立場は、あまりにも危あやうい。その身に危険が迫っているんです」

　必死な声だった。聞いてはいけないと思いつつ、命にかかわるという言葉に、ついつい振ふり返ってしまう。

「伊田朝比さん。あなたはまだ、ただ精を与あたえるだけで、大真名神様と本当の意味で契ちぎりを交かわしてはいない。そうでしょう？」

「契り……」

「最後までしているかどうか、ということです」

　意味はわかりますよね、と言われた。つまり、最後まで抱だかれているか否いなかということだ。

「何で、そんなこと」

「あなたが無事だからです。神と契ったが最後、あなたは文字通り、人としての生を終えることになる。その代わりに、あなたを抱いた大真名神様が強大な力を得るのです」

　ヒュッという音が聞こえた。それが、自分の息を吞のむ音だと少しして気づく。

「そんなの」

「信じられませんか？　でも、事実なんです」

　摩見が眼鏡のブリッジを押し上げて言う。朝比を見る目が、どこか痛ましそうだった。

「私は、大真名神様と直接の面識はありません。主あるじから聞いているだけです。もしかしたら、大真名神様はあなたの心酔する通り心優やさしい方で、朝比さんのことを考え、最初から契るつもりなどないのかもしれない。でもあの方は、あなたが思っている以上に危機に瀕ひんし、飢うえているのです」

「飢えて？　でも」

　もう梅雨を終え、参拝客も戻もどってきた。大真名神の体調も良くなっているというのに。

「気を得られないということは、想像以上に辛つらいことなのですよ。大真名神様はあなたが現れるまで、ずっと餓うえた状態だった。ずっと食べ物を与えられない状態が続き、あなたはそこにようやくやってきた贄にえなのです」

　夏の熱気の中、贄、という言葉だけが、ひやりと冷たく響ひびいた。

「今は、精を食べるだけで気がまぎれているかもしれない。けれどあなたと契れば、もう大真名神様はこの先もずっと、飢えることはなくなるのです。これはたとえ神といえども、抗あらがいがたい甘美な誘ゆう惑わくでしょう」

「でも、大真名神様は、無理やりに俺を奪うばったりはしません」

　心がざわめいている。けれど、これだけは断言できる。大真名神は優しい神だ。朝比を贄にしたりはしない。

「そうかもしれません。いえ、そうなのでしょう。あなたが今まで無事なことを考えれば。しかし、であればなおさら、大真名神様は大きな葛かつ藤とうの中にいることでしょう。あなたは人間で、いつでも自由にあの神社を出て行ける。あの方はいつ何時、糧かてを失うかもしれない不安にさらされているのです。あなたを食べてしまえば、そんな不安はなくなる。でもそうしてはいけない。例えるなら、飢えに苦しみ続けた狼おおかみが、美味おいしい肉を一口だけ食べてじっと残りを我が慢まんしている……今の大真名神様は、そうした状じよう況きようなのではないかと思うのですよ」

──可哀かわい想そうに。

　眼鏡の奥にある摩見の少し垂れた目が、痛ましそうに朝比を見つめていた。










　朝比が奥の院に戻ったのは、日が暮れかけてからのことだった。

　かさばる荷物を提さげ、とぼとぼと奥の院の屋や敷しきの門をくぐる。

「あ、朝比君」

「おかえりー」

　廊ろう下かを歩いていると、社長室の方から桔梗と蘇芳がパタパタと駆かけ寄ってきた。

「すごい荷物だね」

「街、楽しかった？」

　わらわらと纏まとわりついてくるチビっ子たちの姿を見ると、ホッとする。しかし、お土産みやげがあることを告げると、大はしゃぎで社長室に連れて行かれてしまった。

　すでに定時を過ぎていたが、社長室にはまだ大真名神が残っていた。二人に引っ張られるようにして現れた朝比に「お帰り」と言い、チビたちに向かっては「こら」と顔を引き締しめた。

「お前たち、また無理を言ったのか？　朝比は休きゆう暇か中なんだぞ」

「いえ、お土産を買ってきたので、お渡わたししようと思ったんです」

　朝比が慌あわてて弁解すると、桔梗と蘇芳も「無理言ってない」「仕事じゃないもん」と頰ほほを膨ふくらませた。

「久しぶりに買い物に出たら、あれこれ買ってしまって」

　買い物の袋ふくろを開け、自動車と電車のおもちゃを桔梗と蘇芳に渡した。幼児用のおもちゃだが、以前二人の居室に行った時、古びたお手玉やこま、ブリキのおもちゃなどがあった。どれも使いこんでいたのを、おもちゃ売り場の前を通りかかって思い出したのだ。

「すごい、最新のおもちゃだ」

「これ、俺たちがもらっていいの？」

　キラキラと目を輝かがやかせ、朝比が「もちろん」と答えると歓かん喜きの声を上げた。

「ありがとう、朝比君」

「ありがとう！　大事にする！」

　ものすごいはしゃぎようで、大真名神が「こら、部屋の中でバタバタするな」と叱しかるほどだった。高価なものではないのに、こんなに喜んでもらえると嬉うれしい。

「社長のぶんもありますよ」

　良かったな、とチビッ子たちに微笑ほほえむ大真名神に言うと、黒い耳がぴくっと跳はねた。

「なに？　それはありがたいが。そんなに気を遣つかうことはないんだぞ」

　いつもと変わらない態度で言うが、後ろで尻尾しつぽがぶんぶんと揺ゆれている。

「いえ、みんなのお土産を選ぶのが楽しくて。でも、そんなにいいものではないんです。おしゃれな収納雑貨があったので、お部屋で使ってもらおうと思って」

　期待に揺れる尾おを見て、実用品ではなく、もっとプレゼントらしいものを選べば良かったと後こう悔かいする。だが朝比がお土産を渡すと、大真名神は興味深そうに袋を開けた。

「おお。なるほど、これは洒落しやれているな。これなら私でも片づけられそうだ」

　ぶんぶんと尾が揺れていて、喜んでいるようだった。

「ありがとう。長いこと生きてきて、人に土産をもらったのは初めてかもしれないな」

　目元を和なごませて微笑む。大真名神の喜び様に、朝比も嬉しくなる。

　同時に、麓ふもとで出会った摩見の言葉が頭から離はなれなかった。

『伊田さん、私と一緒に来ませんか』

　困こん惑わくする朝比に、摩見はそう言った。

『私の主人は、決してあなたを糧になどしません。気を得るために性的な行こう為いを迫せまることもない。そんなことしなくてもうちは、人々の信しん仰こうだけで十分にやっていけますから。でも大真名神様の神社は違ちがう。今より信仰が減れば、あなたから得る気だけで賄まかなえなくなるかもしれない。そうなった時、あなたも大真名神様も苦しむでしょう。情が通じ合っていれば尚なお更さら。離れるなら、お互たがいのためにもできるだけ早い方がいいのです。今すぐ答えを出せとは言いません。よく考えてみてください』

　私に会いたければ、ショッピングモールの付近までいらしてください、と摩見は言い、駅に向かうバスに乗って去って行った。

　摩見の言うことを信じたくない。だが頭ごなしに否定するには、彼の言葉は具体的だった。

　奥の院に戻る道すがら、大真名神にこのことを話すべきかどうか迷った。だがもし、すべてが本当だったら。

　朝比を抱くことで、大真名神が大きな力を得ることができるのだとしたら。自分は、どうすればいいのだろう。

　大真名神は、朝比を贄にしたりはしない。まだ出会って三カ月だが、彼の優しさが上辺だけのものではないことは、わかっているつもりだ。

　そもそも、もし彼がその気なら、とっくの昔に朝比と契ちぎり、力を得ているはずだ。朝比は家族と縁えんが希き薄はくだし、もしまた父が連れ戻しに来たとしても、父を追い返した時に力を使ったように、いくらでも誤ご魔ま化かすことは可能だろう。

　だから、大真名神は朝比の命を進んで奪ったりはしない。でももし、今よりももっと大きな力が必要になったら。

　喉のどが渇かわいた相手の目の前に水を置いて、飲んではいけないと言う。こんな残ざん酷こくなことがあるだろうか。

　真実を知りたい。でも知るのが怖こわい。

「朝比、大だい丈じよう夫ぶか？　久々に出歩いて疲つかれたのだろう」

　大真名神の声に、ハッと我に返った。いつの間にか、物思いに沈しずんでいたようだ。朝比はかぶりを振ふって笑え顔がおを作った。

「いえ、楽しかったですし、リフレッシュできました。ところであの、今日これからなんですけど……食事をご一いつ緒しよさせていただけませんか」

　大真名神とは週に何度も食事を一緒にするけれど、はっきりと朝比から誘さそったのは初めてだった。本当は毎日でも一緒にいたいのだが、二人で夕食を食べた後は一緒に寝ねるのが暗あん黙もくの了りよう解かいのようになっていたから、恥はずかしくて誘えなかった。

　勇気を奮って言うと、大真名神は一いつ瞬しゆん、驚おどろいた顔をした。何度か目を瞬しばたたかせてから、真っ赤になる朝比を見て微笑む。それは先ほどの優やさしい笑みとは違い、どこか艶なまめいて見えた。

「そうだな、せっかくの休みだ。温泉にでも行くか」

　桔梗と蘇芳がすかさず「温泉まんじゅう」「温泉たまご」と声を上げる。

「お前たち、土産をもらったばかりだろう。それに先週、二人で温泉に行っていたじゃないか」

　大真名神は呆あきれていたが、二人はお土産お土産、と騒さわいでいた。

　朝比は自分の買い物の荷物を部屋に置き、『かねもと』で買った和わ菓が子しを神様たちの各部屋に配ると、大真名神と温泉に出かけた。

　温泉地はいつの間にか秋になっていた。今日は湯に浸つかる頃ころになっても暗くはならず、二人で露ろ天てん風ぶ呂ろから紅葉を眺ながめることができた。

　温泉地の気候や時間はどうなっているのか、不思議に思って尋たずねると、

「あまり法則はないようだな。保養所を管理する遊ゆ行ぎよう方の小こ鬼おにたちが、客を飽あきさせないように、色々と季節や時間を変えているようだ」

　ということだった。今までのは演出だったのだと感心する。それでもまた、夕食を食べる頃には夜が更ふけた。

　食事を終え、二人で艶めいた布ふ団とんに入る。男二人はゆうに眠ねむれる大きな布団だが、この頃は何もしなくても互いの身体からだが近くにある。

　当然のように大真名神が軽いキスをして、朝比はそれを受けながら「あの」と意を決して口を開いた。

「……どうした？」

　キスを止やめた大真名神が、甘い表情で覗のぞき込んでくる。髪かみを撫なでられ、言葉に詰つまった。

　二人きりになって、摩見から聞いたことを話そうと思った。なのに、いざとなると勇気が出ない。

「あの」

　口を開きかけて、摩見の痛ましげな表情が脳のう裏りによみがえった。思わずギュッと目をつぶる。

「朝比？」

「……社長、俺を抱だいてくれませんか」

　逃にげてしまった。自分の口から出た言葉に、そう思った。

　恐おそる恐る目を開けると、大真名神がいつになく険しい表情で、こちらを見ている。

「どうした、急に。何かあったのか」

　真っ直すぐ射い貫ぬくような視線に、朝比はふっと目を逸そらしてしまう。

「恥ずかしがりのお前が、自分から抱いてくれなどと。そういえば、帰ってきた時から、何やら憂うれい顔だったな。誰だれかから、何か言われたのか」

　鋭するどい。それに大真名神は朝比をよく見ている。だが険しい顔で問い質ただされて、朝比は摩見のことを話すのが怖くなってしまった。

「別に、誰にも。……ただ、いつも俺ばかり気持ちいいし、それで……」

　しどろもどろに言い訳する。それで納なつ得とくしたわけではないのだろうが、大真名神はため息をついて表情を和やわらげた。

「そんなことを、お前が気に病やむことはない。私がこれをするのは、お前から力をもらうためであって、快楽を得るためではないのだから」

　大真名神にしてみれば、気き遣づかいの言葉だったのだろう。だが朝比はそれを聞いた途と端たん、とても悲しい気持ちになった。

　わかっていたことだ。朝比が大真名神に向けた思し慕ぼは一方的で、大真名神の行為に特別な感情はない。

　大真名神は朝比に優しいけれど、それも朝比に限ったことではない。彼は誰に対しても慈じ悲ひ深いのだ。

「抱いてはもらえないのでしょうか」

　摩見のことを忘れて、自分の思いを口にした。

「では聞くが、お前はなぜ私に抱かれようと言うのだ。快楽を得るためか？」

「ち、違います」

　それは違う。むきになって相手を見返した。だが大真名神は、本気で口にしたわけではないようだ。さもあらん、というようにうなずく。

「ではなぜだ」

「それは……」

　本当のことを知りたくて、試ためすような質問をした。だがそれだけではない。抱いてもらえないかと言ったのは、朝比自身にそうした願望があったからだ。

　ただ力を得るためだけに触ふれ合うのではなく、自分が大真名神に恋れん情じようを抱いだいているように、大真名神にも愛されたかった。だがそれは、身の程ほど知らずの感情だ。それにたった今、大真名神から行為は「力を得るためだ」と断言されてしまった。

「俺は、ただ……社長のお役に立ちたくて」

　好きだから、などとはとても口にできない。

　逃げるように口にした言葉に、大真名神は再びため息をつく。どこか落らく胆たんしたように見えた。

「ならば、何があろうと私はお前を抱くわけにはいかない。人ひと身み御ご供くうのようにその身を差し出されて、喜ぶと思うか？」

　人身御供、という単語にギクリとする。だが、大真名神の言う通りだ。役に立ちたいから抱いてくれと言われて、彼が喜ぶわけがない。

「……申し訳、ありません」

　抱いてくれなどと、口にするべきではなかった。臆おく病びようで浅はかな自分が嫌いやになる。

　うつむいて謝る朝比に、答えはなかった。大真名神を怒おこらせてしまった。そう思った時、隣となりから「朝比」と呼ばれた。

　びくっと身を震ふるわせると、横からしなやかな指が伸のびてきて、朝比の頰ほほを撫でた。振り仰あおぐと、大真名神が優しい目でこちらを見つめている。

「そんな顔をするな。叱しかっているわけではない。お前の気持ちは嬉うれしい」

　だがな、と子供に諭さとすように続ける。

「己おのれを犠ぎ牲せいにしてまで、尽つくしてもらいたいとは思わない。私はこの土地を守る神だ。ここで生きる者たちには、みな幸せになってもらいたい。それは世話係だとて例外ではない」

「俺はもう、幸せです」

　大真名神に出会い、居場所をもらった。ここで大真名神に尽くすことが生き甲が斐いなのだ。だがそう言うと、大真名神は少し寂さみしそうな顔をする。

「わかっている。だが、もっとだ。ただ私に仕えること、誰かの役に立つことだけに喜びを見み出いだすのではなく、自分自身の喜びを見つけてほしい。お前はこれまで、家族の縁えんが薄うすかった。だがこれから恋こいをして、子をもうけ、新しい家族を作ることもできる。そうやって己の生をめいっぱい、楽しんでほしいのだ。人の寿じゆ命みようとは、我々に比べればうんと短いものなのだから」

　朝比はその言葉にハッとして、大真名神を見つめ返した。

　人と神とは、理ことわりの違ちがう存在だ。朝比の寿命はあと数十年しかないが、大真名神はその後も長い時を生き続ける。

　わかっていたはずなのに、本当の意味ではわかっていなかった。

　よしんば大真名神が朝比と同じ思いを抱いてくれて、二人が結ばれたとしても、朝比は先に死んでしまう。

　摩見の言うことがすべて真実で、朝比が贄にえとしてその身を差し出したとしたら、大真名神はこの先ずっと、朝比を犠牲にした苦い記き憶おくを背負って生き続けなければならないのだ。

　どうしたって、永久に一緒にはいられないのだ。自分は先に死んで、大真名神だけが生きる。

　そのことに思い至った途端、涙なみだが溢あふれた。

「どうした、朝比」

　ぼろぼろと涙を零こぼす朝比の肩かたを、大真名神が抱だき寄せる。

「これまでに何人もの世話係がいた。事務的な付き合いしかなかった者もいれば、神と人という垣かき根ねを越こえて心を通わせた者もいる。だが別れの時はみな悲しかった」

　大真名神の表情も声も、いつもと変わらず穏おだやかだった。

「だからこそ、お前には人としての生をまっとうしてほしい。我々に比べれば短くても、お前の生が最期まで幸せだったなら、悲しくてもお前をきちんと見送ることができる」

　そうやって、彼は今までも人を見送ってきたのだ。

「俺は一生、社長にお仕えします。仕事だけじゃなくて、プライベートももっと充じゆう実じつさせて。彼女も作ります。それで最期に、あなたに出会えて良かったって思うんです」

　語ご尾びが震えて、嗚お咽えつが漏もれた。本当は彼女なんて作りたくない。家族なんていらない。大真名神だけがほしい。

　でもそれは、大真名神の望むことではない。

「お願いです。どうか、どうかこれからも、おそばにいさせてください」

　語尾が震えて、嗚咽が漏れた。くしゃくしゃに顔を歪ませる朝比に、大真名神は優やさしく笑う。たまらなくなって、朝比は大真名神の胸に縋りついた。

「今でも幸せです。でも、もっと幸せになるから。だから、これからもずっと、そばにいさせてください」

　逞たくましい腕うでが、朝比を抱きしめてくれた。とても温かい。

「ああ。これからも一いつ緒しよにいてくれ」　>>>♥

　その夜、朝比は思うさま泣いた。沢たく山さん泣いて、疲つかれて眠ねむるまで、大真名神は朝比を抱きしめ、その背中を撫なで続けてくれた。










　週末、自室の前の庭をいじっていたら、八兎がひょっこりと顔を出した。

「何植えてんの？」

　今日も八兎は黒っぽい着流し姿だ。首にはごつごつしたシルバーアクセサリーを下げていて、相変わらず縁えん日にちに来たヤンキーにしか見えない。

「じゃがいもです。初心者でも簡単だって、玉季様が種イモを分けてくださって」

　自室の前にスペースをもらって、玉季に教えてもらいながら家庭菜園を始めることにした。

「俺、無む趣しゆ味みなんですよね。学生時代は勉強ばかりで、就職してからは仕事ばかりだったし。ここの業務はそれほど忙いそがしくないので、もう少しプライベートの時間を充実させようと思って」

「それで家庭菜園？　もうちょっと若者らしい趣味はないのかよ」

「いいじゃないですか、家庭菜園。育てたら食べられますし」

　八兎は「まあ、そうだけどさ」と気のない返事をして、

「あ、先日はうちにまでお土産みやげありがとな。美味うまかったよ」

　和わ菓が子しの礼を言った。あの時は八兎が不在だったので、彼の神使に渡わたしたのだ。適当に見えて、こういうところは礼れい儀ぎ正しい。

　八兎は「俺にも植えさせて」と種イモを取り、朝比の隣にしゃがみ込んで土をいじり始めた。やっぱり彼も土いじりが好きらしい。

「しかし、朝比も律りち儀ぎだねえ。せっかくの休日に、俺たちの土産まで買ってくるしさ。買い物だけじゃなくて、もっと遊びに行けばいいのに。実家に帰省……は、しないか」

　失言した、というように八兎が口をつぐむから、朝比も苦く笑しようする。

「そうですね。やっぱり帰りにくいです。いつかはちゃんと帰省しようと思ってますけど」

　今はまだ、帰りたくない。あれから戻もどってこいとは言われないが、実家に帰省して何かに巻き込まれるのは嫌だった。今は家のことより先に、考えることがある。

「じゃあ、友達と旅行に行くとか。ここは神と妖あやかしばっかりだろ。もうちょっと同じ人間とも交流した方がいいんじゃないの」

　その口調は朝比を案じていて、教師が「もう少し、同年代の子と遊んだ方がいいんじゃないか」というような声だったから、朝比はくすっと笑ってしまった。

「学生時代の友達や、元同どう僚りようはみんな離はなれた場所にいますし、もともと年に一度会うか会わないかって程度だったんですよ。あ、でも、社務所の人たちとは飲み会をやりましたよ。社務所でですけど」

　奥の院で働いていると、社務所には滅めつ多たに行く機会がないので、なかなか職員の人たちと交流を深める機会がない。それでも二回ほど社務所の飲み会に誘さそわれて行った。人数も少なく、年代もまちまちだったが、楽しかった。

「それ、お前の新しん歓かんと、こないだの暑しよ気き払ばらいだろ。そうじゃなくて、もうちょっと何ていうか、若人わこうどらしく合コンとか合コンとかさあ」

　言いながら虚むなしくなったのか、八兎は「はあ」と大げさなため息をつく。

「朝比はさ、めちゃくちゃ奥の院に馴な染じんでるよな。いや、悪いことじゃない。いいことなんだけど」

「馴染んでますか？　ここは三食でますし、電源は使えませんけどインフラはしっかりしていて、すごく住みやすいですからね」

　徒歩圏けん内ないに温泉付きの保養所まである。もともとあまり人付き合いが得意ではなく、学生時代は家と学校、社会人になってからは家と会社の往復ばかりだった。

　合コンにも行ったことはない。誘われることもあったが、自分がそこで彼女を見つけられるとはとても思えず、いつも断っていた。

　そう考えてみると、自分はつまらない人間だなと思う。それで別に毎日がつまらないと思ったこともなく、自分ではそれなりに充実していたつもりだったのだが、端はたから見たら、充実した人生だとは言い難がたいのかもしれない。

「まあね、ここは住みやすいよ。別名『桃とう源げん郷きよう』だからさ」

「桃源郷……理想郷？」

「そうそう。『かくれ里』とも言うのかな。まあ、巫の気を持つ人間なら、勝手に行き来できるんだけどさ。ここに来た人間はみんな、最初のうちは大はしゃぎすんのよ。食べ物にも困らないし、便利だし。上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんで、食べたい物も食べたいだけ出て来る。気候も穏やかなのに、ちゃんと四季はあるし」

　朝比はじゃがいもの種イモを植えながらうなずいた。文明に慣らされた現代人の朝比でもそう思うのだから、今よりうんと不便な生活をしていた昔の人にとっては、まさに理想郷だったのだろう。

「いいところなんだよ、本当に。けどさ、どんなにいいところでも、三カ月もすると人間はみんな、帰りたいって思うようになるらしいんだわ。何だかんだ言って、ここは異界で異質だから。普ふ通つうの感覚だったら気味の悪い現象ばっかりだし、そもそも身体からだに馴染まないんだろうな」

　みんな里心がついて、人の世界に帰りたいと言い出すらしい。

「こっちに来る前は、人間社会との関かかわりが薄うすい奴やつや、はみ出して生きてた奴でもみんな。それで別に、こっちも監かん禁きんしてるわけじゃないから、望む通りに帰すんだけど。またこっちに戻って住みたいって奴は、誰だれもいないんだよね」

　かくして世話係は奥の院の外に社を作り、そこから神に仕えるようになったという。それが今の大真名神神社の始まりだそうだ。

「そういうものなんですかね」

　ここを出て麓ふもとに住みたい、社務所で仕事をしたいと言えば、大真名神は許してくれるだろう。

　彼は決して、朝比を束そく縛ばくしない。神社を出て別の場所で働きたいと言っても、引きとめられない気がする。

　自分が力を失い苦しむよりも、あとたかだか数十年で死んでしまう、朝比が幸せに生きることを考えているのだから。

　あの夜、大真名神の胸の中で泣きじゃくり、泣き疲れていつの間にか眠ってしまった。朝起きるといつの間にか布ふ団とんに入っていて、頭の下には大真名神の腕があった。腕うで枕まくらなんて生まれて初めてだ。

　いつもの通り、朝食を食べて帰った。けれど、あれから大真名神は朝比を寝しん室しつに呼んでくれない。夏に入って参拝客も増え、必要なくなっただけかもしれない。

　だがどうもあの夜から、大真名神は朝比にどこか遠えん慮りよしているように思えてならないのだ。

　朝比が役に立ちたい、抱だいてくれなどと思い詰つめたことを言ったから、大真名神はこれ以上、朝比が自己犠ぎ牲せいの精神を発揮しないようにと、遠慮しているのかもしれない。

　この先もずっと呼んでもらえないのではないか、閑かん散さん期きを迎むかえた大真名神がまた体調を崩くずすのではないか、それが不安で心配だった。

「俺は今のところ、麓に引っ越こしたいとは思いませんけど。出入りは自由ですし」

「それが不思議なんだよな。まあ、ここに住み込みで働いてくれてた方が、こっちもありがたいけど。社長室の掃そう除じとか、社長の部屋の掃除とか」

　植えた種イモに土を被かぶせながら、八兎は大真名神の汚お部屋に、いかに苦労させられていたかを語った。

「だから朝比が来てくれて、ここに居着いてくれて、本当に助かってるんだよ。社長と何があったかわかんないけどさ。これからも一緒にいてやって」

　朝比はびっくりして隣となりを向いた。

「どうして、何かあったってわかるんですか」

　保養所での出来事から数日、朝比は普通に振ふる舞まっているつもりだった。大真名神だって、朝比に対して少し優やさしすぎることはあるけれど、それは朝比にしかわからない、微び妙みような変化だと思っていた。

「うーん。何ていうか、朝比はしょんぼりしてるし、社長は色々考えこんでるみたいだからさ」

　自分のことはともかく、大真名神の変化には気づかなかった。

「ま、俺は付き合い長いってだけだよ。尻尾しつぽの揺ゆれ具合とか、耳の垂れ具合なんか、長年見てればわかるようになるから」

　秘書失格だ、と落ち込んでいると、八兎が取りなすように言った。

「だからこれからも、末永くよろしくってこと」

　ね、と覗のぞき込む八兎に、朝比はうなずく。

「八兎様。お尋たずねしたいことがあるんです」

　真顔で切り出す朝比に八兎はきょとんと眼めを見開き、それからニヤッと妙みような笑えみを浮うかべた。

「なに、エロいこと？」

　無言のまま睨にらむと、「怖こわいなー」とぼやく。朝比は構わず続けた。

「閑散期の間、大真名神様が俺から気を得ていることはご存知ですよね。その方法も」

　朝比が真しん剣けんだとわかったのだろう。八兎は茶化すことはせず、「あー、まあ」と曖あい昧まいに答えて、ぼりぼりと頭を搔かいた。

「一時に気を取りこむ方法は限られてるからな。朝比は頻ひん繁ぱんに、社長の寝室で寝ね泊とまりしてるみたいだし」

「はい。でも今、俺からたくさん気を得たとしても、今のままではまた足りなくなってしまうんですよね。定期的に、俺から摂せつ取しゆするしかない」

　人々の信しん仰こうは減る一方だ。この先も劇的に増えることはない。もしかしたら、神社のみんなの努力の甲か斐いあって、いつかは増えるかもしれない。けれどその時までに、朝比が生きているかどうか。

「朝比は何が知りたいわけ？」

　八兎は、いつになく真ま面じ目めな顔になる。

「神様が気を得る方法は、もっと他ほかにないのでしょうか。もっと永続的に、人間の一生のような短い期間ではなく、ずっと安定的に力を得る方法は」

　摩見が言っていたことは本当なのか。まだ謎なぞのままだ。大真名神にも、結局は打ち明けないまま今日まで来てしまった。

「……社長から、何か聞いた？」

　八兎は、朝比の真意を探さぐるように目を細めた。

「いえ」

「そう。ならダメ。俺からは、何も言えない」

　きっぱり言い、両手の人差し指で口にバツを作る。

「聞きたいんなら、社長に聞きな。朝比は社長の世話係だ。俺からは言えない」

　それから左ひだり腕うでの手首を見て時間を確かく認にんする仕草をし、「あっ、もうこんな時間」とわざとらしく叫さけんだ。その手には時計などしていなかったが。

「午後から玉季と、温泉に行く約束してたんだ。じゃっ、またな」

　言うなり、そそくさと去って行く。朝比はそれを見送って、ため息をついた。

　八兎が教えてくれないなら、他の神様たちも無理だろう。みんな好き勝手に生きているように見えるが、大真名神を中心に結束は固い。

　本当は、大真名神にすべてを打ち明け、真実を聞くのが正しいのだろう。

　けれどもし摩見が言っていたことが真実なら、大真名神はもう、そのことを朝比に教えてはくれない気がする。

　もし朝比が知れば、その身を捧ささげると言い出しかねないからだ。

（だって、俺はすぐに死んでしまうから）

　朝比が死んだ後も、大真名神に気を与あたえられるだけの世話係が見つかればいい。だがここ二百年は不在だったというのだ。そう簡単に見つかるとは思えない。

　自分が死んだらまた糧かてを失い、大真名神が苦しむ。もしかしたらずっと世話係が見つからないままかもしれない。そうなれば大真名神は飢うえて苦しんで、長い長い時間をかけて死んでいく。

　そのことを想像して、朝比は怖くなった。自分が死ぬよりもずっと、恐おそろしいことだった。

　だから朝比は、真実が知りたいと強く思うようになった。摩見に話を聞いた時は、ただ胡う散さん臭くさく不信が募つのるばかりだったが、大真名神を救うすべがあるなら、それを知りたい。

　朝比だとて、無条件に身体を差し出そうとは思っていない。死にたいわけではないのだ。そもそも朝比がその気になっても、大真名神が承しよう諾だくしてくれないだろう。

　あの夜に言われた通り、朝比自身が幸せになって、生をまっとうする。その上で、たとえば死ぬ前に、大真名神の糧にしてもらえないだろうか。

　そんなことを考えたが、年老いた自分では契ちぎりなど交かわしてもらえないだろうかと、また別のことが心配になった。

　贄にえになるとは、大真名神が力を得るにはどうすればいいのか。契りを交わすとは具体的に、どういうことなのか。それを知らなければならない。

　それで、八兎に聞いてみたのだが、はかばかしい答えは得られなかった。あとは、摩見に聞くしかない。

「でもその前に、まずは目先のことだ」

　じゃがいもを植えながら、一人呟つぶやく。

　その日の夕方、朝比は久しぶりに自室の台所に立った。今までほとんど賄まかない方に食事を頼たのんでいて、お茶やコーヒーを淹いれるのがせいぜいだった。

　賄い方と玉季の菜園から分けてもらった食材で、簡単なつまみを作る。出来上がったつまみと、これも賄い方からもらってきた冷酒を盆ぼんに載のせ、朝比は大真名神の居室を訪ねた。

　あの夜以降、大真名神の居室を訪ねるのは初めてだ。しかも今日は約束もしていない。追い返されたらどうしようと、襖ふすまの前に立って急に不安になった。

「──誰だれかいるのか？」

　ためらっていると、中から大真名神の声が聞こえた。

「その気配、朝比か」

「はい。あの、中に入ってもいいでしょうか」

　嫌いやだと言われることを想像して、足が震ふるえる。だが大真名神はすんなりと「どうぞ。入りなさい」と応じた。盆を置いて襖を開ける。

「失礼します。突とつ然ぜんすみません」

　大真名神は広い座ざ敷しきの隅すみで、座ざ布ぶ団とんを枕まくらに本を読んでいた。朝比が入ってくると、起き上がって本を閉じる。

「いや。どうした？　今日は休きゆう暇かだっただろう」

「はい」

　廊ろう下かに置いておいた盆を出そうとして、ぐるりと部屋を見回す。

「……汚きたないですね」

　思わず呟いてしまった。先週、この部屋を訪おとずれた時はもっと綺き麗れいだった。ちゃんと掃そう除じが身に付いているのだなと、嬉うれしく思ったのに。

　たったの一週間足らずで、部屋には物が散乱していた。立派な書しよ架かがあるのに、本は出しっぱなし、着物があちこちに脱ぬぎ捨てられ、徳とつく利りと杯さかずきが転がっている。厨くりやの備品だ。放ほうっておいたらまた、賄い方から嘆願がくるのに。

　朝比の指し摘てきに、黒い耳がびくっと震えた。気まずそうに目が逸そらされる。

「む……明日あした片づけようと思っていたのだ」

「それは永遠に片づけない、と同義ですよ」

　一いつ緒しよに掃除をしましょう、と畳たたみかけると、大真名神は耳を水平に寝ねかせながらも、渋しぶ々しぶと従った。

「そう言うほど、汚よごれているわけではないと思うんだがな」

　ぶつぶつ言っている。それでも朝比に倣ならって、黙もく々もくと片づけた。

　最後に掃除をしてからさほど日が経たってなかったので、部屋は小一時間ほどですっかり綺麗になった。

「お疲つかれ様さまでした」

　部屋の手水ちようずを借りて手を洗い、廊下に置きっぱなしだった盆を運ぶ。被かぶせておいた布ふ巾きんを取って、大真名神の前に出した。

「美味うまそうだな。だが、賄い方が出すあてとは違ちがうようだ。お前が作ったのか」

　賄い方の料理は和食が主だ。それで今日はあえて、チーズやアボカドを使って、洋風のつまみを作ってみた。

「はい。社長と仲直りの酒盛りをしようと思いまして」

「仲直り？」

　怪け訝げんな顔をする大真名神の前に、「まずは」と、盃さかずきを差し出す。朝比は徳利を手にした。掃除をしていてだいぶ時間が経ってしまったが、賄い方から借りた冷酒用の徳利はひんやりと冷たいままだ。

「先日の保養所でのことです。俺がその……抱だいてくれとか、おかしなことを言って、社長を困らせてしまったでしょう」

　改めて口にすると恥はずかしい。よくも抱いてなどと言えたものだ。モゴモゴと口にすると、大真名神は笑った。

「おかしなことではないさ」

「でも、社長を困らせてしまいました。だからあれから、呼んでもらえないのかと思って。八兎様が、社長は最近何か考えこんでると仰おつしやってましたし。俺が困らせてるんでしょう。前みたいに、俺から力を取ってください。一緒に寝て、膝ひざ枕まくらもして。俺は何も、自己犠ぎ牲せいの精神で言ってるんじゃないんです。それをわかっていただきたくて。大真名神様と一緒にいるのが楽しいんです。気を取るのだって……気持ちいいし……」

　何を言ってるんだろう。必死に言い募るあまり、だんだんと自分でも話の終着点がわからなくなってきた。

　大真名神はしかし、そんな朝比を見ておかしそうにくすっと笑いを漏もらす。

「そうか。お前にあれこれ考えさせていたのだな」

　呟くと、盃を置いて「朝比、こちらに来てくれ」と手招きした。言われるまま近づくと、隣となりに座るように言われる。大真名神のそばに腰こしを下ろした途と端たん、腕が肩かたに回され引き寄せられた。

「ありがとう、朝比」

「しゃ、社長？」

「お前を呼ばなかったのは、気まずかったからではない。単に梅雨つゆが明けて、参拝が戻もどってきたからだ。確かに考え事はしていたが。お前のせいではないよ。だが、お前に無用な心配をかけてしまったな」

　では、朝比の杞き憂ゆうだったのか。ホッとして、身体からだの力が抜ぬけた。そんな朝比に、大真名神はやはり笑った。

「そうだ、せっかく作ってきてくれたのだ。つまみを食べようか。朝比、食べさせてくれ」

「え？」

　食べさせる、という意味がわからなくて、きょとんと目を見開く。大真名神はいたずらっぽい表情を浮うかべて、大きく口を開いてみせた。

「あ……」

　そういうことかと理解したが、恥ずかしい。だいたい、自分で食べればいいのに。

「ん？　食べさせてくれないのか」

　モジモジしていると、大真名神は言って、わざと耳を垂れた。

「わ、わかりましたよ」

　つまみをフォークで取り、大真名神の口に入れる。すぐ間近にちろりと赤い舌が覗のぞいて、妙みようにどぎまぎした。

「うん、美味い。冷や酒によく合うな」

　満足そうに言い、朝比の手からフォークを取る。今度は自分で取って、朝比の口元に寄せた。

「ほら」

　目元が笑っているから、朝比の反応を見て楽しんでいるのだとわかる。軽く睨にらみながら、ぱくりとつまみを食べた。

「楽しいな」

「……俺は恥ずかしいです」

　ぼそりと言うと、大真名神は口を開けて笑った。

「そうだな。お前は恥ずかしがりやだ。年のわりに初心うぶだし、何でもその薄うすい胸の内に溜ため込みそうだ」

　言いながら、トン、と朝比の胸を突つく。

「もっとたくさん、表に出すといい。嫌なことは嫌だと言えるようになれば、私も安心できる」

「安心？」

　そんなに不安にさせていたのだろうか。申し訳なく思って瞳ひとみを揺ゆらすと、大真名神は苦く笑しようして、それから唐とう突とつに、朝比の唇くちびるに軽く口づけした。

「なっ」

「お前が嫌なものは嫌だと言えれば、安心して手を出せるというものだ。お前が嫌がらなければ、パワハラやセクハラにはならないからな」

「手って……」

　気を取るためなのに。でもやっぱり、大真名神には気を遣つかわせていたのだ。彼の言うとおりだ。きちんと意見を言えなければ、大真名神だって安心して気を取りこめないだろう。

「嫌なことは、ちゃんと言いますよ。だから社長も、変な遠えん慮りよはしないでください。あと、年のわりに初心っていうのは余計です」

　張り切って意見を言うと、大真名神はちょっと眉まゆ尻じりを引き下げてため息をついた。しょうがないなあ、というような顔だ。それから朝比の額を、ピンと軽く弾はじく。

「いたっ」

「色気のないことだな。それが初心だと言うのだが。まあいい。ゆっくり行くさ」

　後半は独り言のように呟つぶやく。何をゆっくり行くのか、よく意味がわからなかった。だがそれはどういう意味だと尋たずねたりしたら、また色気がないとか初心だとか言われそうな気がする。

「俺だって、色気くらい……」

「ほう。では次の閑かん散さん期きには、せいぜいお前の色気で私をたぶらかしてもらおうかな」

　ブツブツ口の中で言っていると、大真名神が楽しそうに尾おを揺らす。

「た、たぶらかすって……」

「そうしたらお前にも、たくさん気持ちいいことをしてやろう」

　笑う大真名神の目には、艶なまめいた色があって胸が高鳴った。

「そ、そういうことを言うのは、セクハラです」

　抗こう議ぎをすると、黒い尾がさらに揺れる。今日の大真名神は機き嫌げんが良さそうで、でもちょっと意地悪だ。

　でもその意地悪が、朝比は嫌いやではないのだった。







　　　　七




　数日後、朝比は再び夏季休きゆう暇かを取った。

「一日だけか？　もっとまとめて休んでもいいんだぞ」

　午前の社長室、出された休暇の申しん請せい書しよを見て、大真名神は心配そうに言った。

「人間は、長い休みに旅行に行ったりするんだろう」

「そういう人もいますが。俺はどちらかというと引きこもりなんです。外に出るより、家で掃そう除じをしていた方が気が休まるというか」

　大真名神は「掃除か」と呟き、変わってるな、という顔をした。

「まあ、お前がいいならいいんだが」

「旅行はいつか、ゆっくりプランを練って行ってみます」

　すると、墨すみを磨すったり書き付けを綴とじたりしていた桔梗と蘇芳が、同時にぱっと顔を上げる。

「旅行、ぼくも行きたい！」

「俺も！　ぐあむ行きたい！」

　ぐあむぐあむ、と呪じゆ文もんを唱え始めた二人に、大真名神は「そのうちな」と、いささかげんなりして答えた。

　朝比は、果たして神様や神使は飛行機に乗れるのだろうか、と考えながら、行けるのならみんなで行ってみたいとも思う。

「でも、明日あしたはまた麓ふもとまで下りるので、また『かねもと』でお土産みやげを買ってきますね」

　言った途端、チビッ子二人はぐあむの呪文をぴたっと止めて、きゃーっと歓かん声せいを上げる。

「お土産！」

「いっぱい！」

　今度はお土産お土産、と騒さわぐ二人に、大真名神は「こら」と叱しかった。

「後こう輩はいにたかるな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。出かけるついでですし、俺も食べたいから」

「ショッピングモールに行くのか？」

　何気ない問いかけに、朝比は思わずぎくりと肩を揺らした。

「は、はい。あと、図書館も」

　視線をどこに合わせていいのかわからなくなり、不自然さをごまかすために下を向いた。

　休暇を取ったのは、摩見に会うためだ。土日でも良かったが、社務所の人たちと会う可能性もあり、平日に行くことにした。

　摩見に会って、もう一度話がしたい。摩見が言う、契ちぎりを交かわすと命が失われるというのは、本当なのか。

　神様たちに比べれば短いとはいえ、まだ朝比の寿じゆ命みようは順当に行けば何十年かある。それまでに神様の糧かてとなる気のことや、自分の持つ巫かんなぎの気、資質を持つ世話係のことを調べ、よく知りたい。

　そして、朝比がいなくなった後も大真名神が困ることのない、何かいい方法を見つけたいと思っていた。

　ただ、大真名神が話さないことを、こっそり聞きに行くのは後ろめたかった。そもそも摩見は朝比を、言うなればヘッドハンティングしようとしている男だ。その男の話を聞きに行くといったら心配するだろう。

　話は聞くが、もちろん引き抜ぬきの話は断るつもりだ。

　もしも本当に、損得抜きで朝比の心配をしてくれていたのなら申し訳ない。でも朝比は、大真名神に一生仕えると決めた。

　彼のそばでなければ幸せになれない。女性と結けつ婚こんしたり、大真名神の言っていたように子孫を残して生をまっとうすることはできないかもしれないが、それでも彼のそばにいるのが自分の幸せなのだ。

　自分も、そして大真名神も、平へい穏おんに幸せに過ごせるよう、できることをする。そのための知識を得るために、摩見に会うのだ。

（摩見さんのこと、社長にもちゃんと言おう）

　大真名神にずっと隠かくしごとをするのは苦しい。摩見に話を聞いたら、すべて打ち明けようと思った。

　翌日、朝比は出かける前に社長室に寄ろうとして、社長室の手前の廊ろう下かで大真名神に出会った。

「今から出かけるのか」

　大真名神もまた、ちょうど朝比の部屋に向かおうとしているところだったらしい。

「これを渡わたしておこうと思ってな」

　言って着物の袂たもとから取り出したのは、二連の小さな鈴すずだった。コロコロと丸い赤と青の鈴で、サクランボのように紐ひもで繫つながっている。

「買い物に出るなら、これを持っていきなさい」

　大真名神が差し出すと、鈴は朝比の前でちりんりん、と可愛かわいらしい音を立てた。

「これは？」

「防犯ベルだ。暗くなると、ケーブルカーの駅前は人通りが少なくなる。痴ち漢かん避よけだ」

「痴漢避け……」

　三十前の男が、そうそう痴漢に遭あうとは思い難がたいが、確かに最近の世の中は何かと物ぶつ騒そうだ。

　朝比は礼を言って受け取り、斜ななめがけの鞄かばんのベルトに結んだ。

「俺もちょうど、社長室に用があったんです。帰りに『かねもと』に寄るんですが、社長と、桔梗さんと蘇芳さんは何が食べたいかなって思って」

　麓の和わ菓が子し店は品しな揃ぞろえが豊富だ。見た目の美しい練り切りから、定番の最も中なかや饅まん頭じゆう、串くし団子もある。三人とも好みが違ちがうようなので、せっかくだからリクエストを聞きに来たのだ。

「そうか。だが生憎あいにく、今日は二人とも休暇を取っていてな。ここにはいないのだ」

　昨日はそんな話はしていなかったが、なるほど、大真名神の後ろにある社長室はしんと静まりかえっている。いつもなら、二人の賑にぎやかな声が聞こえているはずだ。

「みんな、すあまでいいんじゃないか」

　すあまは大真名神の好物だ。朝比も嫌きらいではない。みんな一いつ緒しよでいいかな、などと思った時、鞄に結んだ鈴が、りん、と強く鳴った。

「あ、れ？」

　揺ゆらしてもいないのに。怪け訝げんに思ってまじまじと鈴を見ると、大真名神がごほん、と咳せき払ばらいをした。

「そういえば、二人とも『すあま』はあまり好きではなかったかな。桔梗は薯じよう蕷よ饅まん頭じゆう、蘇芳は最中が好物だったと思う」

「わかりました。ありがとうございます」

　でも、大真名神のためにすあまは多めに買ってこよう。礼を言って出かけた。

　ケーブルカーを降り、バスに乗ってショッピングモールに着く。平日だが、そこそこ客が入っていた。中に入ってしばらく歩いてみたが、摩見は見当たらない。

　彼はこの付近で待っていると言ったが、あれからすでに一週間以上は経たっている。何となく、ずっと待っていてくれるような気がしていたのだが、こちらの希望的憶おく測そくだったようだ。もう諦あきらめられてしまったのだろう。

　いさんで飛び出してきただけに、落らく胆たんが大きかった。

（神社の名前を聞いておけばよかったな）

　摩見の主人は、信しん仰こうによる力だけで賄まかなえているのだと言っていた。きっと大きい神社に違いない。もしかして大真名神が知らないことも、知っているのではないかと思ったのだが。

　これからどうしよう、と考えあぐねる。すぐに帰ったのでは、どうしたのかと思われるだろう。食事は出かける前に、自分の部屋で食べたばかりだ。

　仕方なく、図書館に移動しようかと踵きびすを返した。と、後ろから来ていたサラリーマンとぶつかりそうになり、慌あわてて避よける。肩かたがぶつかった。

「すみません」

　謝って相手の顔を見て、あっと声を上げた。摩見だった。

「こんにちは、朝比さん。ずっとお待ちしてましたよ」

　彼は後ろから、朝比の姿を認めていたようだ。眼鏡のブリッジを押し上げ、にっこり笑った。










　摩見の主人のいる神社へは、在来線で十五分ほど東へ行き、さらにバスに揺られること三十分。そこからまた山道を歩かなければならないらしい。

「辺へん鄙ぴな場所ですみませんね。車だと速いんですが。私はそこまで力がなくて、移動には公共の交通機関を頼たよるしかないんです」

　一時間に一本しかないバスを待ちながら、摩見は申し訳なさそうに言った。

「いえ。こちらが無理を言って付いて来てるんですから」

　ショッピングモールで再会した摩見は、てっきり朝比が引き抜きの話に傾かたむいていると思ったらしい。朝比がその場で断ると、がっくりと肩を落とした。

　だがそれにもかかわらず、朝比がここに会いに来た理由を話すと、最初から最後まできちんと聞いてくれた。

　そうして摩見はしばらく考えた末、

「うちの主人が、何か知っているかもしれません」

　今からうちの神社に来ないか、と誘さそわれた。

「主人は、大真名神様よりも古い神です。年ねん齢れいのことを言うと怒おこられますが。そちらが知らない情報を何か、持っているかもしれないです」

　確かに、直接尋たずねた方が話が早い。そこで朝比は摩見に付いて、彼が働く神社に向かったのだった。

「長閑のどかでいいところですね」

　ようやく来たバスに乗り、窓を眺ながめながら何気なく口にする。

　在来線の駅は、大真名神神社がある駅とは違って、店などがほとんどなかった。駅前にそば屋と喫きつ茶さ店てんがあるだけだ。

　バスに乗るとすぐ、広い田んぼが片側に広がり、反対側にはぽつぽつと民家が建っていた。

「人は少ないですが、信仰は他所よそに比べてとても篤あついんですよ」

　ちょっとむきになって言う摩見に、朝比は黙だまってうなずく。たまに道を行く人を見かけるが、みんなお年寄りだった。だから信仰がよく残っているのかもしれない。

　信仰というものは、目に見えないものだ。都会には人が集まるけれど、信仰によって得られる力は必ずしも比例しない。

　けれど、バスを降りる頃ころにはさらに人気は減り、民家もほとんど見なくなった。たまに見かける家はところどころ壊こわれていて、廃はい屋おくになっている。

　ひどく寂さみしいところだな、というのがバス停に立った時の印象だった。ここに本当に、大真名神神社よりも信仰を集める神社があるのだろうか。

「人気のないところでびっくりされたでしょう。ここに来るとみなさん、驚おどろかれるんですがね。信仰を寄せる方は少し離れた場所にたくさんいるんですよ」

　そんな内心の感想を見み透すかしてか、前に立って歩き出した摩見が、不意に振ふり返って早口に言った。

「そちらの神社には今、何人くらいの人が働いてらっしゃるんですか。宮ぐう司じさんはどんな方でしょうか」

　朝比がそんな質問をしたのは、摩見がみなさん、と言ったからだ。神社そのものが大きいなら、神職やそこで働く人も多いに違いない。

　神社の規模が小さくても、宮司一人はいるだろう。朝比という人間がいきなり神様を訪ねたら、先方の宮司も驚くかもしれない。菓か子し折おりくらいは持ってくるべきだったか。

　そんな心配をしていたのだが、摩見はその問いには答えず、すたすたと前を歩いた。

「摩見さん？」

　聞こえなかったのかな、と声をかけてみる。摩見が慌てて振り返った。

「あっ、すみません。考え事をしていて。何でしたっけ」

　朝比がもう一度、同じ質問を繰くり返すと、摩見はカチャカチャと眼鏡のフレームをせわしなく弄いじった。

「ああ……人は今、いないんですよ」

「宮司さんも、いないんですか？」

「ええ、まあ、色々ありましてね。それでぜひ、朝比さんに来ていただきたかったんですが」

　なんと、朝比は宮司候補だったらしい。

「それは……すみませんでした」

　期待を持たせるようなことをして、申し訳なかった。

「いえいえ。仕方がないですよ。無理に来ていただくわけにはいきませんからね。……あ、ここです」

　摩見が突とつ然ぜん立ち止まって前を指した。突然だと思ったのは、彼に言われるまで、すぐ目の前に鳥居があるとはわからなかったからだ。

「ここですか」

　思わず聞き返してしまった。果たしてそれが神社と呼べるのか、疑わしかった。かつて神社だった場所、という方が相応ふさわしいだろう。

　辛かろうじて鳥居は残っていたが、朱しゆ塗ぬりが剝はげて白っぽくなっている。その奥にはただ、草が生おい茂しげっているばかりだった。人が立ち入るのも大変なほどのびた雑草の中に、細く草を踏ふみしめた跡あとがある。ただし、人の幅はばではなく何か小型の動物だろう。

　草の間に石いし畳だたみのようなものが覗のぞいていたから、かつては参道もある立派な神社だったのかもしれない。

　ここに本当に、信仰を集める神様がいるのだろうか。

「あー、驚きますよね。これでも、信者はいっぱいいるんですよ。ただみなさんご高こう齢れいですし、宮司もいなくなっちゃって、清せい掃そうやら修しゆう繕ぜんやらが追いつかないだけで」

「そ、そうなんですね。うちの神社も、参拝者は年ねん輩ぱいの方が多いです」

　などと言ってはみたものの、朝比はこの神社にどことなく、胡う乱ろんなものを感じずにはいられなかった。

　神社の大きさと信仰の大きさは、必ずしも比例するとは限らない。ただ、実家や大真名神神社を見てきて、それなりに信仰を集める神社はやはり、自然と人が集まりたくなるような雰ふん囲い気きを持っている気がするのだ。

　だがこの鳥居の前に立っても、感じるのは気味の悪さだけだ。むしろあまり近寄りたくない、という気さえする。もちろん、馬ば鹿か正直にそんなことは言えないが。

「それで、摩見さんのご主人はどちらにいらっしゃるんでしょうか」

　不安を押し隠かくしながら尋ねると、「こちらです」と、摩見は鳥居をくぐり、どんどん奥に入っていった。朝比も慌てて追いかける。

　進むうちに雑草はどんどん高くなっていき、朝比の背を追い越こしていた。鞄かばんに草が当たるのか、大真名神に持たされた防犯用の鈴すずが、先ほどからリンリンとむやみに鳴っている。

　途と中ちゆうで、雑草の中に古く大きな梅の木が見えたが、摩見はその脇わきをすり抜ぬけてさらに先へ進んだ。

　どこまで続くのだろう、と思った途と端たんに、視界が開けた。

　さほど広くはない境けい内だいに、立派な拝はい殿でんがある。だがどこか荒すさんだ雰囲気を纏まとい、屋根の先が少し崩くずれているのが見て取れた。なのに、拝殿の中央に置かれた賽さい銭せん箱だけが真新しく綺き麗れいだ。

「……ここは」

　朝比は混乱した。それがとてもよく知っている風景だったからだ。

　落ち葉ばかりかゴミが散乱した境内。朽くちかけた銀杏いちようの木と、水の止まった手水ちようず舎や。

「ここは、うちの神社？」

　この景色は、朝比の実家にあまりにもよく似ていた。だが朝比の実家は鉄道を乗り継ついだ、もっと遠方にあるはずだ。入り口も違ちがっている。しかし境内は似過ぎていて、空間をワープしたような気持ちだった。

「どうしました？」

　先を歩いていた摩見が、振り返ってにこりと微笑ほほえむ。

「いえ。あの、うちの実家によく似ているもので」

「それはそうでしょう。ここは朝比さんのご実家なんですから」

　さらりと言われて、耳を疑った。

「いったい、どういう……」

　問い質ただそうとした時だった。拝殿の脇にある社務所の戸口が開き、中から初老の男が顔を出した。

「朝比！」

　父だった。どうして、という思いが頭を駆かけ巡めぐる。鞄に付けた鈴がまた、リンリンと鳴った。

「遅おそいじゃないか。どれだけ先方を待たせれば気が済むんだ」

　開口一番、喚わめく姿は父そのものだ。だが朝比はまるで、狐きつねにつままれたような気分だった。

「先方って」

「まあまあ、伊田さん。朝比さんも急いで来られたんですから。それに、うちの主人は朝比さんをいたく気に入っていますから。ちょっとやそっと待たせたくらいでは、怒おこったりしませんよ」

　摩見が間に入ると、途端に父は「いや、お恥はずかしい」などとへつらうように薄うす笑わらいを浮うかべた。

「どういうことです」

　自分は摩見の主人に、話を聞きに来ただけだ。なのにいつの間に、実家に戻もどったのか。

「どうもこうもない。見合いの話だ」

　父が答え、朝比は「見合い？」と思わず声を荒あらげて聞き返した。摩見はただ、うっすらと笑えみを浮かべるばかりだ。

「摩見さんから聞いたんじゃないのか。うちの窮きゆう状じようを耳にして、縁えん談だんを持って来てくれたんだぞ。元は由ゆい緒しよある神社の娘むすめさんだそうだ。神社は廃すたれたが、その一帯の不動産を持っていて、資産家なんだとか。どこでだったか、お前を見み初そめたとかで、お前がうちを継ぐことを条件に、持参金付きで嫁よめに来てくれるというのだ。これほどいい縁談はないだろう」

　朝比は摩見を見た。にこにこと微笑む男が、恐おそろしくなる。

「騙だましたんですね。俺も、父も」

　この男は人ではない。彼の主人もそうだ。資産家の娘だなどと、いかにも父が食いつきそうなことを言って、丸め込んだのだろう。

「おや、意外と鋭するどい」

　摩見は楽しそうに言った。どういうことだ、と詰つめ寄りかけた時、社務所からまた誰だれか出てきた。

　母かと思ったが、若い女性だった。外見は三十そこそこに見える。かなりの美人だ。長い髪かみの毛先はきっちりと気合いを入れてカールされていて、化け粧しようにも隙すきがない。白地のワンピースにカーディガンを羽織り、裾すそから伸のびた足はすらりとしていて綺麗だった。

「摩見、その方が朝比さんなの？」

　女性は白いピンヒールをものともせず、嬉うれしそうに駆け寄ってきた。朝比と目が合うと、にっこりと微笑む。

「初めまして。一日千秋の思いでお待ちしておりました」

　父が「ご挨あい拶さつしろ」とすごんだが、聞いてはいなかった。

「どういうことか、説明してください」

　女を睨にらむと、「怖こわいわ」とわざとらしく顔をそむけた。摩見が横から「そう怒らないでください」となだめる。

「なに、簡単な話なのですよ。強い巫かんなぎの資質を持った者が、大真名神神社に着任したという話は近きん隣りんの神々の知るところでして。みな羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ておりました。この時節、力のある巫み子こはどこも喉のどから手が出るほどほしいですからね。もっとも、大真名神様ほどの方を敵に回してまで、巫子を奪うばおうという気き概がいのある輩やからは、我が姫ひめより他ほかにおりませんでしたが」

「何を言っているのかよくわからんが、とにかくまあ、中に入って……」

　父が困こん惑わくしたように言ったが、誰も相手にしていない。摩見が話を続けた。

「調べてみれば、朝比さんのご実家は神社なのだとか。それも神が不在の虚うつろな社だ。祀まつる者はいるのに、神がいない。対して我が姫の社は、神はいるのに祀る者がおりません。いかな力ある神とはいえ、このままでは姫様も弱っていく一方。そこで姫様がこの社に家移りし、朝比さんという巫子の力を得て、近隣を治めようと思った次し第だいです」

　摩見から姫と呼ばれた女は、にっこりと微笑んだ。

「私と契ちぎりを交かわして、あなたの実家であるこの土地を共に治めるの。あなたも本ほん望もうでしょう？」

「契り……？」

　ゾッと背筋に冷たいものが降りた。摩見は以前、人と神が契れば、その人は死ぬのだと言っていなかったか。

「私と一つになりましょう、朝比」

　言いながら、姫はするりとカーディガンを脱ぬぐ。こちらに歩み寄りながらワンピースのボタンを外すのに、朝比はぎょっとした。

「ちょっと待ってくれ。こんなところで何をする気だ。外聞の悪い」

　驚おどろいたのは父も同じだったようだ。姫と朝比の間に割って入ろうとする。だが途端に、姫の美び貌ぼうに険が走った。

「外聞外聞と、うるさい人間ね。朝比の父でなければ排はい除じよしていたものを。もう黙だまりなさい」

　姫があごをしゃくると、父は途端に口をつぐんだ。ぴたりと動きを止めたまま、驚きよう愕がくに目を見開く。以前、大真名神に退場を強しいられた時と同じだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、朝比。あなたは経験がないでしょうけど、これはとても気持ちの良いい行こう為いだから」

　女は微笑みを湛たたえて近づいてくる。ジリジリと下がろうとして、しかしある時から足が動かなくなった。足だけではない。全身が硬こう直ちよくして動かない。朝比は必死で身体からだを動かそうとした。

「ひ、人殺し」

　唯ゆい一いつ自由になる口を開く。

「ひどい言いようね」

「大丈夫ですよ、朝比さん。契りを交わして終わるのは、人としての生です。ちょっとの間、目をつぶっていてください。そうすれば、あなたが知りたかったことが、わかるんですから」

　朝比に触ふれようとする姫の隣となりで、摩見が言う。キスをしようとする姫から、必死で顔を遠ざけようとした。

「お、俺が契りを交わしたいのは、大真名神様だけです！」

　叫さけんだ時、辺りにリンリンと激しく鈴すずの音が鳴り響ひびいた。見ると、鞄かばんに付けていた鈴がひとりでに震ふるえて音を立てている。

「何なのこれは。ええい、やかましい」

　またもや舌打ちをした姫は、朝比の鞄に手を伸ばす。すると、二連の鈴がポンッ、と音を立てて弾はじけ、中から桔梗と蘇芳が飛び出した。

「朝比君をいじめるな！」

　二人は叫んで、姫の両りよう腕うでにしがみつく。

「朝比君、逃にげて！」

　その声に我に返った朝比は、必死で逃げ出した。二人の力なのだろうか、それまでびくともしなかったのに、どうにか動くことができた。

　しかし逃げ出した朝比を見て、女の美貌が怒いかりに歪ゆがむ。両腕にしがみつく二人をキッと睨んだ。

「この小こ童わつぱが！」

　恫どう喝かつと共にごう、と風が吹ふき、桔梗と蘇芳が吹き飛ばされる。高く舞まい上がった二人は「きゃあっ」と悲鳴を上げ、地面に落ちた。

「桔梗さん、蘇芳さん！」

　急いで駆け寄ると、桔梗と蘇芳は小さく呻うめいて目を開けた。

「大丈夫ですか」

　桔梗がむくっと起き上がる。蘇芳は転がったままで、二人ともじわっと目に涙なみだを浮かべた。

「だ、大丈夫じゃない」

「痛い、たんこぶできた」

　いきなり吹き飛ばされて、驚いたのもあるだろう。大きな怪け我がはないようだが、二人はぐすぐすと泣き出してしまった。

「可哀かわい想そうに」

　二人を撫なでながら、怒りがこみ上げてくる。近づいてくる姫を、朝比は思いきり睨み上げた。

「最低です。こんなこと、まともな神様のすることじゃない」

「何を、人の身で偉えらそうに」

　怒りを露あらわにした朝比に、姫は一いつ瞬しゆん、鼻白んだ様子を見せたが、すぐに強気な態度を取り戻した。

「こやつらは大真名神の使いか。私の結界を越こえたのはさすがだが、チビどもに何ができるものか」

　馬ば鹿かにしたような姫の言葉に、桔梗と蘇芳はぐすぐすと、さらに大おお粒つぶの涙を零こぼした。

「ち、チビって言った」

「おばさんのバカ」

　おばさん、という言葉に姫の顔が歪む。くわっと鬼おにのような形相になったが、桔梗と蘇芳は構わず姫に立ち向かい、泣きながら小さな拳こぶしでポカポカとその足を叩たたいた。

「い、痛いっ、何だお前たち」

「チビじゃないもん」

「社長のお使いなんだから」

　大した威い力りよくもなさそうなのに、姫は顔をしかめて動けなくなる。だがチビっ子たちはただ、泣いてぐずるばかりだった。

「──もう、その辺でいいだろう」

　混乱の中、唐とう突とつに聞き慣れた声がした。訝いぶかしむ間もなく、目の前に袴はかま姿すがたの長身の男が、ふさりと黒い尻尾しつぽを揺ゆらして現れる。

「社長！」

　と、思わず叫んだのは、朝比ばかりではない。泣きベソをかいていた桔梗と蘇芳も、ぱっと顔を輝かがやかせた。　>>>♥

「桔梗、蘇芳。ご苦労だったな」

　こちらに背を向けていた大真名神は、ちらりと振ふり返って言う。

「痛かったの」

「このおばさんが、バーンて」

　またもやおばさんと言われ、姫がキッと睨んだが、大真名神もチビたちも、そちらを見てはいなかった。

　大真名神は朝比の方を向き、じろりと睨みつける。

「上司に報告もなく、他社へ赴おもむくとはどういうことかな」

「も、申し訳ありません」

　冷たい声に竦すくみ上がる。

「まあいい。お前の話は、帰ってから聞こう」

　そう言ったが、こちらを見る彼の目は厳しかった。大真名神に黙って、別の神のところへホイホイと付いて行ってしまったのだ。彼が怒おこるのは当然だろう。

「──はい」

　うなだれる朝比にそれ以上は構わず、大真名神は姫に向き直った。

「さて、青あお摩ま比ひ売め。あなたはずいぶん前から、湖こ畔はんの神社に家移りする話が出ていたはずだった。このような遠方で何をしているのか」

　青摩比売、というのがこの女め神がみの名前らしい。姫ひめは大真名神の問いに「ふん」と鼻を鳴らした。

「この私が、あんな格下の地味な神社の、しかも末社に下るなんて、できるはずないでしょう」

「それで、朝比の実家を乗っ取ろうとしたと？」

　大真名神はちらりと、姫の奥にいる父を見る。姫が父にかけた束そく縛ばくは、もう解けているようだったが、何が起こっているのかわからないといった様子で、その場にへたりこんでいた。

「社も宮ぐう司じの頭も空っぽだけど、格式のある場所だもの。私が利用してあげるの。その男も外聞にこだわってたから、むしろありがたいでしょうよ」

「なるほど。くだらないプライドの問題か」

　大真名神の声は静かだが、硬かたく恐おそろしい声こわ音ねだった。そばで聞いていた朝比も、ゾッと鳥とり肌はだが立つのを感じた。大真名神が本気で怒っているのを悟さとり、青摩比売はぐっと息を詰つめる。

「私の大切な世話係に手を出そうとしたこと、許しがたい。湖畔の神社もあなたのような神を受けいれるわけにはいかないと言っている」

「だったら何よ」

　どこまでも強気な姫の前に、大真名神は着物の袂たもとから何かを取り出して見せた。途と端たん、姫の顔色が変わる。

　大真名神が持っているのは、細い木の枝だった。

「姫の本体だ。老木だが、先ほど、姫の神社からこちらに来る際、若々しく芽め吹ぶいた枝を取っておいた」

　そういえば、朝比も摩見に連れられてここに来る時、梅の古木の横を通りすぎた。あれが、姫の本体だったのだろうか。

「あなたは、この神社を乗っ取りたかったのだろう。なるほど、確かにここは神のいない虚うつろな社だ。あなたが根を下ろしても、何ら問題はあるまい。だが私の世話係は返してもらうぞ」

「や、やめてよ。違ちがうわ。私は朝比がいるから」

　大真名神は姫の声など聞いていないようだった。境けい内だいの端はしへ行くと、梅の枝を土に刺さす。姫が「やめて」と悲痛な叫びを上げたが、構わなかった。

　枝は固い土の中に、すとんと簡単に埋うまった。大真名神はその枝を指の先でトン、と叩く。

　姫が断だん末まつ魔まのような叫びを上げ、朝比は慄おののいたが、彼女が死ぬことはなかった。力ちから尽つきたようにその場に頽くずおれ、すすり泣く。

「あなたにこれから仕えるのは、この社と同じ、中身のない空っぽの宮司だ。神を大切にするとは思えないが、あなたが人々を思って土地を治めれば、いずれ心ある人間が集まってくるかもしれない」

　物言いは静かだったが、ふつふつと煮にえたぎる怒りを感じた。姫はただ、泣いている。

「嫌いやよ。こんな汚きたないところ。巫み子こもいないのに、どうやって生きていけばいいの？」

　みじめに打ちひしがれる姫に、摩見が痛ましそうに駆かけ寄る。

「すべてはあなたと、この神社の人々の心がけ次第だ。……もっとも、後者は望み薄だがな。やがてここも朽くちるだろう」

　だが大真名神はあくまで冷たく言い放ち、踵きびすを返した。朝比を一いち瞥べつし、「帰るぞ」と硬かたい声をかける。

　桔梗と蘇芳を助け起こすと、二人を両りよう腕うでに抱かかえ上げ、ぼうぼうと生えて壁かべのようになった雑草に向かって歩き出した。

　朝比はその後をのろのろと付いていった。足早に歩く大真名神は、一度もこちらを見ない。それが不安だった。勝手なことをして、彼はとても怒っているのだ。

　大真名神が一歩草むらに踏ふみ出すと、草は自然と左右に割れ、道になった。ほんの数歩、歩いたところで、また道が開ける。すぐ目の前に、奥の院の屋や敷しき門があった。

　門をくぐりかけて、大真名神がようやくこちらを振り返る。

「どうしてこうなったのか、話を聞かせてもらうぞ、朝比」

　こちらを見る眼まな差ざしは冷たい。こんな大真名神の態度を、初めて見る。

（浅せん慮りよだった。軽けい蔑べつされたんだ）

　朝比は黙だまってうなずく。自分の浅はかな行動に、今さらながら唇くちびるを嚙かんだ。










　それから少し後。朝比は大真名神の居室に一人、待たされていた。

　大真名神は、桔梗と蘇芳の手当てをすると社長室に行き、朝比だけが先に、大真名神の居室へ向かわされたのだった。

　広い座ざ敷しきにぽつりと座っていると、色々なことを考えてしまう。

（社長にはもう、見限られてしまうんだろうか）

　上司に内ない緒しよでこそこそと、別の神の縄なわ張ばりに踏み込んだ。大真名神が桔梗と蘇芳を付けてくれていなければ、今いま頃ごろは青摩比売に手て籠ごめにされていたかもしれない。

（そうしたら、どうなっていたんだろう）

　人としての生を終えるのだと、彼女らは言っていた。けれど死なないという。生け贄にえになって死んでしまうというのは、摩見の方便だった。

　では、どうなるのか。大真名神の態度からして、ただではすまないのだろう。

（それでも、俺は……）

　膝ひざの上でぐっと拳を握にぎった時、廊ろう下かで足音がして、からりと襖ふすまが開いた。

「待たせたな」

　大真名神が静かに入ってくる。朝比は身体からだを強こわ張ばらせ、頭を下げた。

「あの、桔梗さんと蘇芳さんの怪け我がは」

「大したことはない。転んだ拍ひよう子しに軽い擦すり傷きずができたのと、小さなたんこぶができただけだ」

　良かった、と胸を撫なで下ろす。二人とも、小さい身体で懸けん命めいに自分を守ろうとしてくれたのだ。

「休きゆう暇か願ねがいを出した時の、お前の様子がおかしかった。思い返せば、前の休暇の時からだな。何か思い詰めた様子だった」

　大真名神は部屋の隅すみに積んである座ざ布ぶ団とんを一枚取り、朝比の前に座った。

「その後、お前は私に思いを打ち明けてくれた。それで、思い詰めていたのはそのせいだろうと考えたのだ。だがそれにしても、お前が急に抱だいてくれなどと言うのはおかしい。何かあると思って、桔梗と蘇芳を付けた」

　淡たん々たんと語る大真名神の口調からは、何の感情も見えない。もう、怒ったり軽蔑したりするほどの興味も失うせてしまったのか。

「勝手をして、申し訳ありませんでした」

　許しを乞こいたくて、ただただ頭を下げた。どうか見限らないで、大真名神のそばにいさせてほしかった。

「謝るようなことを、お前はしたのか」

　冷たい声に顔を上げると、鋭するどい眼差しに射い貫ぬかれた。

「私に黙って、青摩比売の世話係になりたかったのか？」

「違います」

　朝比は強くかぶりを振ふった。

「前の休みに、摩見さんに声をかけられました。青摩比売のところに来ないか、と誘われたのは事実です。でも、社長のもとを離はなれるつもりはありませんでした。ただ、話を聞きたくて」

　大真名神が、この先もずっと、朝比が死んだ後も、力を得られる方法を知りたかった。摩見から聞かされた、巫み子こが贄にえとなって神と交わる話をすると、大真名神は合点がいった様子で苦い顔をした。

「それで以前、唐とう突とつに『抱いてくれ』などと言い出したのか」

「すみません、俺……」

「私のためだろう。まったくお前は」

　呆あきれたように言われて、身を縮めた。ごめんなさい、と謝る朝比を、しかし大真名神は抱だき寄せる。

「お前を犠ぎ牲せいにしてまで、私は力を持ちたくはない」

「……わかってます。神様と交わったら、神様が力を得る代わりに俺は死ぬんだって聞きました。俺があなたのために死んだりしたら、あなたは悲しむから。何とか死なないで力を得る方法はないかと思って」

「それなら、精を取るだけで十分だ」

　朝比は大真名神の腕うでの中でかぶりを振った。

「でもそれは、俺が生きている間だけです。俺はあと何十年かで死んでしまう」

「まだ先の話だ」

「社長にとっては、そう先の話でもないのでしょう？」

　大真名神はそれに、悲しいような辛つらそうな顔をした。そんな顔をさせたいわけではなかったのに。

「自分がいなくなった後のことを考えていたのか」

　大真名神の辛そうな顔を見ていたくなくて、朝比はうつむく。

「俺のような世話係は、滅めつ多たに現れないんでしょう。この先も参拝客が減って、でも社長は自分は後回しでみんなに力を分け与あたえるから、きっとあなたが真っ先にいなくなってしまう」

「神はそれほど簡単には消えないがな」

　微かすかに苦く笑しようする声が聞こえたけれど、朝比には気休めにもならなかった。

　沈しずみこむ朝比に、大真名神は深いため息をつく。

「気長に行こうと思ったのが、仇あだになったな」

　ぼそりと呟つぶやいた。何のことかわからず顔を上げると、大真名神がこちらを見つめている。怒おこってはいない、穏おだやかな目だった。

「真実を言えば、神と交わっても、死ぬわけではない」

「え、では」

「だが、場合によっては死ぬより辛い思いをするかもしれない」

　大真名神は言葉を切って、なおもためらう素そ振ぶりをみせる。朝比は黙って言葉の先を待った。

「神と巫かんなぎの者との性交は、婚こん姻いんの契ちぎりの意味を持つ。ただの儀ぎ式しきではない。一いつ対ついとなって互たがいに力を与えあう」

「それは……良いことではないのですか」

　何がいけないのか。だが大真名神は「そう先を急せくな。話はこれだけではない」とたしなめた。

「お前は今、巫の者として、どの神々にも気を与えることができる。だが契りを交かわしたが最後、お前はその神の妻となり、夫にしか気を与えることができなくなる。代わりに夫は契りを交わす前よりも、遥はるかに大きな力を妻から得ることができるようになる」

　つまり、フリーの時よりも、専属になった方がより強く大きな気を神に与えられるということだ。これも、何ら悪いことではないように思える。

　朝比は大真名神だからこそ、精を取る行こう為いを受けいれたのだ。誰だれでもいいわけではない。

「神もまた、契りを交わした巫の者に気を与える。相手が望むと望まざるとにかかわらず、契りを交わせばそのたびに、神の気が巫の身体に注ぎこまれるのだ」

　気とはつまり、精気のことだろう。その光景を思わず想像してしまい、朝比は思わず顔を赤らめる。だが大真名神の表情は沈ちん鬱うつだった。

「問題はそこだ。神の気は、すぐには人の身体に馴な染じまない。交わりを重ねるたびに少しずつ、巫の気と混ざっていく。巫の者は神と契ることによって、段々と人ではなくなっていくのだ」

　人ではないなら、いったい何になるのか。背筋がぞくりと寒くなった。そんな朝比に、大真名神は大だい丈じよう夫ぶだ、というように優やさしく微笑ほほえむ。

「神の妻は、やがて人間とは異なる時間軸じくを生きるようになる。神ではない。けれど人でも妖あやかしでもない。ただひたすら神の妻として、老いず、死なず、夫と同じ時を延々と過ごすことになる。夫の神が消えてなくなるまで、未み来らい永えい劫ごうな」

　契りを交わした巫は、大真名神と同じ時を生きるのだ。

「互いに愛し合っているならば問題はない。だがお前が私に向けるひたむきな思いが、忠誠心なのか恋れん情じようなのかわからなかった。もしただの忠誠心なら、お前に残ざん酷こくな運命をたどらせることになる。愛していない相手と長く番つがうことなど、苦行に等しいだろう」

　愛していない相手、という言葉に胸がずきりとする。朝比がいくら好きでも、大真名神が自分を思ってくれていなければ意味はないのだ。

　しょんぼりと肩かたを落とす。その髪かみを、大真名神は優しく撫でた。

「だからだ。お前が私と同じ恋情を向けてくれるまで、根気強く待とうと思っていた」

「え？」

　さらりと言われて、目を見開いた。今、大切なことを言われた気がする。

「強ごう引いんにここまで連れて来たのに、それでも心から我々に尽つくしてくれる。一いつ生しよう懸けん命めいでひたむきで、そういうお前に、いつの間にか惹ひかれていた」

　信じられない。何を言っていいのかわからず、ただ目を見開いたままの朝比に、大真名神はいたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「さっき姫ひめに迫せまられた時、契りたい相手は私だけだと叫さけんだだろう」

「聞いていたんですか」

　恥はずかしい。だが大真名神は嬉うれしそうだ。黒い尻尾しつぽが揺ゆれている。

「命がなくなるかもしれないというのに、私と契りを交わしたいと思ったのか？」

　そんな顔をするのだから、朝比の気持ちはわかっているのだろう。だが彼は、朝比に言わせたいようだ。

「そうですよ」

　朝比も観念した。

「社長が好きです。上司としてだけじゃなくて。だいたい、好きでもないひとに忠誠心だけで身体からだや命を差し出そうだなんて、いくら俺でも考えません」

　好きだから、こんなに悩なやんだのだ。朝比が不ふ貞て腐くされて言うと、大真名神は「私もだ」と返した。

「お前を愛していなかったら、お前に真実を話すべきか葛かつ藤とうしたりしない」

　にわかには実感できず、ただ相手を見上げていると、大真名神はふと真顔に戻もどった。

「お前がほしかった。抱だいてくれと言われて嬉しかったよ。だが、お前のその思いが何なのかわからなかった。恋愛か、忠誠心か。後者なら、舞まい上がってお前を奪うばってしまったら、取り返しがつかなくなる」

　ただでさえ、朝比は家族の縁えんに恵めぐまれず、自分の気持ちを殺すところがあった。たとえ恋情でなくても、誰かから強く求められたら、抗あらがえないかもしれない。

　だから、辛しん抱ぼう強く待つつもりだった。朝比が嫌いやなことは嫌だと言えるようになるまで。恋こいと忠誠の区別が付くまで。

「私を思ってくれていたということは、さっきようやくわかったが」

「そんなこと……考えてくれてたんですか」

　まだぼんやりしたまま呟く朝比を、大真名神は笑った。

「考えていたさ。お前といつまでも一いつ緒しよにいたかったから」

　愛いとおしそうに微笑んで、朝比の頰ほほを両手で包む。端たん整せいな顔が近づいてきて、唇くちびるが合わさった。

「お前を愛している。私と契ってくれないか、朝比」

　やがて静かに問う、大真名神の眼光は強く真しん剣けんだった。朝比はハッとして、それからその目を強く見つめ返す。

「はい。おそばにいさせてください。ずっと」

　ありがとう、という声が耳を掠かすめた。苦しいほどきつく抱だきしめられ、今までの出来事は夢ではなく現実なのだと、唐とう突とつに実感する。

　抱ほう擁ようが解かれた時、無言のままこちらを見み据すえる大真名神の目を見て、これから彼がしようとしていることを理解した。

　朝比も何も言わないまま、彼の手を握にぎる。微笑むと、大真名神も微笑みを返した。喜びと切なさの混じった笑みだった。

（大丈夫です、俺は）

　この選せん択たくを、自分はこの先も決して後こう悔かいしない。確信している。けれどそう言っても、今は気休めにしかならないだろう。

　身体をすくい上げられて、奥の御み簾すの向こうへ運ばれた。布ふ団とんの上にぽすんと寝ねかされる。

「ちゃんと、部屋を綺き麗れいにしてるだろう？」

　唐突にそんなことを言う。確かに、最初に来た頃ころから比べると、段だん違ちがいに片付いている。自分でも掃そう除じをしているのだ。布団もふかふかだった。

「はい。見違えましたね」

　朝比が言うと、大真名神の後ろで黒い尻尾がふさりと揺れた。

「お前のおかげだ」

　深く何度もキスをされた。同じように何度もあらゆる場所を撫なでられ、シャツをまくられ服を脱ぬがされた。

　まだ気をもらっているわけではないと思うが、大真名神に触さわられるのはどこも気持ちがいい。

「あの、社長も、服を」

　裸はだかにされ、ふたたび肌はだを愛あい撫ぶしようとするから、おずおずと申し出る。自分だけ裸なのはちょっと恥ずかしい。

「今はプライベートだ。できれば名前で呼んでくれ」

　大真名神は笑って言い、着物を脱いだ。袴はかまが下ろされ、一糸まとわぬ姿になる。足の間にある一物はまだ萎なえていたが、ずっしりと重量感があり、朝比は見ていられずに目を逸そらした。

「恥ずかしいか？」

「……少し」

　優しい問いに答えると、大真名神はゆっくりと覆おおいかぶさって、朝比を抱きしめた。

　ぴったりと肌が重なり合い、心臓がドキドキと高鳴った。腹の間に自分と大真名神の昂たかぶりを感じる。

　先ほど服を脱いだ時にはまだ、力のなかった大真名神のそれは、今は硬かたく熱く脈打っていた。

　呼吸をするたび、その昂ぶりが朝比の腹を撫でる。落ち着かなくてもぞもぞしていると、大真名神は艶なまめいた笑みを浮かべて朝比を見た。

「お前の中は狭せまそうだ。ゆっくりしないとな」

　言いながら、ことさら意識させるように一物を擦こすりつける。硬く張った陰いん茎けいが朝比のそれに重なり、裏筋を撫でた。

「……っ」

　微かすかな刺し激げきに、慣れない身体はひくりと反応する。大真名神はそれを楽しむように、さらに腰こしを動かした。

「あ、それ……」

　朝比の先せん端たんから雫しずくが零こぼれ、身体の奥が切なくなる。すぐに達してしまいそうで、やめてほしいと目で懇こん願がんした。

「お前は何もかもまっさらだ。女も知らないまま私のものにしてしまうのは、申し訳ないような気がするな」

「女性なんて、いりません。別に、もともとあまり、興味もなかったし」

　大真名神は朝比が誰だれかを抱いても、やきもちを妬やいたりしないのだろうか。ふい、と拗すねた気持ちでそっぽを向くと、「すまない」とキスでなだめられた。

「無ぶ粋すいだったな。私も人と交わるのは初めてだから、落ち着かないのかもしれない」

　これから二人は交わって、朝比は人ではないものになるのだ。

　背筋がぞくりとした。こちらの動どう揺ようが伝わったのだろう。子供にするように優やさしく髪を撫で、額や頰に軽いキスをされた。だがそれ以上はせず、ゆっくりと身を起こす。

　離はなれようとしているのだと悟さとり、朝比は咄とつ嗟さに大真名神の腕うでを摑つかんだ。

「止やめないでください。お願いです。もう怖こわくないから」

　必死で腕を引き寄せようとすると、大真名神は笑い、再び朝比を抱きしめてくれた。

「そう力むな。怖いものは怖いだろう」

　よしよし、と背中を撫でる温かい手に、ほっとため息が漏もれた。

「平気です」

　一人で生きていくのではない。このひとと一緒なのだ。そう思ったら、力が抜ぬけた。

「もう、平気だから」

　ぎゅっと相手を抱き返し、首を伸のばして大真名神の唇にキスをした。彼の目が一いつ瞬しゆん、切なくすがめられる。だが朝比のぎこちないキスに応こたえ、舌が唇を割って入ってきた。

「すぐに変わるわけではない。今夜私と契ちぎりを交かわしても、お前はまだ人間だ。他ほかの者にはもう、精を与あたえることはできないが。お前が変わっていくのはもっと先、何度も身体を重ねてからだ」

　それでも、大真名神は安心させるように言った。朝比の身体を優しく優しく愛撫する。やがて身体をずらすと、何の前まえ触ぶれもなく朝比の足の間に顔をうずめた。

「あ……」

　ぱくりと咥くわえられて、声が漏れる。顔を赤らめるのを見て、大真名神はにっと面おも白しろがるような笑えみを浮うかべた。

「どうした？　いつもしていることだろう」

「そうですけど。でも……」

　今までよりも刺激を強く感じてしまう。さらに大真名神は、朝比の陰茎を舐なめながら、後ろへと指を這はわせた。

「お、大真名神様」

「言っただろう。私が入るのだ。ゆっくり広げてやらないとな」

「ひ……」

　くすぐるように窄すぼまりを弄いじっていたかと思うと、朝比の腰を高く抱かかえ上げる。襞ひだにぬるりと舌が差し込まれ、声にならない悲鳴を上げた。

「いやっ、そんな……だめです……」

　羞しゆう恥ちに身を捩よじるが、大真名神は許してくれなかった。尖とがった舌先で襞をこじ開け、同時に陰茎を手で扱しごき上げる。

「や、あ……っ」

　後ろを弄られたまま強く扱かれ続け、たまらず射精してしまった。噴ふき上げた精がパタパタと自分の胸むな元もとに落ちる。

「朝比は後ろを弄られるのが好きなようだな」

　ようやく顔を離した大真名神が、いささか意地の悪い口調でそんなことを言った。

「ち、違ちがいます」

　咄嗟に言い返したけれど、愛撫されていた後ろがじんじんと疼うずく。恥はずかしいのに、内側を擦られただけでものすごく気持ちが良かった。

　ひくつく肉襞が、そんな朝比の内心を物語っていたようだ。大真名神はくすりと笑って、柔やわらかくほころびはじめた蕾つぼみに息を吹きかけた。

「……あっ」

「感じやすいな。だが、まだ狭い」

　言って、長い指がつぷりと襞にもぐり込んでくる。それは舌先よりも奥にもぐり、陰いん囊のうの裏をコリコリと弄った。

「あ、やぁっ」

　感じたことのない刺激が走る。射精したばかりなのに、またうずうずと切ない絶頂感が駆かけ巡めぐる。

「俺ばかり、嫌いやです、お願い……あ、あっ」

　これでは、いつも精を取るのと変わらない。切なくなって訴うつたえる。

「そうか。では、お前の準備が終わるまで、こちらを慰なぐさめてもらおうか」

　大真名神は指を引き抜くと、朝比を抱えあげて後ろを向かせた。自分の身体からだの上に朝比を乗せる。

「こ、これ」

　目の前に突つき出た陽根に、朝比はごくりと喉のどを上下させる。尻しりに大真名神の吐と息いきを感じた。

「いつも私がお前にするように、それを可愛かわいがってやってくれ」

　後ろから、面白がるような声が聞こえる。けれど大真名神のそれは大きくて、とても口の中に納まりそうになかった。

　それでも、反り返ったそれをおずおずと握にぎり、先端を口に含ふくむ。ちゅっと吸い上げると、気持ち良さそうなため息が聞こえて、嬉うれしくなった。

　熱くて硬い陽根に、拙つたないながらも舌を使って懸けん命めいに奉ほう仕しする。大真名神はそれ以上、面白がるようなことはせず、舌と指で朝比の蕾を押し広げた。

　浅い部分を突かれると、先ほどと同じように強い快感が身体を駆け巡る。今、口にしているこれを入れてもらったら、どんなに気持ちいいだろう。

「大真名神様、俺、もう」

　我が慢まんができなくなって、懇願した。手の中でびくりと欲よく望ぼうが跳はねる。

「そうだな。私ももう堪こらえきれん」

　ため息のような声が漏れ、再びころりと寝しん具ぐの上に寝ねかせられた。温かい大きな手が、さらりと頰ほほを撫なでる。

「いいか、朝比」

　こちらを見つめる大真名神を、じっと見つめ返す。

「はい」

　応えると、ふっと相手の目元が和なごんだ。腰を抱え上げられて、期待と不安が胸をいっぱいにする。

　熱い塊かたまりが、柔らかくほころんだ蕾を押し広げ、ゆっくりと押し入ってきた。太いものにいっぱいにされる感覚に、思わず身を固くして息を詰つめるのを、大真名神は優しくキスをしてなだめてくれる。

　根本まで入ると、どちらからともなく息を吐はいた。目が合って、互たがいに微笑ほほえむ。

「お前とずっと、こうしたかった」

　ぽつりと大真名神が言った。

「ただ気を得るために精を貪むさぼるのではなく、こうしてお前と抱だき合って、愛を交わしたかった」

　だがそれは、決して叶かなわないと思っていた。朝比に告白され、思い焦こがれる相手が泣いているのに、自分は手を出すことができない。

「ごめんなさい。俺の言葉が、大真名神様を悲しませていたんですね」

　抱いてくれと迫せまったあの時、悲しげな顔をしていたことを思い出し、胸が痛んだ。

「それでも嬉しかったよ。そして今は幸福だ」

　そう言った大真名神の微笑みは、本当に甘やかで嬉しそうで、朝比の中にも喜びが溢あふれた。

　繫つながった部分が熱い。それがゆっくりと動かされ、朝比の中を擦こする。　>>>♥

「ん……っ、あ」

「ああ……そんなにきつく締しめないでくれ。お前の中は良すぎて、とても堪えきれない」

「や、あ、無理です、あっ」

　ゆるく穿うがたれ、朝比の身体にも快感が走る。前を弄っていないのに、いつの間にか硬かたく反り返り、先走りがトロトロと零こぼれていた。

　腰こしを打ち突ける動きが次し第だいに強く激しくなると、快感はさらに強くなる。頭の芯しんが痺しびれて、何も考えられなくなった。

「あ、あっ」

「朝比……」

　目の前の美び貌ぼうが歪ゆがむ。けれど、その苦く悶もんに似た表情は色っぽく、奥を穿たれながら、朝比は陶とう然ぜんと震ふるえた。

「……っ」

　低い呻うめきが聞こえたかと思うと、ひときわ強く、奥深くまで雄おすを突き立てられた。覆おおいかぶさってきた身体がぶるりと震える。

「あ、あ……んーっ」

　繫がった部分から、何か熱い[image: ]ほとばしりが身体へ流れるのを感じ、朝比は喉を仰のけ反らせて射精した。その首筋に、大真名神が嚙かみつくように唇くちびるを押し当てる。

　抱き合い、吐精し合い、互いの熱い精気が混じり合う。

　頭の中が真っ白になるような快感の後、どちらからともなく見つめあって、朝比は知った。

　朝比は大真名神のものになり、大真名神は朝比のものになった。

「大真名神様。俺も今、幸せです」

　ぽつりと言う。幸せそうな微笑みが返ってきた。
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　風に乗って、金きん木もく犀せいの香かおりが漂ただよってくる。もう秋だ。

「空気もひんやりしてきたな」

　昼休み、社長室前の縁えん側がわで日向ひなたぼっこをしながら、大真名神が呟く。朝比は自分の膝ひざの上で時折、ぴくぴく動く上司の黒い耳を眺ながめながら、そうですねえ、と相あい槌づちを打った。

　大真名神と契ちぎりを交かわしてから、一月ほどが経たった。奥の院をはじめ、大真名神神社では平和な日々が続いている。

　そろそろ紅葉の季節で、境けい内だいは参拝客で賑にぎわい始めた。神様たちの役員会議での企き画かく立案や、社務所の職員たちの努力が功をそうしたのか、今年は去年よりもさらに、参拝客が増加しているようだ。

　繁はん忙ぼう期きに入って人手が足りないことがままあり、朝比も大真名神の許可を得て、たびたび他ほかの職員たちと社務所や授じゆ与よ所で働いている。奥の院での仕事に比べると、かなり忙せわしないのだけれど、参拝に来てくれた色々な人と出会うことができるので、楽しく刺し激げきになる。大真名神も、朝比が人間社会に交じるのを喜んでいるようだった。

　大真名神と契りを交わした後も、朝比の身体には目立った変化はない。ご飯が前より美味おいしく感じるとか、何もしていないのに妙みように肌はだ艶つやがいいとか、その程度だ。

　ゆっくり変わっていくのだと言った、大真名神の言葉の通りだった。

　その大真名神は、朝比の気を受け、黒い毛並みがいっそう艶やかになった。顔色もよく、彼の身体から強い気がみなぎるのを感じる。

　大真名神が信しん仰こうから得ていた力を他の者に回せるようになったので、奥の院も以前より豊かになったようだ。

　とはいえ、変わったことはそれくらいで、朝比の生活も、契りを交わす前に比べて大きく変わってはいない。

　ただ、仕事の後は誘さそわれなくても大真名神と彼の居室に戻もどり、食事をしたり、庭を散歩したりするというだけだ。

　もちろん、夜には同じ布ふ団とんに入り、睦むつみ合うのだけれど。

　毎夜の出来事を思い出し、胸が甘く疼うずく。大真名神は、仕事中は以前と変わらない。昼休みもこうして、膝ひざ枕まくらをするくらいがせいぜいだが、契りを交わしたせいか、夜に二人きりになると、スキンシップが激しくなる。

（温泉でもないのに、お風ふ呂ろにも一いつ緒しよに入りたがるし……）

　昨日の夜、一緒に入るの入らないのと、二人でやり取りしたのを思い出した。

「あっ、社長。またゴロゴロしてる」

「俺たち仕事してるのに」

　玄げん関かんの方からパタパタと軽い足音が近づいてきたかと思うと、桔梗と蘇芳がこちらを見み咎とがめて言った。

　朝比は昨晩の回想を焦あせって頭の隅すみに追いやり、大真名神はうるさそうに、黒い耳をぴくぴく動かした。

「何が仕事だ。宮ぐう司じにおやつをもらいにいっただけだろう」

「ちゃんとおつかいもしましたもん」

「そんなこと言ってると、おやつを分けてあげませんよ」

　彼らも相変わらずだが、気が充じゆう実じつしたおかげで大真名神に付いていなくても、人前に姿を現せるようになった。朝比が社務所に手伝いに行って留守の時など、大真名神の伝達を社務所に届けに出向いたりする。

　だんだんと、朝比が留守でなくても張り切って出かけるようになったのは、田中宮司をはじめ、職員たちがこぞって彼らに甘い物を「お供え」するからだ。

　今日も「おつかい」で預かってきた書類袋ぶくろの他に、飴あめ玉だまを握にぎりしめて帰ってきた。蘇芳の口の端はしにチョコレートが付いていたから、我慢できずに途と中ちゆうで食べてしまったのだろう。

　以前は子供扱あつかいされるのを嫌いやがり、人前では青年の姿をとってきた二人だったが、近ちか頃ごろは小さな姿のまま出かけている。

　ことの発ほつ端たんは、朝比が田中たちに二人の本来の容姿を「幼よう稚ち園えんくらいの可愛かわいい子供」と伝えたことだった。一度見てみたいなあ、と田中が言い、いつもお世話になっている宮司が言うのだから、と二人も本来の姿を披ひ露ろうした。

　社務所の職員たちは、一目でこの小さな神使たちのファンになってしまい、彼らが来た時のためにと、こぞって甘い物を用意するようになったのである。

「あと、高橋さんがこれ、どうぞって」

「おつかいしたもんね」

　二人で胸を反らせ、桔梗が書類袋を差し出す。大真名神は朝比の膝を枕に寝ねっ転ころがっているので、代わりに朝比がそれを受け取った。桔梗と蘇芳は、またパタパタと忙しなく、目の前の社長室に消えていった。

　書類袋を開けると、中には旅行関連のムックが数冊、入っていた。

「……グアム？」

　すべて、グアムの観光ガイドだ。首を傾かしげていると、大真名神が突とつ然ぜん、むくっと起き上がった。

「うん。ああ、そうそう。私が頼たのんでおいたのだ。保養所の遊ゆ行ぎよう方に渡わたそうと思ってな」

「ご自分で行かれるのではないんですね」

「ああ。私たちはこの土地を守る神として、ここを離はなれるわけにはいかないからな。だがたまには、違ちがった場所に行きたいという者もいるだろう。そこで、遊行方の小こ鬼おにたちに参考図書を読んで勉強をしてもらうことにしたのだ」

　つまり、これで温泉地の模様替がえをしてもらうらしい。常じよう磐ばんのハワイアンリゾート施設みたいな構想だろうか。

「桔梗と蘇芳も、グアムに行きたいと言っていたしな」

　そういえばそうだった。部下思いなのだなあ、と朝比は感心する。

「お優やさしいのですね」

　思わず微笑ほほえむと、大真名神は「いや別に」と照れ臭くさそうに尻尾しつぽを揺ゆらした。ところがその時、桔梗と蘇芳がひょこっと社長室から顔を出し、「違うよ、朝比君」と言う。

「ぐあむに行きたいのは、社長なの」

「朝比君と、新しん婚こん旅行に行きたいんだって」

「お前たち、言うなと約束しただろう！」

　大真名神が慌あわてたように叫さけんだが、二人は言うだけ言って、また社長室に引っ込んでしまった。朝比と目が合うと、大真名神はバツが悪そうな顔をする。

「新婚旅行……俺たちが、ですか」

　朝比が呟くと、大真名神の頰ほほは珍めずらしく赤くなった。

「私たちは契りを交わしたのだ。婚こん姻いん関係を結んだ者同士で旅行に行く。何らおかしいことではあるまい」

　そっぽを向いたままつらつらと喋しやべるが、尻尾が忙しなく揺れている。朝比は思わず笑ってしまったが、すぐにツンと目の奥が熱くなった。

　目が潤うるむのを見られたくなくて、大真名神の胸にがしっと抱だきつく。

「朝比？」

「嬉うれしいです。すごく、すごく」

「そうか。では準備ができたら、休きゆう暇かを取って何泊はくかしよう」

　朝比の背中を撫なでながら、大真名神が言う。今から楽しみだ。朝比はうっとりと、大真名神の胸に顔を埋うずめた。





終









　あとがき







　こんにちは、はじめまして。小こ中なか大だい豆ずと申します。

　今回はモフモフ攻せめになりました。前作に続き、狼おおかみです。

　モフ攻は初めての経験なのですが、もふっと感を出しつつカッコ良くする、というのは、なかなか難しいのですね。あんまり可愛かわいいと威い厳げんがなくなってしまいますし。

　タイトルも最後まで悩なやんだのですが、「大神」はパッと見てわかりづらいし、「狼」だと前作と続きものっぽくて紛まぎらわしいし……ということで、犬も狼もイヌ科！　という乱暴な括くくりで「狗いぬ神がみ」を選せん択たくさせていただきました。モフモフわんこな神様を想像して読まれた方は、申し訳ありません。

　攻の大おお真ま名な神みは、当初の予定ではもう少し、俺様で傲ごう慢まんなキャラクターになるはずだったのですが、出来上がってみると真ま面じ目めで丁てい寧ねいな神様になってしまいました。もっとこう社長らしく、ぐいぐいストーリーを引っ張ってほしかったのですが。

　受の朝あさ比ひも落ち着いているので、物静かなカップルになりそうです。桔き梗きようと蘇す芳おうが賑にぎやかなので、ちょうどいいかもしれません。

　彼らを魅み力りよく的に描かいてくださいました、鈴すず倉くら温はる先生、本当にありがとうございました。鈴倉先生には過去に、他社でも神社と神様を素す敵てきに描いていただいたのですが、今回もまた魅力的な世界に仕上げていただき、歓かん喜きしております。

　担当様には今回も、多大なるご迷めい惑わくとご苦労をおかけしました。思ったように修正できていない……とかぼやいて、最後まで不安がらせてすみません。




　そして最後になりましたが、拙せつ著ちよをお読みくださった読者の皆みな様さま、ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

　ルビー文庫さんの本も四冊目になりまして、こうして一つのレーベルでお仕事を続けてこられたのも、本を読んでくださる皆様のおかげです。今後もお付き合いいただけるよう精しよう進じんしてまいりますので、どうぞよろしくお願い致いたします。







　それではまた、どこかでお会いできますように。





小中大豆
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狗いぬ神がみサマにお仕つかえします！








小こ中なか大だい豆ず
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